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午後の部







　　　　◆







　午前の部は白組がわずかな点差で赤組をリードして終わったが、これはイハナの予想通りの展開ではなかった。

　イハナのシミュレーションでは、午前の部は、白組が負けて終わるはずだった。

　向こうのモチベーションをいたずらに刺し激げきすることはない。だから午前はむしろ負けていたほうがいい。大差さえつかなければそれでいい、そうイハナは考えていた。

　ところがふたを開けてみれば、白組のほうが勝っている。

　別に、借かり物もの競走での勝利が計算違ちがいだった、というわけではない。

　イハナの予想では、借り物競走はもとから勝って終わるつもりだった。別に勝しよう算さんがあったわけではないが、ただコウが出る、ということで──いわゆる欲よく目めというやつ──予想は勝ちにしておいた。こんな予測の立て方からも借り物競走に重点を置いていなかったことはわかるが、とにかく、イハナの予想した通りに進んでいれば、たとえ借り物競走で勝っていたとしても最終的には白組がわずかに負けているはずだったのである。

　が、終わってみれば、勝利したのは白組だった。

　もっともイハナは大して気にしていなかった。

　そもそも運動会の競技すべての勝ち負けを予測する、なんてことは不可能。赤と白組、どちらが勝って午前を終えたか、そんなことはどうでもいい。大事なのは、午後の選せん抜ばつのために午前のうちに勝つべきところで勝っておくこと。きちんと布ふ石せきを打てさえすればそれでよく、それ以外はさして重要ではない、そうイハナは考えていた。

　だから、──コウのこともあり、また緊きん張ちようを強いられる昼食会のこともあり、なぜ自分の予想通りに午前が終わらなかったのかについて、あまり深くは考えていなかったが──

　白組がなぜ赤組に勝って午前を終えられたか、という理由、それは。

　──単純に、イハナがここは負けるだろう、と考えていた部分においても、白組の生徒ががんばりを見せたからである。

　イハナが戦力──ここでいうのは体育の成績──的に負けるだろうと決めていたいくつかの競技において、その予想を裏切った生徒たちがいた。イハナだけではない、ほとんどの生徒が「これは勝てないだろう」と考えるような組み合わせのあった競技──たとえば陸上部部ぶ員いんと文ぶん芸げい部ぶ部員の戦い──において、信じられない逆転がいくつか起きていたのだ。

　白組赤組どちらにおいてもそうした番ばん狂くるわせはあったが、より白組のほうが多かった。

　人数の少ない白組側がわの生徒は、競技を選べなかったから。

　走るのが苦にが手てな生徒であっても人数合わせのために出なければならない局面があり、そしてほとんどの逆転劇げきが、そうした実力差のある局面において生まれていたのである。

　それは、ひとつひとつはそのときだけ目立ってもすぐに忘れ去られるような小さなパーツに過ぎなかったが、しかしそのパーツが積み重なった結果、イハナの、午前は白組が負けて終わるだろう、という予想は覆くつがえされていた。

　が、そのことを、白組リーダーはまだ知らない。

　そしてイハナもコウも、いまだ気づいていなかった。午前の二〇〇メートル走のとき、思わず二人がテントの外に目を向けたほどの大だい歓声が起こったわけを。いまだ勘かん違ちがいしていた。恕じよ宇うがゴールしたことによる歓声だと。

　だが、『熱血化か』により盛り上がった会場では、一試合ごとに歓声が上がる。

　どの試合にも熱く燃える戦いがあり、見み所どころがある。

　だから、たとえ有名人の恕宇がゴールしたとはいえ、それだけで他の試し合あい以上の歓かん呼こが上がるはずもない。

　あのとき校庭に大歓声があふれた本当の理由は、スポーツ万能である小鳥遊たかなし恕宇の活躍ではなく、そのあとを追っていた選手にあった。

　惜しくも二位となったその選手は、ギリギリまで追いすがりあの恕宇を抜きそうになったのである。

　巨大な歓声は、その場面に送られたものであり、その選手に向けられたものだった。

　結局彼かの女じよは恕宇を抜けず、二位となり、そのため結果だけ見たイハナとコウはそれに気がつかなかったが。

　だからイハナもコウもまだ知らない。

　わずかずつだが、計算に狂いが生まれていることを。

　やがて積み重なっていくだろうそれが、いったい何を意味するものかを。

『熱血化』による熱ねつ狂きようは、いまだ消えず、衰おとろえず。昼休みを挟んでなお強く熱く、燃え。

　やがて臨りん界かいを迎え──




　後半戦が、はじまる。













　　　　１．玉たま入いれ







　午後の部は紅こう白はくの応援合がつ戦せん・エール交換からはじまり、玉入れに続いた。

　ちなみに玉入れは、イハナと綾あやが今こん大会ではじめて直接対たい決けつした競技だった（縄なわ跳とびや綱つな引ひきなどのクラス競技はぶつかる前に負け、個こ人じん競技は基本的に学年別べつで行われている）。本来、日ひ炉ろ理り坂ざか高校の玉入れは受験や就しゆう職しよく活動で忙しく練習時間の取れない三年生用の競技だったのだが、今回は紅白の対決であり、しかも赤組は白組の約一・五倍の戦力を誇っているため白組の三年生クラスが足りず、白組は二年クラスからも参加を募つのることになり、そのためイハナと綾の対決が実現した。

　そしてコウは、二人の応援をして、衝しよう撃げきを受けることになる。

　イハナのまったく表情を変えずに淡たん々たんと、お手て玉だまを持てるだけ拾ったのちかごを狙ねらって投げていく機械的な様よう子すも微び妙みようにホラーだったが、何よりも、綾の姿に。

　子供のようなはしゃぎっぷりでお手玉を拾う傍そばから投げていく少女の雰ふん囲い気きが（しかも一見むちゃくちゃに投げているように思える玉が次々入っていく一種恐おそろしいさまが）、やはり中学校の三年生のときに運動会で見た冬ふゆ月つき日ひ奈なの姿に酷こく似じしていて、コウは愕がく然ぜんとした。

　こんなに似ていていいのか。

　それとも自分が、面おも影かげを重ねているだけか。

　だいたい、玉入れにバリエーションなどそれほどない。ならば似ていて当然ではないか？　投げているのが綾だからそう感じるのであって、これが違う人間だったらそもそも似ているなどとは思わないのでは？　午前中に綾が走るのを見て、日奈とは別人だということを確信したばかりだろう？　なのにいったいどうして──

　やはり午前の借かり物もの競走で、久しぶりに（そして強きよう烈れつに）思い出してしまったせいか。

　小鳥遊たかなしはいったいどう感じているのだろう、赤組の席を探してみたが、恕じよ宇うの顔を見つけることはできなかった。

　それ以上に、玉入れを応援し続けることができず、コウはテントの奥に引っ込んだ。

　これほど動どう揺ようが大きいのは、中学三年生のころ運動会で見た日奈が心に焼き付いていたからか。

　あのときはまだ告白しておらず、片かた思おもいに胸を焦こがしていた。

　だからこそ、玉入れの応援にかこつけて、ただただ日奈を見ていた。彼女から目を離せなかった。かたときも。

　──その姿に、いまの綾の姿が重なる。

　あまりにも重なりすぎて、見ていられない。

　失ったものを直ちよく視しさせられ。

　取り戻したいものを、あらためて見せつけられて。

　だからコウは席に戻って、関せき谷やに何をいわれても答えられずに放心していた。関谷の声は耳に入らなかったが、玉たま入いれが終わり、かごの中のお手て玉だまを数える声は聞こえてきた。綾あやの組もイハナの組も、上じよう位い三位に残ることはできなかったようだが──

「……関谷。次はなに？　……これからの予定は？」

「ん？　ええと。次は二〇〇の決勝。そのあと二に人にん三さん脚きやく、選せん抜ばつ一〇〇、おれたちの出る大おお綱つな引ひきの決勝があって、紅こう白はく対抗リレー、そして最後が騎き馬ば戦せんだ。おまえが出るのは綱引きと、あとは騎馬戦だけだな」

　コウはゆっくり、立ち上がった。

「じゃ、おれはハナちゃんとこいるから、何かあったらよろしく」

「……ちゃんと、綱引きまでには戻ってこいよ？」

　手を振って答えると、ゆらり、とテントを出、白組テントへと向かう。

　ちょうど、玉入れに出ていたクラスが戻ってくるところで、本部テントの前にイハナの後ろ姿が見えた。

　クラスメイトに話しかけられこちらを振り返り、イハナがコウの姿に気づく。

　こちらに向かう素そ振ぶりを見せたが、思い直したか、いまだ幕まくが下ろされたままのテントに入っていき、やがてテントから生徒が数すう人にん出て行くのが見えた。

　一応、中に入る前に声をかけておく。

「いい？」

「どうぞ」

　コウは垂たれ幕をよけ、テントに入った。

「お疲れさま。残念だったな。玉入れ」

「あればかりはしかたありません。得点もそれほど高くない、お遊び競技ですし。……しかし、やはり、人数が少ないというのは不利ですね」

　ちなみに玉入れ優勝は、この一週間玉入ればかり特とつ訓くんしていたという赤組の一年クラス。

　応援だけに絞しぼっている生徒たちがいたり、大おお縄なわ飛とびのときもそうだったが、赤組の一年生は目的意い識しきがはっきりしていてきちんと連れん携けいが取れている。これも菜な々な那なの采さい配はいなのか。もっとも二、三年にはそうした行動は見受けられず、イハナはそれを赤組の弱点だと考えているらしい。

「白組としてはともかく、綾のクラスには勝てましたから。わたし自身は満足しています。……コウ？」

　タオルで首くび筋すじを拭ぬぐいながらノートパソコンのディスプレイを見ていたイハナは、振り返り、椅い子すに座り込んだコウを見てわずかに眉まゆを動かしたのち、うなずいた。

「その様よう子すだと、どうやらまだ、昼のダメージが残っているようですね。わからないでもありませんが」

「……はは……」

　──借かり物もの競走が終わったあとの、昼休み。

　コウがイハナたちの元に戻って最初にしたのは、土ど下げ座ざだった。

　とりあえず、それが最さい善ぜんだと思ったのだ。

　土下座をすることが、ではない。

　インパクトのあることをするのが、である。

　もちろん純じゆん粋すいに謝りたかったのもあるが、とにかく、借り物競走と同等ぐらいには記き憶おくに残る出来事を起こし、あとで思い返したとき笑えるようにしておきたかった。

　それはコウなりに学んできた、現実への対たい処しよ法ほう。

　どれほど辛つらい過去も、結局は本人の受け取り方次第。そのときは辛く思えても、あとで笑えるときが来る。それを信じているから、コウは記憶にタグをつける。たとえばイハナが借り物競走のことを思い出したとき、一緒に土下座のことも思い出してすぐに笑えるように。

　状況は、ほぼ完かん璧ぺきだった。

　何しろイハナや綾あや、恕じよ宇うだけではない。アトリにコウの父親、綾の両親、恕宇の義ち父ちまでその場にいたのだから。インパクトがあることこのうえない。選んだ方針は、深しん刻こくになりすぎないこと。どこか受けを狙ねらっていることがわかるよう──笑ってもらえるようにすること。だからコウはイハナたちを発見するや走り出すと、滑り込むような勢いで地面に伏して額ひたいをこすりつけた。そして周囲の目など気にせず叫んだ。「申し訳ありませんでした！」もちろん綾にも謝った。

「おれが不ふ甲が斐いないせいで、そんな色しき魔まにつれていかれてしまって！」コウの突とつ飛ぴな行動は、驚きよう愕がくと苦く笑しようで迎えられた。……ちょっとイハナが顔をゆがめたのが気になったが（コウは知らない、イハナが最さい近きん土下座にあまりいい印いん象しようを持っていなかったことを）、まぁそれなりに笑えてもらえて、うまくいっていたのだ。そこまでは。

「コウ！」という元気いっぱいの声とともに、土下座した後ろからナイスなバディの少女に抱きしめられるまでは。

　久しぶりにコウと出会えたジィ・ニーは、遠えん慮りよというものをしなかった。

　そのままコウとともに地面を転がり、思うさまほおずりしてきた。

　なおそれは、コウにとって初しよ対面であるイハナの母親と、ついでに冬ふゆ月つき日ひ奈なの父親も舞まい原ばる当とう主しゆの付き添いとしてジィと一緒にやってきていた、ということに他ならぬジィが気づいて離れるまで続いて（久しぶりに、はうあ！　とジィが叫ぶのを聞けた）、コウの、目立つことをする、という目的は見事に、むしろ過か剰じように達たつ成せいされた。

　それからはじまった、堂どう島じま家け、舞原家、小鳥遊たかなし家、真ま嶋じま家そしてなぜか冬月家まで同席した昼食会は、実に緊きん張ちよう感かんあふれるものとなった。

　何しろ全員、借かり物もの競走で何があったか知っている──コウが綾あやとイハナをつれていけなかったことを。土ど下げ座ざしているのも見られたし、さらにはジィにえらく懐なつかれているのを知られてしまった。これだけでもコウと三人の少女がかなり親しいことは丸わかりだろうに、──だいたい、こういうときぐらい家族同どう士しでまとまればいいものを、なぜかコウはイハナと綾の間にはさまれるようにして座ることになった。

　前面には親おや親おやのみなさまがたが座ってこちらを見てくる。

　公式にはサクラと付き合っているのにイハナや綾、ジィとこれほど近しいのはいったいどう思われていることだろう。さらにいうなら、本来の恋人が死んでからまだ一年も経たっておらず、しかも目前には、イハナの母親の付き添いできたらしい、死んだ恋人の父親までが座っている。

　いかに人ひと目めをものともしないコウとはいえ、リラックスできるはずもない。

　イハナの母親や、綾の両親、そして日ひ奈なの父親の目が怖い。

　生なま暖あたたかい自分の父親のまなざしには助けようとする意思など毛もう頭とう見受けられず、アトリはただただすねている。ジィはじぃっと見つめてくるし、イハナと綾は、さっきの仇かたき、というわけでもないだろうが、親の前であるにもかかわらず妙みようにコウにくっつきお互いけん制しあっていたり。コウはようやく、針のむしろという言葉の意味を悟さとった。これだ。これが針のむしろだ。いままでだって何回も針のむしろに座っている気がしたことはあったが、そんなのこれに比べれば、綿わたのたっぷりつまった座ざ布ぶ団とんのごとく快適なものだった。

　恕じよ宇うの義ち父ちは、あからさまにコウのことをからかってきて、それはまぁ、ある意味助たすかった。

　日奈の父親は、葬そう式しきのときのことを謝ってくれて、和わ気きあいあいと親しげだったが、本当のところはわからない。日奈からは裏うら表おもてのある人物だと聞いていたし。

　綾の両親は、母親はいい感じだったのだけれど父親の目が怖かった。彼が一番反はん感かんを示し、たとえこちらに笑いかけてきても（「いやぁさっきの土ど下げ座ざはすごかったねぇ」）、目が笑っていなかった。『何してくれてんじゃこのガキが』と目が口よりものをいっていた。まぁ娘の父親らしい反応といえばそうなのだが。

　実の父親は、愛まな息子むすこの急きゆう場ばに対してカメラを回していたのであとで話し合うことにする。

　イハナの母親は、慈じ母ぼのような微笑ほほえみを浮かべていて、実はこれが一番辛つらかった。ああ、なぜだろう、そんな優しくも温かい目で見られていると、意味もなく額ひたいが割れて血が噴ふき出すまで謝り倒したくなる。──イハナのこととかサクラのこととか先せん輩ぱいのこととかジィのことだって──

　と、いうわけでコウと五ご家けの合ごう同どう昼食は、非常に精神を削けずるものだった。

　何しろ、イハナと綾という好意を持つ少女に至し近きん距離からはさまれながら、自分が強く発はつ情じようしているという事実を食事の間まったく思い出さなかったほど。

　そもそも、コウのことがなくても緊張感のある昼食となっていたはずなのである。何しろコウの父親は舞まい原ばる家けにいい感情を持っていない。その舞原家の当とう主しゆ本人がやってきており、日ひ奈なの父親もれっきとした舞原の中ちゆう枢すうであるのだから。穏おだやかに話ができるはずもない。真ま嶋じま家は土地の権力者に恐きよう縮しゆくしてしまっていたし、恕じよ宇うの父親は、これまた日奈の父親と何かあるらしく、時おり互いにふふふはははと笑い合っていて怖く、これでは最初からまともな昼食会にはならなかっただろう。そういう観かん点てんから見れば、コウ、という話題の中心ができたのはちょうどよかったのかもしれない。

　せっかくアトリの手作りのおかずや舞原の豪ごう華かな弁当を食べさせていただいたコウだったが、正直、ほとんど記き憶おくに残っていない。

　こんなんで後半戦をがんばれるのかと思うほど、ただただきつい昼食だった。

　おかげでイハナも借かり物もの競走のショックなどどこかにいってしまっただろうから、ある意味、当とう初しよの目的『もっとインパクトのあることをして記憶を塗りつぶす』は達たつ成せいされたわけなのだが──

「元気を出してくださいコウ。精神的にきつかったのはわかりますが、あなたにはまだがんばってもらわなければならないのですから。ほら。元気を出して」

　よしよしと頭を撫なでられ、コウは口もとをゆるめた。

　──元気を出して、か。

　別に昼食会のことは、玉たま入いれのおかげもあって、それほど引きずってはいないのだが、むしろ借り物競走のことのほうがまだちょっと気になっていたりするのだが──（ちなみに借り物競走でコウが動けなかったことに対する周囲の反応は、イハナのいったとおりおおむね好こう意い的なものだった。そりゃ確かにサクラという恋人がいる以上、あそこでは動けないだろうなぁ、と）。

　そうか、とあらためて思う。

　だからおれは、ここに来たのか。

　なぐさめてほしかったのか。玉入れを見て、先せん輩ぱいと日奈を重ねてしまったことを。それでショックを受けたことを、なぐさめてほしくてここに来たのか。

　驚くほどのことではない。最近自じ覚かくした自分の弱さ──本当の自分。

　そういえば、と思い出す。

　昼食会のとき、日奈の父親はやけに綾あやを見ていた。話しかけようとしては、恕宇と恕宇の義ち父ちにけん制されていた。あれはやっぱり、日奈の父親も綾を見てそっくりだと思ったからか。だからあれほど見ていたのか。話しかけたがったのか。

　なぐさめがほしいから、おれは先輩に日奈を見てしまうのか。

　だから、ここにきてしまったのか。

　確かに発はつ情じよう状態からこちら、自分が情じよう緒ちよ不安定なのを感じてはいる。強気になったり弱気になったり、発情のせいで。だからこそこの状態になってから、綾の中に日奈を見ることが多くなってしまったのだろう。コウは笑いたくなる。普通の人間のように弱い自分をあらためて知って。それとも仲間ができた、あるいは離れたことで、こんなに弱くなってしまったか。

　ひとりでやれることには、どうしたって、限界がある。

　助けが、必要だ。物理的にも精神的にも。

「ハナちゃん」コウは手を伸ばした。

「なんです？」

「……その、抱きしめさせて、くれない、かな」

「何を──いまは、その、わたし、汗を」

「お願い」

　イハナは何かいいかけたが、……うなずいて、そっとコウに近ちか寄よった。

　コウはイハナをつかまえて、強ごう引いんにひざに抱き寄せる。そして胸に顔を預ける。

　ちょっと湿った、自分とは違う汗のにおい。

　だけど不快には感じない。

　鼻を、顔をこすりつける。硬い下着の奥にある、柔らかいものの感かん触しよくに、陶とう然ぜんと、コウはほおをそこに寄せる。発はつ情じよう状態のことを忘れて、ただただ安心を求めて──

　──しっとりとした肌はだの感かん触しよく。

　さらさらとした、しかしなめらかで、温かい──

　甘い体たい臭しゆうとにおい、うすく汗ばみ吸い付くような肌の感触をしばらくほおで味わって、顔を動かし、やがてコウは、ほおに当たっている確かな突とつ起き物ぶつの感触に気づく。

　それが何か理解して、無意識に顔を回し、唇くちびるに含もうとして──

「……うわ！」

　勢いよく、顔をイハナの胸から離した。

「なんです？」

　無む表情、ながらもかすかにほおを赤らめていたイハナの様よう子すにかまわず、コウはイハナの胸を見つめた。

　──当然ながら、体育服ふくをしっかり着ている。

　それでもコウは手を伸ばし、

「……コウ？」

　もにもにと胸を触って、布の感触を確かめた。

　──確かに、布の感触しかしない。

　しっかりと下着もつけているのだろう、触り心ごこ地ちは柔らかいけれど、固い。

　少なくとも、……何かが突起していても、あれほどはっきりとは感じられないだろう、これでは。

　でも、だったら、さっきほおに感じた、あの直じかだったような感触は──？

「……何を、して、いるのです？」

　無む機き質しつなイハナの声にようやく我を取り戻し、コウは、自分がイハナの胸部を堂どう々どうと触っていることに気づいた。

「……あ、れ？　……いや、その……」もにもに。

「なんです？」

「ハナちゃんにも、ちゃんとあったんだなと思って、──いえ、あの、冗じよう談だんです」

「死にたいのなら、素直にそういえばいいのです。何もこんな迂う遠えんな方法を取ることはない」

「いや、あの、……ごめんなさい。本当に。だからマジックを逆さか手てに持つのはやめて？」

　──と。

　テントの外から、呼びかけてくる生徒──おそらく舞まい原ばる潜せん伏ぷくスタッフ──の声が聞こえた。

「イハナさま！　すいません、イハナさま。いまよろしいでしょうか！」

「どうかしましたか？」

「……その、お知らせしておかねばならない事じ態たいが起きています。……よろしければ、端たん末まつで確認を──」

　イハナはコウを一いち瞥べつすると、マジックペンをテーブルに置き、ノートパソコンの画面をのぞきこんだ。

　なにやら凝ぎよう視ししていたが、やがてきびすを返し垂たれ幕まくへと向かう。

　コウはその後ろ姿を、さっきまで確かに何かに触れていたほおを無意識に撫なでつつながめていたが、外に出ていったのを見て急いであとに続いた。

　外では歓声が沸き起こっている。

「ハナちゃん。いったい何が──わぁ？」

　イハナを追って校庭をながめたコウは、そこにとんでもないものを見つけてあわててイハナの腕をつかみ抱きしめかばった。ほとんど条件反はん射しやで。

　……な、なんだありゃ？

「いきなり、なんです、コウ、人が、人ひと前まえで」

「あ、ゴメン、でもハナちゃ……うお！」

　校庭に注意を送りつつ、腕の中のイハナを見たコウは、そこで再び信じられないものを見た。

　正確にいうと、見えなかった。

　イハナの着ている服が。

　隠かくしていない。隠れていない。さっき直接触さわったと思った胸も、その中でもとくに普通は見られない部分も、見事に、きれいに、あますところなく、自分の腕に抱いている。

　──かすかに湿ったような、なめらかな肌はだの感かん触しよく──
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　目の前が真まっ赤かになって、コウはイハナから弾はじけたように離れると、地面にうずくまった。

　自分の身体からだを抱きしめて、奥から立ち上ってくる衝しよう動どうに、必死になって、耐える。

　頭のどこかで異い常じよう事態を感じつつ、心の中で自分に叫ぶ。──ダメだ！　ヤバイ！　こんなところで──しっかり自分を制せい御ぎよしろ！　襲おそってしまうぐらいなら死ね！　それが無理なら午前みたいに気き絶ぜつしろ！

　──絶ぜつ対たい自分を失うな──

　……なんで、イハナ、いきなり服を脱いでいるんだ？

　体育着ぎ姿すがたすらはずかしがっていたくせに、こんな公こう衆しゆうの面めん前ぜんで裸はだかになるなんて、……ああでも、まだにおいがあるような、腕に残ったこの感かん触しよく──

「……コウ？　どうしたというのです？　コウ！」

「……いや、たのむ、いいから、こっちに、こな──」

（──あれ？）

　視し界かいにちらりと入ったイハナは、しっかり服を着ていた。

　──突とつ然ぜん頭が──そして身体も──冷えていくのを感じ、コウは校庭に目を向けた。

　先ほど見た生徒は、すでに走り終わっていた。

　その身体からだには、やっぱり異常は見当たらない。

　完全に、発はつ情じようの興こう奮ふんが消え。

　もう一度、イハナを見る。

　手を伸ばし、そっと身体に触れてみる。

　間違いなく服はあり、イハナはそれを着ている──

（──あれ？）

「……さっきから、いったいどうしたというのです？　コウ」

（まさか、……幻げん覚かく？　おれは幻覚を見たのか？）

（そりゃそうだよな？　こんなところで、いきなり裸はだか、なんかに──）

　幻覚、か。

　思い当たらないこともない。この状態に入ってから、正直、イハナの裸とか、そういうの考えてしまったことあるし。……つまり、これは発はつ情じよう状態が極まってしまっていることからくる幻覚なのか？　妄もう想そうがそれほど強くなってしまっているのか？　さっきほおに感じた感かん触しよくも、この腕にいまだ残った感覚も、そういうものを求めるあまり脳みそが勝かつ手てにつくってしまった幻覚なのか？

　末まつ期きだ。

　あまりにも末期の症状過すぎる。

　これが高じてしまったら、本当に、病院に入院しなければならなくなってしまう──

「コウ？」

「……あ、いや、ごめんハナちゃん。もうだいじょうぶ！　ちょっとおれ、顔かお洗あらってしゃきっとしてくるわ！　じゃあ！」

　現実だろうと妄想だろうと、先ほど見てしまったものが照れくさく、後ろめたく、イハナの顔を見ていられず、強ごう引いんに会話を打ち切ると、コウは本当に顔を洗おうと水飲み場目め指ざし走っていった。

　──イハナはそれを見送って、表情を変えず、しかしかすかにため息をつく。

　いったいどうしたのだろうか、コウは。

　やはり、借かり物もの競走から続くお昼のことでまだ動どう揺ようしているのか。

　いつものコウならともかく、発情状態になってからはあきらかに情じよう緒ちよ不安定。クラスメイトはだませても、付き合いの深い自分たちにはそれがわかる。

　アトリも、ハエの魔ま王おうすら驚いていた。

　いまだ発情状態に耐え続けているコウの精神力に。

　午前では発情が高じるあまり、漫まん画がのごとく鼻はな血ぢを噴ふいて気き絶ぜつしてしまったというし、いまではもう、いつ爆発してもおかしくない状態らしいが──

（正直、……いまの状態もそう悪くはないのですけれど）

　ぜんぜん色気の足りていない自分の身体からだでも、コウをどぎまぎさせられる。それがおもしろくてたまらない。相手が発情していることがわかっているからこそ、自信を持ってアプローチできる。そのことがイハナには新しん鮮せんで、楽しかった。

　何よりも。

　コウがだれかを選んでしまえば、そういうことになってしまえば、自分たちの関係は、──終わらないまでも、変わってしまう。

『イブ』が必要である以上、いつか必ずそうなることは、わかっているのだが、……それでも、少しでも──

　ん、とのどを鳴らすと、イハナは頭を切り替えた。

　コウの様よう子すは心配だったが、テントの中でのこともあるし──あんなに顔をこすりつけて甘えてくるとは思わなかったが──そちらはおそらく発情がらみだろう。いまはそれより重要なことがある。

「いったい、何が起こっているのです？」

　校庭を見ながらのイハナの質問に、舞まい原ばるの部下でもある生徒が答えた。

「わかりません。ただ、負け続けているのです」

　そう、二〇〇メートルがはじまってからこちら、白組は、負け続けていた。

　イハナのシミュレーション通りなら、勝ち続けるはずだったのに。

「確かに、午後の選せん抜ばつからはスケジュールをいじれませんからいくらかは負ける可能性もありました。ですが、負け続けるはずがないでしょう？　うちのスタッフまで負けているではないですか。一般生徒ならともかく、うちのスタッフまでが負けるなんてこと、あるわけが」

「はい。確かに実力差さを考えれば負けるはずはないんです。が──」

　校庭でまたひとつ、勝敗が決まった。

　負けたのは、またも白組の選手にして──舞原家けのスタッフ。

　こんな、バカなこと、あるはずがない。

　科学的なトレーニングで身しん体たい能力を高めてある舞原実ス働タ部ツ隊フの一員が、一般の高校生に負けてしまう、なんてこと──

　いったい何が起きている？

「……裏で、朝あさ比ひ奈な──いえ、小鳥遊たかなしが何かしている？　うちのスタッフに？」

「いえ。その可能性も考えましたが、小鳥遊は次の女子二〇〇のために待たい機き所じよから動いていませんし、──少なくとも見る限り、彼らが八や百お長ちようをやっている様よう子すはありません」

「では、原因はなんだというのです？」

「考えられることはひとつだけ、──本当に、実力で負けているのです」

　そんな、スタッフが一般人に、といいかけるイハナを制し、イハナの部下は手に持っていたストップウォッチを見せた。

「試しに計ってみました。いま走ったうちのスタッフのタイムは、十九秒九八。これは彼の自己ベストをはるかに更こう新しんしています。つまり、決して手を抜いているわけではないのです。むしろ全力以上にがんばっているといえるでしょう」

　イハナは首をかしげた。

　確かに、二〇〇メートルを十九秒九八というのが速いのかどうかは陸上に興味がないため知らないが、自己最さい高こう記録を出すほどなら、わざと負けているとは考えられないだろう。

　ではなぜ、こうも負け続ける？

　自分が敵の実力を、読み違えていたというのか？　いくら選抜とはいえ、スタッフ以上の実力を隠かくしていた生徒がいるというのか？　いくらなんでも、そんなこと──

《なんということでしょうか！　赤組！　赤組！　赤組怒ど涛とうの追い上げだ！　ここまで連続一位は赤組！　果たして女子の二〇〇で、白組盛もり返かえしなるか！》

　男子選手が引き上げていき、女子二〇〇の選抜に残った選手が入場門もんより姿を見せた。

　イハナは恕じよ宇うの姿を探す。

　背の高い恕宇はすぐに見つけられた。

　列の後方で恕宇もまた、驚きよう嘆たんした表情でイハナの姿を探していた。

　それを見て、イハナは根こん拠きよもなく確信する。

　何が起きているにせよ、これは恕宇の仕し業わざではない。

　──では、いったい何が起きている？







　　　　２．二〇〇メートル走そう（選せん抜ばつ）







　ドラマはそこかしこで、起きていた。

　たとえば、舞まい原ばるスタッフと戦わされたため午前の二〇〇メートル走を勝てなかった女子がいる。彼女は陸上部の副ふく主将で、『紅こう白はく祭さい』において勝利ゲッターになってくれるだろうと期待されていた。その期待に応えたかった。応えられると思っていた。でも負けた。──わかっていた。つもりだった。勝負とは最後までわからないものだということは。

　信じられなかった。自分が負けてしまったことが。

　主将はしっかり勝ったのに。役目を果たしているのに。

　──副主将である自分は、勝てなかった。

　不ふ思し議ぎと相手へのマイナスの思いはなく、ただただ自分が許せなかった。実じつ際さい走って負けるまで、自分が負けるなんてこと考えもしなかったことが。走ったとき、思し考こうはすでに午後の戦いに向いていて、これから走る相手のことをろくに考えていなかった。まったく眼がん中ちゆうになくて、その結果、目に入っていなかった相手に負けた──これが油ゆ断だんでなくてなんだろう？

　結局のところ、自分は自分に負けたのだ。

　勝負への姿勢が、甘く見てしまった態度が、この結果を生んだのだ。

　二〇〇メートル走が終わってから昼休みまで、彼女は耐えた。

　笑って仲間を応援し、──昼休み、ひとり友だちから外れて校舎裏うらまでいってから、ようやく彼女は、泣いた。声を立てずに。涙は止まらなかった。不ふ甲が斐いない自分が許せなかった。期待に応えられなかったことが、情なさけなかった。午後からはもうほとんど出で番ばんはない。と、思っていたが──

　借かり物もの競走の少し前、あの有名人、やはり二〇〇メートル走に出ていた──しかし彼女は勝ち残った──小鳥遊たかなし恕じよ宇うが誘いに来てくれた。女子である自分を。できれば騎き馬ば戦せんに、自分の騎馬として出てくれないか、と。

　男子がメインとなる競技のはずだが──彼女はうなずいた。

　まだ、出で番ばんはある。

　戦える。

　今度は二度と油ゆ断だんしない。全力で、戦ってやる。彼女はいまだ涙を流しつつも、決然として顔を上げた。誓ちかうように。──無意識に見つめた方向には舞まい原ばる家けがあったが、彼女はそれに気づかなかった（気づいたとしても別にどうとも思わなかっただろうが）。そしてまた、彼女は気づいていなかった。そんな自分を見つめている目があることに。

　彼女が友人たちから離れたとき、それを追っていった人ひと影かげがあった。

　同じく陸上部である、彼女を慕したう後こう輩はいが、彼女のことを追っていた。

　自分が泣くのをただただ見守る後輩がいたことを、彼女は知らない。

　その後輩が、午後から二〇〇メートル走に出場することになっているのも。

　その後輩の一年生は、まだ陸上部に入ったばかりでせいぜい中学生レベル、決して足が速いというわけではなかったが──だからこそイハナにこいつは敵ではないだろう、と見逃されたのだが──それでも、自分の慕う先せん輩ぱいが声も出さずに泣くのを見て、一つの決意を固めていた。

　絶対に、勝ってやる。

　先輩の分まで、絶対に、たとえこの足が折れようと──

　そう決意したとき彼女の目もまた、先輩と同じ方角を向いていたが、別に意識したわけでもない彼女はそれを知らない（知ったところでふうん、と思うぐらいだろうが）。そして、この二人だけではなかった。この二人が特別というわけではなかった。似たようなドラマはそこかしこで起きていた。勝利の陰には敗北があり、必ずどこかに泣く者がいる。それを目にする者がいる。決意を新たにするものがいて、決意を受け継ぐものがいて、そうしたもろもろのことは決して珍しくない普通の出来事でしかなく、現実は、残ざん酷こくで、どれだけ強く決意しようがそれだけでかなうはずもなく──

　それでも、と願うなら。

　立ち上がることができるなら。

　熱さはますます増していく。挑いどむために。戦うために。無む駄だであろうとなかろうと、ただただ血ち潮しおの命じるままに、自分の心を貫つらぬくために──

『熱ねつ血けつ化か』は、確かに『運命』を引き寄せていた。







　　　　◆







　自分の顔に水をぶっかけさっぱりし、発はつ情じようを抑えてあらためて、コウは思った。

　おれの妄もう想そう？

　──ありえねぇ。

　百歩譲ゆずって、イハナの胸に直じかに触れた気がするのは気のせいだとしよう。

　五十歩譲って、イハナが裸はだかに見えたのはぶっちゃけイハナの裸を見たい自分の妄想だとしよう。抱きしめた、と思ったのも、欲求不ふ満まんが高じた幻げん覚かくだとしても──

　だがしかし、校庭で見た生徒の変化はどういうことだ？

　あのとき確かに自分には、これから走ろうとしている生徒の一人の足が、馬のようなひづめのある足になっているのが見えたのだ。

　世の中には関せき谷やのような、人間に動物のパーツがくっついている姿を好む人間がいることはコウも知っているが、少なくともコウには比ひゆではない馬の足に興こう奮ふんする性せい癖へきはない。十歩ぽ譲ってそういうのいいな、みたいなフェチが心のどこかに隠かくれていたのだとしても、あれは男子生徒だったのだ。いくらなんでも足が馬化した『男』に興奮するはずがない！　こればっかりはただの一歩も譲れない！

　ならばあれは、発情状態からくる妄想なんかでは、ありえない──

（でもあのとき、イハナもおれと同じもの見たはずなのに、ぜんぜん驚いていなかった。……ていうか、あの馬足、校庭の真まん中なかにいたのに、だれも驚いていなかった──）

　見たのは自分だけ？

　ということは、やはり、自分の妄想──ではないのは確かだから──見み間ま違ちがい？

　いったい何が起きている？

　最初に考えたのは《知恵の実み》のことだが、しかしいまのところ、アトリが来る様よう子すはない。ならば《知恵の実》のせいではないのか──ため息をついて、コウはとりあえずイハナのもとに戻ろうと思い、何の気なしに校庭を見た。

　いつの間にか、男子から女子の種目に変わっていた。

　クラウチングスタートの体勢で、四人の女子がトラックの向こうを見み据すえている。

　どの女子もすてきな足と腰をしていて、ちょっと反応してしまう──もとい、足が馬のようになっている者はいなくて、コウはほっとため息をつく。

　やっぱり、見み間ま違ちがいだったのか、──そうなのか、──そうかもな──この発はつ情じようが──

　パン、とピストルの音が響ひびいて、四人の女子が走り出した。

　走り出すと同時に、その足に、あるものには鱗うろこ、あるものには獣じゆう毛もうが生はえだした。別の生徒は足あし自体は変わらなかったが手が羽に変わりだした。まさか空を飛ぶ気なのか。最後の一人なんかは、なぜだろう、腰からパンツを突き抜けてウサギの尻尾しつぽが生えだしていた。

　生えた、ではない、生えだすのを目にしたのだ。

　一いつ瞬しゆんどころではない、形態変化メタモルフオーゼの過程を。

　コウは周囲を見渡して、だれも驚いていないことを確かめ、あらためて校庭を見て、ゴールテープを切った四人の姿がもとに戻っていることを確認し、うん、とうなずいて。

　自分もまた、走り出した。

　すぐに立ち止まって、自分の身体からだを確認したが。







　　　　◆







「入っていいか！」

　どうぞ、のいらえにコウはテントの中に入るやいった。

「ハナちゃん！　脅おどかす気はないんだけれども、実はさ、おれの目、ちょっと変で──というか、何かが起きている気がするんだけど！」

「あなたも気がつきましたか」

「……はい？」

「ええ。その通りです。あなたがいうように、いま、この場に何かが起きている。対策を打たなければ、このままだと──負けるでしょう。白組は」

　コウの頭がすっ、と冷える。

「どういうことだ？」

「そのままの意味です。男子の二〇〇メートル走そうからこちら、ずっと負け続けているのです。一般生徒だけではなく、うちのスタッフですら──明らかに実力的にはこちらが優っているのに、勝てないのです。なぜか。……原因は、不明」

「……アトリには？」

「ええ。もちろんアトリにも連絡してみましたが、新たな《知恵の実み》の発はつ動どうは確認されていないようです。……もっとも、これが新たな《知恵の実》のしわざである場合は、《契けい約やく完了魔ま力りよく》とやらを探たん知ちするまではマニュアルには登録されないのでわからない、ということでしたから、何か、知らない《知恵の実》が発動している可能性はありますが」

　知らない《知恵の実》の、しわざ──？

「もしも《知恵の実》だとしたら、どんな能力だと思う？」

「単純に考えられるのは、身しん体たい能力の強化、でしょうか。ただ、そういう望みを持つ生徒がいるのなら、むしろ《グレイテストオリオン》に引き寄せられる気がします」

「……確かにな。いまのこの土地の状態を考えれば、その手の願いをかなえるなら《グレイテストオリオン》が一番だろう。あれはいま、ずっと発動中ちゆうなわけだし」

「ええ。つまり、《グレイテストオリオン》に引き寄せられていない、ということは、この現げん象しようは身体強化によるものではない、ということかもしれません。《グレイテストオリオン》ではフォローできないような願いをかなえる能力を持つ《知恵の実》である場合は、──たとえば、現在の状況を考えると、勝てるはずが理由もなく負けている、つまり勝敗の結果を逆転させる《知恵の実》、などが考えられますね」

「……うわ、それはまた……」

「とにかくこれだけでは、情報が足りません。……せめて、《知恵の実》の正体さえわかれば、対策のしようもありますが──」

　契約完かん了りよう魔力が探知されれば、《知恵の実》の名前、能力、制約はわかる。

　が──それはすなわち、魂たましいをかけて戦わなければならないということ。

「……そいつは、赤組を勝たせたい、だれか、ということになるのか？」

「その可能性は高いでしょうね。この結果を見る限り。一応、部下に命じて、だれか消えた者がいないか、全校生徒の居い場所を確認させていますが」

　もしも敵がいるのなら、そう簡単に姿を見せたりはしないだろう。

　ふと、コウは思う。

　もしかして、いま自分に起きているこの発はつ情じよう状態、──だれかのしわざだと考えていたが、これも同じ敵なのか？　それとも全然別べつの相手か？　能力的には重ならない気もするが、もしもいま起きている現象と自分の状態が関係あるとするなら、同じ相手のしわざだとしたら、今日、これからやることのために、何かの目的でおれを発情させているのだとしたら──

　イハナに、話すべきだろうか、この状態のことを。

　恥ずかしすぎる。あまりにも。男として人間として。

　だが、話さなければ危険が及ぶかもしれないのなら、迷っている余よ裕ゆうなどない。

「ハナちゃん。……一いち応おう聞いておくけど、《知恵の実み》は関係ない、人じん的てきなこと、という可能性は？　たとえば小鳥遊たかなしあたりが、スタッフを脅おどして八や百お長ちようを仕組ませているとか」

「それも考えましたが、ありえません。逆転が起きているのはスタッフの競技だけではありませんし、記録を見る限り、うちのスタッフは全力をつくしています。ただ、相手がそれ以上の力を発はつ揮きしているために勝てない、というだけで」

　イハナは垂たれ幕まくを開き、校庭をながめた。

　校庭では、またも四人の女子がクラウチングスタートの体勢でお尻しりを大きく上げていた。

「あれ？　小鳥遊だ」

「ああ、もう小鳥遊の番が来ましたか」

「……ちょっと待てよ？　勝てるはずなのに負けているということは、だ。……次の勝負、小鳥遊は、まず、普通なら──」

「ええ。さすがに小鳥遊には、スタッフは当てていません。きっとこちらが負けるでしょう……そうか。そうですね」

　赤組を勝たせたいのなら、恕じよ宇うが勝つ。

　しかし赤組に関係なく勝敗が逆転しているのなら、恕宇は負けることになる。

　コウとイハナは、じっと校庭を凝ぎよう視しした。

　小鳥遊は校庭中央よりの端はしっこで、クラウチングスタートの体勢。

　その横に並んだ少女たちの姿が、急きゆう激げきに変化をはじめる。鱗うろこが生はえたり獣じゆう毛もうに覆おおわれたり──中でも顕けん著ちよな変化は真まん中なかの生徒で、上じよう半身は人間のままだが下か半身、スターティングブロックに置かれた足は完全に猫ねこ科かの動物のものになっている。

　しかしやはり、だれも驚いた様よう子すはない。

「あれはきっと、豹ひようの足、だな」ひとりごちたコウに、

「あるいは、地上最さい速そくといわれるチーターかもしれませんね」イハナが答えた。

　ああ、なるほど、とうなずいて。

　コウは頭が真まっ白しろになる──

「ちょ、ちょっと、おハナさん？」

「だれがおハナさんですか。走りますよ？」

　パン、と破は裂れつ音おんが響ひびいて。

　四人の少女が、走り出した。

　ぐんぐんと、恕宇が他の三人を引き離していく。

　と、思いきや、すごい勢いで追いついていく影がある。

　真ん中に陣じん取どっていた、足が猫科──イハナがいうところのチーターかもしれない──の少女が、すごい勢いで追いすがる。四つん這いで。上半身は人間のままなのだが、手を足のようにつかって、まるで本物の猫科のように、四つん這いで──

　少女は見事な四よん足そく走そう行こうでついに恕じよ宇うを抜き去って、そのままゴールした。

　大気を振るわせるほどに上がった大だい歓声は、少女の勝利を褒ほめ称たたえる喜びと興こう奮ふんを伝える種類のものだけで、異常を訴える叫びはない。

　思わず固まったコウの隣となりで、イハナがつぶやくように、いった。

「……驚きです。これはどういうことでしょう」

「だ、だよね？　驚くとこだよね？　ここ」

「まさか恕宇が負けるとは。しかも負かした彼女は白組です。つまり敵の攻撃は赤組のためのものではなく、無む差別ということなのでしょうか？」

「いや！　そのまえに！　驚くところあるでしょう！」

　え？　何がです？　と無表情、しかし怪け訝げんな雰ふん囲い気きをたたえてこちらを見てくるイハナに、コウは声を張り上げた。

「いまの子！　四よつん這ばいで走ってた！」

　ああ、とイハナはうなずいた。

「そうでした。実に見事なテクニックです。あれなら待たい機き状態から走行に到るまでの体形的なロスがほとんどないように思えます。もちろん素人しろうと考えですが。見事、の一言です。考え付きませんでした」

　次から自分もためしてみよう、とでもいいたげなイハナの様よう子すに、コウはがっくり肩を落とす。

「……違うだろ。考えつかないんじゃなくて、普通はあんなことしないの！　いや違う、できないの！　人じん体たいの構造的に、あんなに速くは──どう考えても異常でしょ！」

　そうですか？　と少し考え込むイハナ。

「……でも、うちの姉は、たまにああして走ってますよ？」

「ええ？　うそ？　そんな？　じゃあアレってけっこう普通の走り方？　……いや違う！　だいたい！　おハナも見たんだろ？　あの子の──いいや、恕宇以外の三人とも、身体からだが変形していたの！」

　おかしいと思わないのか、と続けようとして、コウは言葉を、とめた。

　何かが心に引っかかった。

「……あなたが何をいいたいのかわかりませんが、コウ、とにかく、これではっきりしたといえるのではないでしょうか。敵は、何かしらの方法で、勝敗を逆転させている。だからこそ今回は、勝つはずの恕宇、赤組ではなく、白組が勝った」

　いや、違う──

「いや、イハナ、たぶんそれは違う。あの生徒、スタートの位置は真まん中なかだったろ？　確かスタートの並び順じゆんって、午前の成績順じゃなかったか？」

「確か、そうです」

「だったら実力的にいえば、小鳥遊たかなしとは反対側にいた生徒が勝たないとおかしいんじゃないか？　彼女も白組だぞ？　まぁ、実力とかとは関係なく、因いん果がっつうか、『本来勝かつはずだった順番』を逆転させた、というんだったら話は別だけど。……それに、もうひとつ」

　コウは、ストップウォッチを持っていた生徒スタツフを呼んだ。

「な、いまのタイム計った？　一位の子、何秒くらい？　えらい速かった気がするんだけど」

「はい。十二秒七八でした」

　速い、とは感じていたが、そこまでとは思っていなかったコウはんがっと口を開く。

「……じゅ、十二秒七八？」

「はい」

「それがなんなのです？　コウ。はっきりいってください」

「いや、はっきり、って、二〇〇メートルを十二秒七八だぞ？」

「確かに速いですが、それが？」

「いや、だから、十二秒七八だぞ？　ハナちゃんは陸上詳くわしくないのかもしれないけれど、てかおれだって詳しいことは知らないけどさ、確か、一〇〇メートルの世界記録が九秒台くらいだろ？　……ええと、八秒だったかもしれないけれど、ちょっと自信ないけど、とにかく、その二倍の二〇〇メートルを十二秒って、……速すぎるだろ！　世界記録を超こえているぞ？　それも一般高校生が──」

　しばらく考え、イハナは同意した。

「そうですね。どうやら彼女はすごくがんばったようです。……それが？」

「……それが？　って……」

　……やっぱりだ、と思いつつ、イハナに異常を納なつ得とくさせることはあきらめて、コウは言葉を続ける。

「勝敗を逆転させるだけなら、こんな超ちよう人じん的な記録を出させる必要はない。つまり、いま走った生徒は、間違いなく、そんな記録を出せるほど身しん体たい能力を強化されている。身体からだを変化させられている。きっと、自分が望んだ感じに。……そして何より、ハナちゃんたちだ。

　さっきから、ハナちゃんは、この事態に何かが起きているとは思っていても、目の前で起きていることの異常さに気づいていないんだ。……おまえらも、だろ？」

　コウの問いかけに、スタッフたちが不ふ審しんげに、うなずいた。

　イハナが無む表情に、たずねる。

「つまり、いま、目の前で何か異常が起きていたと？　にもかかわらず、わたしたちはそれを目にしていながら気づいていない、と？」

「ああそうだ。ハナちゃんたちだけじゃない。校庭の様よう子すを見た感じ、だれもまったく気づいていない──おれ以外は」

　ここまで考えれば、ひとつの仮か説せつが導き出せる。

　コウ以外の生徒には影えい響きようを与えていながら、コウにだけは、その力の影響を及ぼせていない。

　何よりも、身体からだを変化させるような能力──

「コウ、つまりあなたは、これが、……《グレイテストオリオン》のしわざだと？」

「その可能性も考えられる。違うか？　あれはずっと、発はつ動どうし続けているんだろ？　おれには感じられないだけで」

　コウはうなずき、グラウンドに立つ生徒たちを見た。

　先ほど走った生徒たちは、すでに普通の身体に戻っている。

　が、これから走る生徒たちの身体には、やはり何らかの変化がはじまっている。

　あれが、「速く走りたい」と願う気持ちをかなえたものだとしたら──

「発動しっぱなし、だからアトリも気づけない。……そうだ、前にもあっただろ？　先せん輩ぱいが《グレイテストオリオン》と《レフトアーム＝スピーキング》に取り憑つかれたとき。あのときも、先輩がちょっと願ったことにも《グレイテストオリオン》は力を貸していた。先輩の身体を変えては元に戻していた。お試し期間、みたいな感じで」

　あとから聞いた話だと、あのころの綾あやは羽が生はえたり男になったり、犬いぬ耳みみがついたりお乳ちちが出るようになったりと実に稀け有うな体験をしていたらしい。

「あのときのようなことを、今度は全校生徒に対して？」

「前にハナちゃんいっていただろ？　《知恵の実み》の本当の恐ろしさはその手て軽がるさにあるって。契約者ではなくても使えてしまうような簡単さが、人の心から抵抗感をなくしてあっさり契約させるようになる、って。……これは、そういうことなんじゃないのか？」

　力を手軽に使わせることで、《知恵の実》と契約することへのモラル的抵抗力、とでもいうものをなくさせる、それも《知恵の実》の一側面。日ひ奈なもいっていた。アトリを見たとき。あれこそまさしく真の悪あく魔まの姿だと。悪を悪と思わせないもの、誘ゆう惑わくする蛇へび、それが悪魔の本質だと。

　現在この『紅こう白はく祭さい』で起きている現げん象しようこそ、《グレイテストオリオン》による『誘惑』なのではないだろうか。

　自分を使わせ、いつか契約させるための──

「では、白組が負け続けたのは」

「おそらく、モチベーションのせいだ。より強く勝ちたいと思っているほうが、勝っている──そういうことじゃないか？　もともと身しん体たい能力のあるスタッフたちはどうしても、自分が負けるはずないと考えてしまうだろうから。実際、さっきの小鳥遊たかなし、小鳥遊だけがなんの変化もしていなかった。あいつはきっと間違いなく、勝てると考えていて、『なにがなんでも勝つ！』みたいな気持ちがなかったんだろ。その結果が、あれだ」

「だとしたら、午前中を使って必ず勝てるメンバーでそろえてしまったことが、仇あだになってしまった、ということですか」

「ああ。おれが考えている通りのことが起きているなら、これからの競技は、身しん体たい能力よりもモチベーションが勝負を決める」

　もしも《グレイテストオリオン》が平等に力を貸しているなら、勝敗は思いの差、より強い気持ちを持っているほうが勝つだろう。

　その場合、何が何でも勝とうと考えている人間とがんばらなくても勝てるだろうと考えている人間、どちらのモチベーションが強いかなど、比べるまでもなく明らかだ。

　ハングリーなほうが勝つ。

　より強く、勝ちたいと願っているほうが。

「……ですが、コウ」

　しばらくして。

　無む表情に、しかしどこかためらいがちに、イハナがたずねた。

「確かに、筋すじが通っている気もしますが、……こうは考えられませんか？　《グレイテストオリオン》があなた以外の全員に影えい響きようを与えているのではなく、何かの《知恵の実み》が、あなたにだけ幻げん覚かくを見せて、当たり前のことをおかしく思わせている、という可能性は？」

「なるほど。つまり、狂っているのは世界ではなくおれ、ってことね？」

「……まぁ、似たような感じです。ですがこれは客きやつ観かん的に物事を見るため大事な観かん点てんです。……あなたのほうが正しくて、それ以外の全員がおかしくなっているということを、何か証明できますか？」

　イハナのいわんとすることはわかる。

　確かに、自分だけが正しい、と考えるのは非常に危険なことだろう。

　それが正しい、ということを、証明することができるか──

（……実は、ひとつだけ、幻覚じゃないって証明できることがあるかもしれないんだけど、……確実じゃないし、いろいろリスクが大きいよなぁ……）

　下へ手たすれば殺される、まではいかなくても、半はん分ぶん殺されちゃうかもしれない。

　それでもいってみるべきか？

　それともほかの方法を考えてみるか？　でもほかに方法なんてあるのだろうか──

　悩み抜いた末、死し地ちに踏み出す覚かく悟ごを固めたコウだったが、意い外がいなところから助たすけ舟ぶねが現れた。

「……確かめる方法なら、ないこともないぞ？」

　後ろから上がった声に、イハナが振り返り、相手の名を呼ぶ。

「……恕じよ宇う」

　タオルで汗を拭ぬぐいつつ、恕宇がゆっくり、テントの陰から姿を見せた。

　競技を終えて直じかにこちらにきたのだろう。競技の結果に、何かの異い変へんを感じて。

　もっともコウの考えている通りなら、異変には気づいていても異常には気づけていないのだろうが。

「なんだよ。小鳥遊たかなし。盗ぬすみ聞きか？」

「いいや？　歩いていたら風が運んできてくれた。なに、私ほどになると、風のほうから教えてくれる」

「風ふう流りゆうですね。お大事に。それより恕じよ宇う。その確かめる方法とは？」

「……忘れたか？　確かにわたしたちは《グレイテストオリオン》の影えい響きようを受けている。だがこの土地にはもうひとり、《グレイテストオリオン》の影響を受けていない人間がいるだろう？」

　恕宇の言葉に、コウは思わずあっとうなずく。

　そうだ、確かにもうひとりいた。

　みずからの意志で《グレイテストオリオン》に抗あらがい、その呪じゆ縛ばくを打ち破った女性が──

「……そうだった。先せん輩ぱいも、確か……」

「ああ。先輩も『熱ねつ血けつ化か』していない。つまり《グレイテストオリオン》の影響は受けていない。なら、先輩がコウと同じものを見て、同じようにおかしく感じているのなら、認にん識しき力を狂わされているのは私たち、と断だん定ていしてもいいだろう」

　イハナも首しゆ肯こうする。

「いいでしょう。恕宇。コウ。真ま嶋じまのところにいき、確かめましょう」

　──三人は、さっそく綾あやと合流し。

　人ひと目めのないところまで移動し（周囲にあまりいい目をされなかった。当然だろう、白組と赤組はいまは敵てき同士なのだから）、話し合い。

　綾もまたコウと同じものを見て異常を感じていたことを知った。

「よかったぁ。だったらコウくんも、おかしいのがわかるんだ。……みんな平気でいるもんだから、あたし、自分だけおかしいのかと、『真嶋の森』が暴走でもしたのかと思ったよ」

「つまり、綾、あなたも──」

「うん。イハナ。あたしにもコウと同じものが見えているし、同じことをおかしく感じていると思う。──でも、これって、《グレイテストオリオン》のせいなの？」

「あなたとコウだけ影響を受けていないのなら、その可能性は高いでしょうね。少なくとも、何らかの形で関わっているのは間違いないでしょう」

　それで、とコウが続ける。

「──これから、どうする？」

　──『紅こう白はく祭さい』を、続けるか否か──

　沈ちん黙もくののち。

　恕宇が笑って、口くち火びを切った。

「……まぁ、白組の気持ちはわからないでもないが、……続けるべきだな、ここは」

　真まっ先さきに反応したのはイハナ。

「どういう意味です？」

「そのまえに聞くが、コウ、いまも校庭では、その、異常な変へん身しんが行われているのか？　私には、普通に、足がカモシカのようになっている少女たちしか見えないのだが」

「カモシカのような、ではなくカモシカになっている時点でおかしいんだけどさ。ああ。異常は続いている。それが？」

「だが、それは走り終われば元に戻る。一時的なもの。そうだろう？」

　うなずいたコウに、恕じよ宇うはいった。

「ならばやはり、このまま続けるべきだ。この一週間、ほとんどすべての生徒たちが熱ねつ血けつしてこの『紅こう白はく祭さい』を待っていたことを考えると、そしていまもほとんど熱ねつ狂きようしていることを考えると、むしろとめるほうが危険だろう。ここで『紅白祭』を中止してしまえば、その『燃える思い』がどこに向かうかわからんぞ？　暴ぼう動どうが起きるやもしれん」

　確かに、生徒の普通では考えられない熱ねつ中ちゆう振ぶりを考えれば、その可能性は高いだろう。

　もしもそうなったら──

「ああ、そうだ。下へ手たすれば、その暴動で《グレイテストオリオン》の力が使われることになるかもしれない。そうなってしまえば、もはや収しゆう拾しゆうがつかん。……イハナ。ここは、予定の通り『紅白祭』を終わらせて、生徒たちを燃えつきさせてやるべきだ。それでおそらく、《グレイテストオリオン》による変化も終わる。うまくいけば、コウと先せん輩ぱい以外は──まぁ私たちも知っているわけだが──異常があったことにすら気づかないで終われるかもしれない」

　恕宇の言葉に納なつ得とくしつつも、コウは反はん論ろんした。

「だが下手すれば、うちの生徒から契約者が生まれるかもしれないぞ？　このまま続けたら、──それが《グレイテストオリオン》の狙ねらいじゃないのか？」

「私し見けんだが、おそらくこの場においてはそれはないだろう。後ご日じつはどうかわからんが、『熱血』という概がい念ねんは基本的に前向きで、《知恵の実み》と契約するような願いはまず間違いなく後ろ向きなものだろうからな」

「……言葉遊あそびだ。そんなの。現実はそう単純じゃないと思うけど？」

「ああそうだな。だからどうした？　だいたい、この学校から契約者が生まれて何か困るのか？　悪あく魔まのミカタ・堂どう島じまコウ」

「いいやぜんぜん困んねぇよ？　おまえらが気にするかと思っただけだけど？」

「もしもし？　二人とも？　ちょっと落ち着いてよ。……イハナ？　イハナはどう思う？　恕宇の意見」

　イハナは無む表情に、恕宇を見つめた。

「そうですね。コウのいう可能性も確かにありますが、現状、『紅白祭』を中止することで起きる混乱のほうが危険かもしれません。……走る前、あるいは走っている最さい中ちゆうには変化しても、ゴールすれば元に戻るというのなら、『走る』のを途中でやめさせるよりも『ゴール』させてやったほうがいいでしょう。確かにそのほうが、問題なくこの現げん象しようを終わらせられるかもしれません。秘ひ密みつ裏りに」

「……つまり、『紅こう白はく祭さい』を『ゴール』させるってこと？　最後までやるってこと？」

「ええ。そうです」

　綾あやの言葉にうなずき、続ける。

「もちろん、赤組のお二人にとっては辛つらい決断かもしれませんけれど」

「……どういう意味だ？　イハナ」

「そのままですよ、恕じよ宇う。このまま続ければ、赤組の負けは目に見えているでしょうから。それとも恕宇、あなたは負けるのは白組のほうだとでも主張する気ですか？　そう願いたい気持ちもわかりますから、いいたいというなら聞いて差し上げますけど？」

「……ここまでの二〇〇メートル走そうで、赤組が逆転しているはずだが？」

「しかしもう、タネは割れてしまいましたからね。実際、あなたが一般生徒に負けてから、白組の勝しよう率りつも上がってきているようですし」

　恕宇が驚いた顔をしたところを見ると、どうやら気づいていなかったのか。

　恕宇が一般生徒に負けたとたん、それまで負け続けていた白組も勝ちだした。おそらくあの有ゆう名めい人じん恕宇を普通の生徒が倒せたことで、それまで負け続けていたために下がっていた白組のモチベーションが持ち直したのだろう。さらにいまや、事情をイハナの使いからこっそり知らされたスタッフも死しに物もの狂ぐるいになっている。何しろ、モチベーションがそのまま勝率になるというのだから。イハナに仕えるスタッフにとっては一般生徒以い上じように深しん刻こくだ。敬けい愛あいする主人の見ている前で真剣じゃなかったなどといわれてしまってはたまらない。

　恕宇が笑った。

「現状はともかく、身しん体たい能力ではなくモチベーションが勝敗を決めるというのなら、最さい終しゆう競技の騎き馬ば戦せん、二倍弱じやくの戦力差さがある赤組に白組が対抗できると思うか？」

「おや？　異なことを。うちの白組には、大軍を前に怖気おじけづく弱じやく卒そつなどいませんよ？　もちろん、多数を笠かさに着るような恥はじ知しらずも。我が白組が大軍を目の前にしたのなら、そのモチベーションは天てん井じようを知らずにはねあがっていくことでしょう」

「夢ゆめ物語の読みすぎだな。イハナ」

「あなたこそ目は醒さめていますか？　恕宇」

　ふふふうふふと笑い合う二人に（もっとも一方はほとんど無む表情、笑顔と呼べるものではなかったが）、コウと綾あやはこっそり距離を取り、ささやきあう。

「……あれも、《グレイテストオリオン》の影えい響きようスかね？　二人とも変なスイッチが入っているみたいだ」

「それもあるだろうけど、恕宇のほうは、コウの出した条件のせいもあるんじゃない？　とにかく恕じよ宇う、朝から気き合あい入りまくっているんだから」

　ふと、コウは考える。

　……はたして綾あやは、恕宇のほうから出した条件は知っているのか？

　今後のためにも揺さぶっておこうかな、と考えて、結局やめる。

　こちらに後ろめたいことはまったく、全然、当然ながらないけれど、やっぱり恕宇は友だちだし、あれは、まぁ、いわばプライベートなものだし……

「先せん輩ぱいは？　先輩は燃えていないんですか？　先輩だって、おれをとめたいんでしょう？」

　コウの質問に、綾は困ったように、笑った。

「……まぁ、そうなんだけどさ。あたしも本当は、もっとがんばらないといけないのかもしれないんだけど、……こんなこというと恕宇に怒られちゃうかもしれないけど、……いまのあたしはさ、『紅こう白はく祭さい』を楽しむことで、精せい一いつ杯ぱいなんだ」

「へぇ？」

「……たぶん、それがいま一番、あたしがしなくちゃいけない、……ううん、してあげられる、ことだから」

　綾がいう言葉の意味はわからなかったが、その笑顔がコウにはとてもきれいに見えた。

　そしてやっぱり、思った。

　この人は、日ひ奈なじゃない。

　真ま嶋じま綾という名前の、とてもすてきな女性だ。

　そしておれは、日奈ではない、このひとのことも大好きだ──

「何を雰ふん囲い気き出している？　コウ？　先輩！」

「コウ。わかっているのですか？　いまの真嶋は赤組ですよ？」

「いや、あの、……それでお二人さん、相談は終わった？　結局どうするんだ？」

　コウの問いに、イハナが答えた。

「あなたがたに異い存ぞんがなければ、このまま『紅白祭』を続けようと思います。コウ、綾、あなたがたの意見はどうです？」

「おれは。……うん、……やっぱり続けるべきだろうな。ほかに選択肢しはなさそうだし、うまくいけば魂たましいたくさん手に入るかもしれないし？　……ごめんなさい冗じよう談だんですってば、先輩」

「あたしも、……続けたほうがいいと思う。……もちろん、暴ぼう動どうとかが怖いっていうのもあるけれど……ええと」

「「なんです？」」

　恕宇とイハナの同時の問いに。

　綾は照れたような表情を浮かべ、いった。

「うん。なんていうのかな、……前に取り憑つかれていたせいかもしれないんだけど、あたし、《グレイテストオリオン》って、実はそんなにきらいじゃないんだ？」

「は？」とイハナ。

「え？」とコウ。

「……いやまぁ、あんな目に遭あわされて、何をいうんだって思うだろうけどさ」

「……先せん輩ぱい？　あのときの人格は、《グレイテストオリオン》のものではありませんよ？　《グレイテストオリオン》自体は単なるアイテムであって、歴史はあっても人格などなく、あれは、《グレイテストオリオン》と《レフトアーム＝スピーキング》の能力の相そう乗じようが生み出した、先輩自じ身しんの──」

　恕じよ宇うの言葉をさえぎって、それはわかっているんだけど、と綾あやは、いった。

「……なんていうかな、うまくいえないんだけど……《グレイテストオリオン》はただ、あたしたちの運動会を手伝いたいだけ、ってことは、──ないかなぁ？」

「……」

「……」

「……」

「……ごめん。忘れて。ちょっと縁えんがあったから感情移い入にゆうしちゃったみたい。そんなわけないよね。うん。……とにかく、あたしも続けるほうに賛成！」

「……そういえば『真ま嶋じまの森』は、無む生物を生物のようにイメージできるのでしたね」

　もう、忘れてっていっているでしょ！　とイハナの言葉に憮ぶ然ぜんとしている綾をながめながら、コウはなぜか、アトリのことを思い出していた。

　本当は悪あく魔まである、人間ではない少女のことを。

「もう！　……それより、恕宇。そろそろ二に人にん三さん脚きやくじゃない？」

「あ、そうですね。いきましょうか、先輩。……もういいな？　イハナ」

「え？　二人で出るの？　小鳥遊たかなしと先輩が？　クラスも学年も違うのに──ハナちゃん！　おれたちも！」

「いまからエントリーは無理です。何をいまさら……いえ、それでは、恕宇、綾。『紅こう白はく祭さい』は続行、ということでよろしくお願いします。何ができるわけでもないでしょうが、用心はしておいてください」

「……そちらもな。イハナ」

「じゃ。お互いがんばろう！」

「先輩、小鳥遊に何かされたら絹きぬを裂くような悲鳴を。すぐにかけつけますから」

「おお、こい。返り討うちにしてやる。というわけで先輩、さっそく試しに悲鳴でも」

「やめれ」

　恕宇と綾が赤組側へと走り出し、イハナとコウも、白組へ向かって歩き出し。

　四人は二つの陣じん営えいに、分かれた。







　　　　３．一〇〇メートル走そう（選せん抜ぱつ）







　赤組から、これまでにもまして大きな歓声が上がっている──

　イハナは内心の苦にが々にがしさを押し隠かくして、歓声が上がっている原因へと視線を送った。

　そこには、赤を基調としたミニスカートの衣い装しようをまとったチアガールが、音楽に合わせて妙みようにスタイリッシュに踊っていた。

　ギャップが逆に魅み力りよく的。

　小鳥遊たかなし恕じよ宇う。

　二に人にん三さん脚きやくを綾と組んで一位でゴールしたかと思ったら、消えた、かと思ったら、派は手でなチア姿となって帰ってきた。背が高くスタイルのいいチアガール──細ほそ身みの長身を惜しげもなくさらして踊る恕宇の姿に、よく恥ずかしげもなくそんな恰かつ好こうができるな、と心の中で吐き捨ててみるが、正直できるなら自分だってやりたいくらいで、その効果は疑いようもない。

　隣となりでは赤組のリーダー菜な々な那なが、同じ服装をしてのりのりで踊っている。

　恕宇と菜々那の二人しかいないところを見ると、元からの予定ではなく即そつ興きようのものなのだろうが、二人とも実にチームワークがいい。

　それにしても恕宇、あなたは次の一〇〇メートル走にも出るのだということをわかっていますか？　──当然わかっていますよね、とイハナはみずから問いかけみずから答える。奇き策さくの好きな恕宇らしい。きっと、ぎりぎりまでチアガールをして、あの恰かつ好こうのまま一〇〇メートルを走るのだろう。それだけでもかなり盛り上がるだろうし、それで勝ったりしたらもう最さい高こう潮ちように達するのではなかろうか。

　そしてその盛り上がりを、一〇〇メートル走の次の競技、コウの出る大おお綱つな引ひきにぶつけるつもりだろう。

　ちなみに恕宇は、大綱引きにこそ出ないが、その次の紅こう白はく対抗リレーにもエントリーされているし、トリの騎き馬ば戦にも当然出場してくる。つまり、午後はほとんど出ずっぱり、ということになる。にもかかわらずチアガールまでしてくるということは、もはや体力の配分など考えていないということなのか。

　……正しい判断かもしれないと、イハナは敵ながら感心する。

　確かに、そうした全力でことに当たる姿は周囲の心を打ちモチベーションを上げるだろうが、普通なら、決して賢けん明めいとはいえない。無む駄だに体力を消費するのはたとえ感動的であっても現実的には間違っているうえ全体の迷めい惑わくにもなりかねないが、しかし、この場に限っては正しい判断だといえる。

　身しん体たい的な力は勝負の決め手にならないということは、おそらく、体力だってモチベーションでカバーできるということ。

　気力が続く限り戦えるだろう、ということ。

　実際、応援している生徒たちの熱いテンション、午前からずっとこんな感じで続いているのだが、本来ならこんな状態、体力も集中力もとっくに切れていて当然。《グレイテストオリオン》の『助け』があるからこそ、いまだにこのテンションを保ち続けていられるのだろう。

　だからこそ。

　恕じよ宇うは使う気満まん々まんなのだ、《グレイテストオリオン》の力を。

　だからああして連続出場の上に、激しいチアまでやっている。体力を気にせず、周囲のやる気をあげるために。《知恵の実み》の力も平気で利用しようとしている。もちろん、自分は絶ぜつ対たい契約者にならないという確かつ固こたる自信があるのだろうが──

「……本当に、凶きよう悪あくな女ですね。あなたは」

　ため息を、かみ殺す。

　たとえば、恕宇がコウに出した条件だってそうだ。

　あれは確かに、背はい水すいの陣じんという意味合いもあるだろう。発はつ情じよう状態にあるコウを動どう揺ようさせるためもあるだろう。だが本当の狙ねらいは別にあるとイハナは思っている。

　──恕宇はあの条件を利用することで、ほぼイハナと綾あや二人だけの争いになっている『イブ』争そう奪だつ戦せんに参さん戦せんするつもりなのではないだろうかと。

　赤組が勝ては、コウは日ひ奈な復活をあきらめる。

　だが白組が勝ったときは、恕宇は約束の履り行こうを理由にして、強ごう引いんにコウに迫って自分がイブとなる気でいるのではないか？　恕宇がイハナに自分の出した条件を伝えにきたのは、それを推すい測そくさせるためもあったのではないだろうか。自分にもイブになる意思があることを伝えるために。ただしそれは冬ふゆ月つき日奈を生き返らせるためでも彼女の意思を守るためでもなく、真ま嶋じま綾に手を出させないため、だろうが。

「……まぁ、確かに、同どう志し、なのでしょうね。知らせてくれたところをみると」

　それはある種の警けい告こくだ。

　おまえが早くどうにかしないと、私自身が動くぞ、という。

　それだけ、いまや綾に本気だということなのだろう。綾には同情するけれど。

　本気になった恕宇は、本当に、凶悪だ。

　これが『紅こう白はく祭さい』だけではなく、敵に回ることになったら──

「……凶悪さでは、人じん後ごに落ちないつもりだったのですけれど」

　先ほどは恕宇の挑ちよう発はつに乗ったが──乗った部分も確かにあるが、実は綾とコウに『紅白祭』続行を納なつ得とくさせるための演技もあった、おそらく恕宇もそうだろう、綾とコウにはどんな異常が見えていようと、かかっているものを思えばこんなところでやめるわけにはいかない──しかし実際には、イハナは白組が有利だとは欠片かけらも思っていない。

　勝利のプランは、《グレイテストオリオン》によって白紙に戻された。

　とくに騎き馬ば戦せんは、きつい戦いを強いられることになるだろう。

　せめて白組のリードで騎馬戦を迎えることができれば、寡か軍ぐんなりに戦い方はあるのだが。

　逆にこちらより多い兵力に守りに入られてしまえば、まず戦いようがない──

　──歓声が空気を震わせた。

　女子一〇〇メートル最後の組。小鳥遊たかなし恕じよ宇うがチアガールの恰かつ好こうのまま走り、一位を取ったのだ。

　これでまた赤組は、盛り返すだろう。

　この勢いのまま男子一〇〇がはじまるのなら、そして、劣れつ勢せいのまま大おお綱つな引ひきに移行してしまえば、下へ手たすれば、騎馬戦に入る前に負けが決定するかもしれない。

　イハナは一いつ瞬しゆん、本気で自分もチア姿になることを考えた。

　あんな恰好したことないが、それが少しでも勝ちにつながるのなら──いや、だめだ。自分と菜な々な那な、恕宇とでは求められているものが違う。一緒に戦う、というのが赤組に対する菜々那のスタンスなら、つくしてくれる者たちの勝利を信じて泰たい然ぜんと待つのが自分に課せられたキャラだ。これを崩せば違い和わ感かんを呼んで、逆にモチベーションを下げかねない。

　だからイハナは歓声を上げる赤組側がわを、ただただ無む表情にながめる。

　あんな歓声なんでもないというように。

　ちなみにイハナも、もはや体育服ふくが恥ずかしいとテントに引っ込んではいない。垂たれ幕まくを上げ、周囲におのれの姿をさらして座っている。そしてそれだけで、確かに白組のモチベーションも上がっていた。

　そうだ、信じる。

　たとえ男子一〇〇で劣勢に立たされても、大綱引きで、コウがきっと盛り返してくれる。

　あとは、紅こう白はく対抗リレーで勝つことさえできれば──だが紅白対抗リレーには、あの恕宇がエントリーされていて──

「伝でん言ごんを。向こうの応援に負けないよう。わたしが見ていますから、と」

　イハナの声に、周囲に控えていた生徒が男子一〇〇の待たい機き所じよへと走っていった。

　このぐらいのことでも、モチベーションは上げられる。たとえ微び々びたるものであっても。

　周囲からの崇すう拝はいするような視線を平然と受け流し、動どう揺ようしていない姿を見せて男子一〇〇が開始されるのをながめつつ（それにしても本当に、肉にく体たい変化が行われているのだろうか、自分にはぜんぜん異常がわからない）、イハナは考えはじめた。紅白対抗リレーに勝つための手を。

　……正しくは、ひとつだけあるその策を、選択するかどうかを。







　　　　４．大おお綱つな引ひき







「本ほん陣じんから伝でん令れい！　死ぬ気で戦え！　骨は拾ってやる！　以上！」

　イハナからの伝言に、二年五組は喧けん騒そうと熱気に包まれた。

　うおぅ！　という気き合あい半分、うちの大将はきついわねぇ、という苦く笑しよう半分。

　もっとも苦笑であっても、やる気を殺そぐものではない。

　何しろ大綱引きの得点は大きく、紅白の勝敗を握っているといっても過か言ごんではないのだから。

　点数は、いまだ赤組がリード。

　男子一〇〇の成績も、あまり思わしくなかった。

　ここで勝って相手の勢いをとめて、そのままリレーにつなげなければ勝負の山を越えられなくなる、そのことを、二年五組の生徒は雰ふん囲い気きで理解していた。

　骨は拾ってやる、だって？

　……ああ、死んでやろうじゃないか。

　校庭をはさんだ反対側、応おう援えん団のエールとともに盛り上がっている赤組陣じん営えいを見て、思う。

　あらためて、自分たちははるか大軍と戦っているのだと。

　ここまでよく、がんばってきた。

　──だが、まだ、終わりではない。

　応援の指示に合わせて大声を出し元気いっぱいな赤組とは対たい照しよう的に、白組側はしんと静まり返っていた。

　が、それは決して、意気消しよう沈ちんしているからではない。

　もはやあきらめているわけではない。

　この静けさは、これより死地に赴おもむく者のため。

　心は燃えていないのか？　自や棄けになっているだけか？

　違う。確かに燃えている。青く、冷たく、より熱く。

「……大綱引き決勝戦は、二本先せん取しゆしたほうが勝ち──」

　係の者が呼びに来たが、二年五組の委員長は、それを拒否した。

　校庭を背に振り返り、クラスメイトを見渡して、口を開く。

「──そしてこの『紅こう白はく祭さい』も、この戦いと次の戦い、その二本を取らなければ、もはや白組に勝ちはありません」

　淡たん々たんとした声が、テントの中を静かに浸しん透とうしていく。

「天てん王のう山ざんは、ここにあります。──あたしたち、二年五組が、握っています。……ならば、二本目について考えるのはやめましょう。ここで勝つことだけを考えて、……ええ、骨は拾ってもらいましょう」

　静かに、みなぎっていく闘とう志し。

　これは自分たちの戦いであり、バカ騒さわぎ。

　ならばバカだと思われようと、ここに全力を尽くすのみ。たとえその結果、倒れて動けなくなろうとも、たかが運動会の綱つな引ひきに、持てるすべての力をかけて──

「──二年五組、ファイト！」

　委員長の号ごう令れいとともに、テントから直接校こう庭ていに向かい走っていく。

　校庭の中央に置かれた縄なわの前に二年五組が陣じん取どると同時、音楽が鳴り響ひびき、入場門もんから対戦相手が入場してきた。

　敵は同じく二年の、二組。

　奇くしくもそれは葉は切ぎり洋よう平へいのクラスで、コウは相手側を探してみた。

　洋平はいない。

　宣せん言げん通り、騎き馬ば戦以外の競技には一切出ないつもりらしい。

　もっともその勝負にかける執しゆう念ねんは伝わっているらしく、委員長の山やま本もと美み里さとを筆ひつ頭とうに二組の意気はじゅうぶんだった。

　実は赤組の二年でもっとも得点を取っているクラスは、恕じよ宇うのいる九組ではなく、二組。

　個人では恕宇が一番だろうが、クラスの総合で優っている。

　それはひとつには、サクラのクラスだから、というのも挙げられるだろう。

　洋平の静かな意気込ごみが、伝わっているのもあるかもしれない。

　だが、そんな単純なものだけではない。二年二組の生徒たちの顔には、他のクラスのような燃える『熱ねつ血けつ』だけではない、どこか悲ひ惨さんなものがうかがえる。

　この夏休み、二年二組は二人の仲間を失った。

　本来ならこの『紅こう白はく祭さい』にも一緒に出ていたはずの二人の友人は、もはやどんな体育祭にも出ることはない。その事実が、二組の活躍に拍はく車しやをかけている、そう考えるのは穿うがちすぎか？　……もちろん、この『紅白祭』をがんばったところでいなくなった友人二人にどんな影えい響きようがあるわけでもないだろうが。それでも二年二組には、必ず、絶対に、何が何でも勝ってやる、そういう気き迫はくが満ちていた。

《──応おう援えん合戦。まずは赤組から》

　二年二組の背後から、笛の音とともに大だい音声が巻き起こる。フレー、フレーという定番のフレーズが、尋じん常じようではなく大気を揺るがし、あらためて戦力差さを思い起こさせる。もっともしょせんは応援。大軍を感じさせる巨大な音とウェーブは、赤の二組の気き合あいはもちろん白組の反発心しんまで呼んで、むしろ五組のやる気を増幅させた。

　続いて白組の応援。こちらは声よりも、笛と太たい鼓このエールがメイン。

　破れよといわんばかりに叩たたかれる太たい鼓この音に身を任せ、こういうのっていいなぁ、と思い、ふと、コウは背後から視線を感じた。

　きっと、イハナだろう。

　わかっている。何をいいたいのかは。

　応おう援えん合戦が終わり。

《──ピックアップ・ザ・ロープ》

　両組が綱つなを手に取った。

　大おお綱というだけあって、握るというよりは抱える、といったほうが近い。

　並びは前回と一緒。二組のほうも、五組と同じく男女が交互に並んでいる。

《──テイク・ザ・ストレイン》

　ぴん、とロープが張られた。

　係の生徒がやってきて、綱の中心につけられたテープと地面に引かれたラインを合わせる。

《ステディ》

　しん、と会場内が静まり返る。

　静止したような時のなか、コウは思う。……すごい気き迫はくだな。二組のみなさん。そんなに仲がよかったのか？　単純に《グレイテストオリオン》の影えい響きようで酔っているだけか？　仇かたき討うちだと思っているのか？　その二人のクラスメイトがいない事情を知っているコウとしては、ご愁しゆう傷しようさまというしかない。……そちらは知っているのかな？　その二人がいなくなってしまった遠因が対戦相あい手ての中にいることを。おれは知っているけれど。

　負けてやろう、とまでは思っていない。

　……だがまぁ、モチベーションが勝負を決めるというのなら、《Ｉｔ》の力を超えるほどのモチベーションがあるというのなら、……負けてしまうのもしかたないかな、とは思うが──

《プル！》

　試合開始の合図とともに、綱から衝しよう撃げきが走った。

　すさまじい力の奔ほん流りゆう、こちらを打ち負かそうとする意思の表れに、コウの身体からだが自動反はん応のう。《Ｉｔ》から力があふれ出す。

（──卑ひ怯きよう者）

　コウは顔を上げたまま、そっと目を閉じる。

　いま、ここには高たか虎とらは──超ちよう常じようの相手はいない。それでも反応するのか、《Ｉｔ》は。敵に対して。

　──そういえば、洋よう平へいはあのときなんていっていたっけ？

　おれは、倒すべき相手はわかっているか、だと？

　ああ。わかっているとも。

　敵は、すべて、だ。

　コウは目を開き、二年二組を見み据すえた。

　……ちょっとびっくり、二年二組の面々は、男も女も関係なく、全員がなぜか裸はだかになっていた。

　……なな、なんで？

　びっくりさせてこちらの油ゆ断だんを誘う策？　いや、確かに、発はつ情じようしているおれにはいい手かもしれないけどさ、……でも、男も、ってのはどうしてさ。なんか誤ご解かいしていない？　いやもちろんこちらが発情しているなんて向こうが知るはずないけれど──

　……ああそうか、と思い出す。

　これもやっぱり、《グレイテストオリオン》のしわざなのか。確かにさっきも、イハナが裸に見えたわけで──そういえば、よかった、ハナちゃんに、裸を見せろ、確かめさせろ、なんていわなくてすんで。この異常を確かめるすべがほかにも見つかって。先せん輩ぱいがいてよかったなぁ。……しかしイハナもこいつらも、なんでいきなり裸に……

　気がつくと、自分の前方にいる五組の生徒たちも、裸、あるいは半はん裸らになっていた。

　服が透すけているわけではない。透とう視ししているわけでもない。

　間違いなく、身体が裸に変化している。

　なぜならあのとき、実際に、イハナの服ではなく肌はだそのものに触れられたのだから。

　さらにいうなら、いま、目の前で半裸になっている女性の、露ろ出しゆつした背中に触れるのだから。

　これは自分が服を透視しているのではなく、相手が本当に裸になっている、ということ。

　──だが、それがいったい、何を意味するかわからない。

　なぜあのとき、イハナの肌を直じかに感じられたのか。

　そしていま、どうして二組も五組も半裸あるいは全裸になっているのか。

　もしも《グレイテストオリオン》に変化を望んだ結果なら、何しろこれは大おお綱つな引ひき、裸ではなく怪かい力りきをイメージしたような身体からだになると思うのだが──？

　一いつ瞬しゆん、発情している自分に何か関係が？　と思いかけるが、すぐに却きやつ下かする。

《グレイテストオリオン》は、あくまで使用者の肉体を変える《知恵の実み》。コウが何を願おうと、そのためにコウ以外の人間の肉体を変化させることはしないはず。

　だいたい、もしもこの状態に自分の発情が関係あるなら、男まで裸にするはずがない。実際、男の裸ら体たいも目に入るせいでコウの『元気』は興こう奮ふんしきれていないわけで、──だったら、なぜ、みんな裸になっている？

（──もしかして、熱ねつ血けつしすぎて暑くなって脱ぎたくなった？　──んなばかな。でもじゃあ、裸になりたいわけでもないのに裸になるっていうのは、いったいどういう願望なのか、どんな意味があるのか──）

　ぐぐっ、と綱を引っ張られている感かん触しよくに、コウはようやく我に返った。

　そうだ、いまは勝負の最さい中ちゆう、余よ計けいなことは考えるな。

《Ｉｔ》から力があふれだす。発はつ情じようが闘とう争そう心に火をつける。

　コウはすううと息を吸い、綱つなをしっかり抱えなおした。

　心の中で、告げる。

　──さぁ、見せてもらいましょうか、二組のみなさん。

　おれの《Ｉｔ》を超えるほどのモチベーションがあるのかどうか。

　おれの、日ひ奈なを生き返らせたいと願う気持ちを打ち負かせるほどのものなのか。

　……おれには、《グレイテストオリオン》による気持ちの増幅などいらない。このまま、おれの気持ちだけでじゅうぶん。だから、さぁ、仲間の仇かたきを討うちたいと本気で思っているのなら、ただ強く思うだけで現実を超えられると思うなら、このおれに、見せてみろ──

（──ていうかどうして、本当に、裸はだかを見せてくるんだ──？）

　ふと、コウはあらためて、気づいた。

　自分は裸になっていない。半はん裸らにすら、シャツの一枚すら脱いでいない。

　──当然だろう、自分は《グレイテストオリオン》の影えい響きようは受けていないのだから。

　だが、なぜだろう、コウは何かが、引っかかった。

　──もっともそれは、勝負の結果には何の影響も及ぼさなかったが。







　　　　５．紅こう白はく対抗リレー







《──いよいよ紅白対抗リレー、選手入場！》

　大おお綱つな引ひきも終えて、いよいよ会場の熱気は高く、ひとつのクライマックスを迎えようとしていた。

　もちろんだれもが、勝負はトリの騎き馬ば戦せんでつくことはわかっている。

　それでもやはり、例年ならトリであった対抗リレーはひとつの山場。

　何よりも、今年の騎馬戦は別べつ格かくであり、ある意味『運動会』はここで終わりなのだから。

　はたして、赤組がリードのまま終わるのか。

　それとも、白組が逆転を果たすのか。

　お互いに、わかっている。ここでの勝負が運命の分ぶん岐きになることを。

　もしも赤組が勝てば、赤組の優ゆう位いはもはや揺るがしようがなくなるだろう。

　逆に白組が勝てば、圧倒的不ふ利りの騎馬戦において勝ちの目が出てくるだろう。

　この剣けんが峰みねである戦いに赴おもむき、雌し雄ゆうを決するのは──

《赤組、アンカー・朝あさ比ひ奈な菜な々な那な。三年代表・石いし原はらいずみ。二年代表・小鳥遊たかなし恕じよ宇う。一年代表──》

《白組、アンカー・舞まい原ばるイハナ。三年代表・田た辺なべ健けん二じ。二年代表・小こ村むらけい。一年代表──》

　赤組四人白組四人計けい八人の入場に、会場から拍手が鳴り響ひびいた。

　が──

　その中の一人が足を引きずっているのに気づき、場は一転、騒そう然ぜんとなる。

　やがて流れるアナウンス。

《……ただいま入りました情報によりますと、白組の二年代表小村選手は、先の二〇〇メートル走そうで足をひねってしまい、いまだ腫はれが引かないようです。となるとこれは、補ほ欠けつと交代、ということになりますが──》

　調子を一いつ転てん、アナウンサーは声を大にして渡された紙に書かれた名前を読み上げた。

《小村選手に代わりまして、白組二年代表は、──堂どう島じまコウ！》

　白組はもちろん赤組からも割れんばかりの拍手と声せい援えんが上がる中、コウは立ち上がり、クラスメイトに肩をたたかれながらテントを出た。

「がんばれよ！」

「まかせとけ！　おれはヒーローになる！」

　声援に笑顔で答え、……まったく、ハナちゃんたらおれに内ない緒しよで、なんて内心愚ぐ痴ちりつつ。

　もっとも、こうなることは予測していた。

　こんな突然になったのは、ぎりぎりまでイハナが悩んでくれていたということだろう。そういうイハナの気き配くばりを、コウは愛いとしく、思う。

　恕宇と菜々那は、笑っていた。

　他の二人は、ほとんどにらみつけてくる。

　赤組四人の前を抜け、コウはイハナの前に立った。

　二年代表の小村という生徒──おそらく舞まい原ばるスタッフ──がコウの手を握り締めてくる。……すまない、頼む、と。きっと、本当に怪け我がしているわけではないのだろう。ただ自分では勝てないから。だからコウに譲ゆずった、勝てるだろう可能性に。いかにイハナには絶対服ふく従じゆうの舞原家スタッフとはいえ、《グレイテストオリオン》の影えい響きようを受けて『熱ねつ血けつ』しているのなら、きっと無む念ねんな気持ちのはずだ。

　イハナだって、それはわかっているだろう。

　それでもあえて、コウへと替えた。

　菜々那には無理な采さい配はいだろう。それとも菜々那もやれるのか？

　イハナがそっと近づいてきて、コウにようやく聞こえるくらいの小さな声で、いった。

　──すみません、と。

　コウは笑い、うなずく。

《それでは、出場者がそろったところでいよいよセミ・ファイナル！　紅こう白はく対抗リレーを開始します！》

　合あい図ずとともに、バトンを持った一年生たちが位置についた。

　校庭中央をはさんで反対側では、三年がすでに並んでいる。

　校庭を半はん周しゆう走って次の走者にバトンを渡す。順番は、一年[image: やじるし]三年[image: やじるし]二年代表[image: やじるし]アンカー。基本は一年から順番に走るはずなのだが、この並びはおそらく、恕じよ宇うとコウの対決を主しゆ眼がんに置いたということか。

　イハナの足は、もともと菜な々な那なより速い。

　モチベーションも、きっと負けてはいないだろう。

　何しろ勝つために、出たがらなかったコウを無理やり引きずり出したほどなのだから。

　ならば、コウが恕宇の前を走ることさえできれば、白組が勝つ。

　パン、と銃じゆう声せいが響ひびいて、トップランナーが走り出し、コウと恕宇は一年が立っていたラインに並んだ。

　一年たちを目で追う。

　一年生は二人とも肉体を変化させつつ走っているが、どうやら足だけを猫ねこ科か型がたに変化させた白組一年よりも手まで羽のように変化させている赤組一年のほうが速い。だんだんと二人の間に距離が生まれ出し、それに合わせるかのようにバトンを待つ三年生ランナーたちも、《グレイテストオリオン》の力を借りて自分たちの肉体を変化させていく。

　……おもしろいことに、白組の三年ランナーはケンタウロスのような四つ足、赤組のほうはこともあろうか足をタイヤに変えていた。

　実に、シュール……

「……大おお綱つな引ひきは、見事な二本勝ちだったな。コウ」

　恕宇が話しかけてきた。笑いながら。

「使ったのか？　《Ｉｔ》の力を」

「ああ。……まぁ、使わなくても勝ってたかもしれないけどな。高たか虎とらいなかったし、うちのクラスもみんな熱ねつ血けつしているし。別におれの力がなくても」

「だが、それを確かめる機会はもう二度と、来ない」

　バトンを先に受け取ったのは、赤組の三年生。

　ばるるんという爆ばく音おんが聞こえそうな勢いで、足／タイヤが回りだす。

　一ひと足あし遅れで白組の三年もバトンを受け取るが、赤組ランナーはすでにコーナーにさしかかっている。

　コウは、笑い返した。

「おまえもハナちゃんも、勘かん違ちがいしているようだがな、小鳥遊たかなし。おれはこの『紅こう白はく祭さい』で、《Ｉｔ》の『力』を使わない、なんて考えていたわけじゃないぜ？」

「ほう？」

「出れば必ず使ってしまうだろうから、なるべく出ないようにしていただけだ」

　──だっておれは、勝ちたいから。負けるわけにはいかないから。

　いつか消えるとわかりきっている力など、なるべく頼りたくはないが、日ひ奈なを生き返らせるためなら、卑ひ怯きようだろうが下げ劣れつだろうが、かまわない。喜んで受け入れてやる。こんなルール違反の力であっても。《知恵の実み》なんてものであっても。

　たとえおまえが相手であっても。

　正せい々せい堂どう々どう、フェアの誇りなんていらない。そんなんじゃ日奈は返ってこない。

「思いだけで何かがかなうなら、だれも苦労しやしない。それでも、というのなら、《グレイテストオリオン》でも何でも使って、とめてみせろよ、小鳥遊たかなし。おれを」

「そのつもりだ。おまえにいわれるまでもない」

「……二組のやつらだって、勝ちたいと『思って』いただろうにな。無理だったぜ？　無む駄だだったぜ？　結局は。あっさりとおれに負けた。どれほど願っていようとも──これが現実だ。だろう？」

　あっというまにコーナーを越え、赤組ランナーが直線距離を真まっ直すぐに、恕じよ宇うに向かって走ってくる。

　コウは恕宇に場所を譲ゆずって、恕宇は後ろに手を伸ばし、少しずつ走りはじめた──身体からだを変化させつつ。

　体育着が無む機き的に硬こう質しつ化して、恕宇の全身に広がっていく。

　恕宇の手足に、身体に、縄じよう文もん土器を思わせる光の線が走り出す。

　地上に現げん存ぞんするどんな生物とも似つかない、まるで特とく撮さつ系けいのヒーローのような、異い形ぎよう──

　──それがおまえの意思の形か、小鳥遊。

　その姿は、特異であっても鳥や獣けものの力を借りることなく、あくまで自分を保っていて、コウは笑った。小鳥遊らしいと。

　それはある種、コウの理想なのかもしれない。

　だれの手も頼ることなく、おのれ自身の力だけで道を拓ひらいて進んでいけるヒーローの姿。

　自分では到とう底てい届かないもの。

　──恕宇の姿が、消えた。

　バトンを受け取った、と思った瞬しゆん間かんにはもうコーナーにさしかかっている。それを視し界かいに入れながら、コウも後ろに手を伸ばしつつ走り出す。

　次の瞬間。

　パシッと右手に叩たたきつけられる感かん触しよく。

　意思を、思いを、頼んだと。おまえに託すと。バトンがいま、渡された。

　目が赤く、輝いて。

　コウは、走り出した。

　音が消え、突とつ如じよ歩み方を忘れてしまったかのようにゆっくりとなった時間のなか。

　恕じよ宇うに追いつき、次の瞬しゆん間かんには追い越す。

　──卑怯だと、思うか？

　それでもおれは、勝ちたいんだ。

　向かう力が大きくなるほど、返す力も強くなる──一いち瞥べつもせず──最初から敵は恕宇ではない──わき目も振らず、コーナーを回りコウはただただ前を見み据すえた。

　そこに待つのは、黒くろ髪かみを伸ばした少女の姿。

　走るのに邪じや魔まにならないようまとめてアップにされていたはずの黒髪は、肉体がそう変化したということなのか、いまやさらりと解ほどけて流れている。

　走り出す準備をしながらも、ただただコウを見ている黒髪の少女の背中には。

　猛もう禽きんを思わせる漆しつ黒こくの翼つばさ。

　手も足も、身体からだも何の変化も見せていない。

　ただ背中に、羽がある。体操服ふくを突き抜けて、大きな翼が伸びている。

　それが、イハナが無意識に願った身体の変化。

　天使のような白ではない、闇やみのような黒色の羽。
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　その黒くろ羽はねをどこかで目にしたように思って、一拍遅おくれでコウは気づいた。

　──そうか、あれは前に見たことがある、アトリの羽だ。

　悪あく魔まであり相あい棒ぼうである、アトリの翼つばさと同じもの。

　それをイハナの背中に目にし、コウは突然泣なきたくなる。

　もちろん泣いたりはしないけれども。

　ゆっくりイハナが走り出す。いまだコウと視線を合わせたままで。悪魔の羽を生はやした少女の、そうした変化を選んだ少女の、伸ばされた手に、コウはいま、バトンを渡す──

　勢いあまってイハナを追い抜き、コウはそのまま脇に転がり込んだ。

　地面に倒れこんだまま、顔を上げ、イハナの背中を目で追った。

　羽を広げた少女は、飛ぶように、走っていく──

　菜な々な那なが走っていくのが見えた。

　どうやら思ったほど恕じよ宇うを離せなかったらしい。

　驚くことに、菜々那の身体からだはまったく変化していない──少なくとも、すぐにわかる変化はない。あえていうなら、彼女のトレードマークである髪かみが常より赤く輝いていることくらいか。それでも、身体には変化が見られないにもかかわらず、翼の生えているイハナに、赤あか毛げの少女はすごい勢いで追いついていく──

　コウと同じく脇に倒れこんでいた、恕宇が叫んだ。

「いけ！　朝あさ比ひ奈な！」

　負けずとコウも、声の限りに、叫ぶ──

「走れ！　イハナ！」

　──唐とう突とつに音が戻ってきた。

　大気を割るような大だい歓声のなか。

　ゴールテープを切ったのは、白組のアンカー・舞まい原ばるイハナだった。
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《先にゴールしたのは、白組・二年一組の舞原イハナ！　白組リーダーが、みずから逆転を決めました！　これでもう最終的な勝敗は、騎き馬ば戦せんが終わるまでわかりません！》

《──それではさっそく白組のリーダーに、感想を聞いてみましょう。どうです？　舞原さん。この勝利を決められたことは──》

《まぁ、おれのおかげだろうな！》

　珍しく息を荒くしている──そして身体も戻っている──イハナに向けられたマイクを奪い取り、コウは満面の笑えみで赤組側がわをぐるりと睥へい睨げいした。

《そう！　おれ！　堂どう島じまコウ！　あの小鳥遊たかなし恕じよ宇うを抜き去ってバトンをイハナに渡して！　このおれ──堂島コウが！　堂島コウが勝負を決めました！　ちなみにクラスは二年の五組！　これまたさっき大おお綱つな引ひきで優勝を飾ったクラスの堂島コウ！　堂島コウをどうぞよろしくお願いします！》

　きいいいいん、とハウリング。

　しかしそんなの気にすることなく、インタビュアーの手ごとマイクを握ってコウは高らかに、叫ぶ。

《ついでにいえば、次の騎き馬ば戦せんでも大だい活躍の予定あり！　──つまりは白組を倒したいのなら、まずこのおれを、姫ひめ君ぎみの第一の騎き士したる（なんでこんな恥ずかしいことをいってしまったのか、実はコウにもよくわからない。深しん層そう心理に何かあるのか、とにかく場の勢いであったとしか）おれを倒せっつうこった！　そうだろう！

　さぁ、そろそろ出てこい！　葉は切ぎり洋よう平へい！　コノヤロウ！》

　しん、と校庭中が沈ちん黙もくに包まれたなか。

　やがて。

　赤組テントの一角が、崩れ、応援のため前に出ていた生徒の群れが二つに割れた。

　ゆっくりとそこを歩いてくるのは、いまや日ひ炉ろ理り坂ざか高校で知らない者のいない生徒。

　かつてはコウの右腕として知られ、いまでは袂たもとを分かったことで有名な──

　今日、初めて姿を見せた洋平に、コウは笑った。

《さて。ようやくここまできたな。洋平。まったくもったいつけやがって。ほら。これで舞台は整ったぜ。……つけようじゃん？　お互い全力で、悔くいの残らないよう決着を》

　生徒会委員がすたたたたと走っていき、洋平にマイクを手渡した。

　いやそうにマイクを受け取って、洋平は、ぼそっといった。

《……どうも……葉切洋平です……》

《……どうも、堂島コウです。……もしもし。おまえ、まさか寝起きか？　こんなんでだいじょうぶなのか？　赤組は》

《……こんなの、なにいえばいいかなんて知らねぇ。……けど、これだけはいっておく。今日、おれは──おれたちは──

　あんたに勝つ。堂島コウ》

　ぼそぼそと、しかしはっきりいい切った洋平に、赤組テントから拍手がわき起こった。

　負けじと白組テントからも大だい音声が響ひびき出す。だれかが音頭おんどを取ったのだろう。コウの名前の連れん呼こが聞こえ、だんだん大きくなっていき、すぐに赤組からも洋平コールが上がり出し、校庭中にコウと洋平の名前が満ちる。そのなかで、周囲の声など知らぬげに、コウと洋平はただただ視線を合わせ続ける。先に逸そらしたほうが負けだとでもいうように。

　にらみあいは、

「いったいいつまでやっている！　というかコウ！　それはあれか？　私など眼がん中ちゆうにないということか？　リレーに勝ったくらいで──なめられたものだな私も！　いい度ど胸きようだなおまえも！　いい気なもんだなおまえらは！　あ？」

　業ごうを煮にやした恕じよ宇うがコウを三回びんたして、ごめんなさい、をいわせたことで、終わった。

　生徒会から、アナウンスが流れ出す。

《……とにかく、これで勝敗はわからなくなりました！　赤組と白組、果たして勝利の女め神がみが微笑ほほえむのは、いや、勝利の女神となるのは赤と白、どちらの組のリーダーか？　すべての決着は、五年ぶりの復活となる日ひ炉ろ理り坂ざか高校伝でん説せつの競技、『棒ぼう鳥とり騎き馬ば戦せん』にかかっている！

　……なお、これからグラウンドの整備と準備を行いますので、各クラスは委員長の指示に従って待たい機きしていてください。『棒鳥騎馬戦』の開始は十七分後、十六時を予定しています》







　　　　◆







　グラウンドからの戻り際、イハナに話しかけられた。

　変化の名残なごりはどこにもない。

　なぜあの姿だったのか、聞きたかったが、──聞けない。なぜか。

「見事に印いん象しよう付づけましたね。あなたと葉は切ぎりの戦いを」

「ま、あれで周囲に押されて、あいつの調子を少しでも崩せられたらいいんだけどな。……でも、あいつのマイペースぶりは最近筋すじ金がね入りみたいだし、望み薄かな」

「強敵ですか？　あなたにとっても。葉切は」

　イハナの問いに、コウは当然とばかりに笑った。

「ただでさえ厄やつ介かいなのに、《グレイテストオリオン》の余よ計けいなちょっかいもある。何しろひたすら騎馬戦だけに懸かけているくらいだし、あいつのモチベーションはすごいだろうな。それにおれの《Ｉｔ》の力は、騎馬にまでは効果ないし、……油ゆ断だんはできないね」

　間違いなく、強敵だろう、洋よう平へいは。

　あるいはあっさり倒してしまえるか。極きよく端たんだが、そのどちらかだろうと思う。

　イハナがそっと呼びかけてきた。

「……コウ」

「んー？」

「ありがとうございました。先ほどのリレー、勝つために、《Ｉｔ》の力を使ってくれて」

「……ま、おれも負けたくないから」

「いってろ。次の騎馬戦で目に物を見せてやる」

　突とつ如じよ割り込んできた恕じよ宇うが、こちらをにらみつけながら、綾あやの待つテントに帰っていく、その姿を見送り思う。──さっきの挑ちよう発はつで、恕宇が洋よう平へいと功を焦ってくれればいいのだが、──まぁ無理か。ああ見えて恕宇は冷静だから。きっとこちらの思おも惑わくを見切っているだろう。でもまぁ、この手のしかけは一見効こう果かはなくとも積み重ねることが大きいわけで──

　コウは思わず笑えみをこぼした。やばい、こういうのってなんか楽しいと思いつつ。

「勝つぞ！　ハナちゃん！　そして明日は学園を支配だ！」

「ええ。当然」

「……あと、すっごいきれいだった。……ありがとな」

「……は？」

「別に。なんでもね」







　　　　◆







　紅こう白はく対抗リレーを終え。いまだ『熱ねつ血けつ化か』の収まらぬなか。

　いよいよ日ひ炉ろ理り坂ざか高校は、五年ぶりの競技復ふつ活かつを迎える──




　──『棒ぼう鳥とり騎き馬ば戦せん』、開始。







棒鳥騎馬戦







　　　　１．







「だいじょうぶだよね？　洋平よーへ」

　気がつくとそんなことをいってしまって、朝あさ比ひ奈な菜な々な那なはわけのわからない不安感に唇くちびるを嚙かんだ。

　何をいっているんだ？　とでもいうように、赤組本ほん部ぶテントの椅い子すに座ってぼうっとしていた葉は切ぎり洋よう平へいが、同じく座っていた菜々那のほうをながめて、かすかに笑った。

　この無ぶ愛あい想そうな男は、めったに笑わない。

　だからだろうか、そのどこか透とう明めいな、達たつ観かんしたような笑えみが焦しよう燥そう感を搔かきたてて、菜々那は怒ったように、繰くり返した。

「なんていうか、よーへ、ドコカにいっちゃいそうで」

「なんというか、不ふ吉きつなことをいわれているのはわかるぞ。映画とかならこれから死にに行くような。そういうの、やめろって」

　でも、と菜々那の隣となりに座っていたみークル副ふく部長、木きの下した水すい彩さいも口を出す。

「なんか先せん輩ぱい、本当に、最近雰ふん囲い気きありますよ？　悟さとっちゃった？　みたいな」

「おまえらみんなでおれを殺したいのか。……だれだってでっかい試合のまえじゃ、こんなじゃねぇの？　普通だよ」

「そうですか？　あたしは『でっかい試合』なんて経験したことないんで、そんなのわかりませんけど」

　ああでもそういえば昇のぼるくんも、あのとき……とぶつぶつ何かいっている水彩のことはほうっておいて、菜々那は立ち上がり、わざわざ近づき、上から洋平の顔をのぞきこんだ。

「……本当に、だいじょうぶ？」

　なんだろう、この不安。

　胸むな騒さわぎが、消えない。

　洋平は笑う。なんだよ、変なやつだなと。

　そして、三人しかいないはずのテントに、四つ目の声が現れた。

「なに、心配は無用さ。シニョリーナ。こいつにはワタシがついている。かの賢けん王おうソロモンとともに七十二柱の悪あく魔まを封じたワタシがな。だから安心するがいい。我がトモダチよ」

「……ジンゴロウ」

　洋よう平へいの左手の甲こうに生まれた唇くちびる──《レフトアーム＝スピーキング》と呼ばれた元・知恵の実みの言葉に、菜な々な那なは力なくうなずいた。

　洋平も続ける。

「本当に、そんなに心配いらねぇって。なんだかんだいって、これからやるのはただの騎き馬ば戦せん、運動会の競技だ。本当に戦争するわけじゃねぇんだから」

「そうだけど」

　もちろん菜々那は知っている。この『戦い』の結果如何いかんで堂どう島じまコウをとめられるかもしれないことも、そして現在日ひ炉ろ理り坂ざか高校全体が《グレイテストオリオン》の影えい響きよう下かにあることも。小鳥遊たかなし恕じよ宇うから聞かされている。モチベーションの強いほうが勝つのだと。……だから不安なのだろうか？　単なる運動会、ただの騎馬戦という枠わくを超えてしまったから。《知恵の実》なんて存在がかかわってきているから。だから妙みように落ち着かないのか？　かつて《知恵の実》が関わった事件で、──友だちを失ってしまったから？

　沈み込んでしまった菜々那に、洋平の左手の上で唇が開いた。

「シニョリーナ・アサヒナ・ナナナ。アナタはワタシに、ワタシがずっと欲しかったものを、くれた。ワタシにジンゴロウという名前をくれて、ワタシのトモダチになってくれるといい、ワタシをトモダチとしてくれた。廃はい棄き品ひんである、ワタシの」

《レフトアーム＝スピーキング》。

　左手に、あるいは左手が触れたものに唇を生み出させる能力を持つという《廃棄品》。

　とある王さまが、話し相手が欲しくて生み出したという起き源げんを持つ──だが王さまがようやく得た話し相手は、実は自分自身だったというオチで、結局、本当の意味では王さまの願いはかなわなかった。そのために、《レフトアーム＝スピーキング》は呪のろいを受けたという。

《レフトアーム＝スピーキング》を持つ者は、どんな願いも、本当にかなうことはない。

　なぜなら《レフトアーム＝スピーキング》は、願いがかなったと思わせる人格を所有者に生み出してしまうから。異なる願いを持つ人格をも生み出せるから。同時に七十二の人格を制せい御ぎよできる《レフトアーム＝スピーキング》の前では、どんな《知恵の実》も所有者を契約者に変えることはできない。ただその願いひとつだけを願う、ということを、《レフトアーム＝スピーキング》の能力は不可能にさせるから。

　結局願いはかなえられない。

　よって、《レフトアーム＝スピーキング》は棄すてられた。

　その呪いゆえに存在価か値ちがなくなり、《知恵の実》としては処分された。

「だからこそ、ナナナ。ワタシはアナタの願いをかなえたい。廃棄された《レフトアーム＝スピーキング》ではなく友人《ジンゴロウ》として、……アナタのトモダチとして、トモダチの願いをかなえてやりたい。……だから。

　何があっても、信じていてほしい。

　ワタシは絶対に、ハギリヨウヘイを守ってみせよう。約束だ」

「ジンゴロウ」

「人の手の上でカユイこといってんじゃねぇ。やるならそっちで勝かつ手てにやれ、おれなんてほっとけっつうの」

　真しん摯しな様よう子すのジンゴロウと、ぶっきらぼうな洋よう平へいに、菜な々な那なはようやく笑顔を見せた。

「……アリガトね。ジンゴロウ。ボクのトモダチ。ボク、うれしい」

「なに、これぐらい。ワタシがはじめてアナタに会ったときもらったものにくらべれば──

　──アナタに、トモダチになろうといわれたときに感じたうれしさにくらべれば、なんということもない」

「だから、そういう会話はやめろ。頼むから。身体からだ中がカユくなる」

「だがな。ワタシは本当に、うれしかった……」

　水すい彩さいが微笑ほほえましい目で洋平のことを見ていて、洋平はぐううとうなり声。

　なんだかおかしな雰ふん囲い気きに、菜々那はふと、泣きたくなる。

　なぜだろう、唐とう突とつに、わかってしまったから。

　たぶん、ジンゴロウの態度で。

　洋平が、何かを考えていることが。自分たちには知らせていない何かをしようとしていることが──

「心配するな。菜々那」

「……」

「……おれは、自分が倒すべき相手がだれか、……ちゃんとわかっているから」

　でも、と菜々那が口を開きかけたとき、一年の生徒が呼びにきた。

「葉は切ぎり先せん輩ぱい。どうもス。……朝あさ比ひ奈な。木きの下した。小鳥遊たかなし先輩が、騎き馬ばの編成、準備できたから見てほしいって」

「……うん。トキ。いまいくからって伝えて」

　ん、急げよな、とうなずいて、土と岐き梓あずさ弓ゆみは戻っていった。

　菜々那は洋平に向き直り、しかしいうべき言葉も見つからなく、ただただ見つめ。

　──きびすを返し。

　背中に声をかけられた。

「約束だ。ナナナ。ヨウヘイは必ずワタシが守る」

「……うん。信じてる。ジンゴロウ」

　菜々那と水彩は、そのままテントから出て行った。

　洋平と、その手に浮いた唇くちびるだけが残される。

「……あれじゃ、よけい怪しまれるんじゃねぇの？」

「それでも。いっておくべきだろうと思ったからな。カノジョには」

「……あまり、おれのことは気にするなよな。本当に。おまえは……」

「そうはいくか。オマエだってトモダチだ。イチオウ、腐くされ縁えんというやつか。こうなればもう、文字通り一いち蓮れん托たく生しようだ。ワタシの意思でやらせてもらう」

　ながめた校庭は、赤組と白組の本部テント以外は片付けられていて。

　校庭の両りよう端たんに、長大な棒が横たえられているのが見える。

　やがて、このテントも片付けられるだろう。

「……おれたちも、いくか」

「ああ」
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　日ひ炉ろ理り坂ざか高校体育祭の伝でん統とう競技、棒ぼう鳥とり騎き馬ば戦せん。

　元は、『棒鳥』と呼ばれる棒倒しの亜あ種しゆだった。

　名前の由ゆ来らいは、使われた棒の先頭に日炉理坂高校、そして舞まい原ばる家の紋もん章しようにも使われる『鶴つる』をかたどった鳥の像をつけていたことから。この『鳥』と『取り』をかけて『棒鳥合戦』と呼ぶようになり、のちに騎馬戦が追加されて『棒鳥騎馬戦』となった。この競技が行われることが決まるたび、駄だ洒落じやれのような名称はあらためたほうがいいのではないか、という議ぎ論ろんがなされるのだが、変な泥どろ臭くささに愛着が湧わくのかいまだにこの名称で通っている。

　騎馬戦となったのは、競技の興こう奮ふんがエスカレートしてあまりに怪け我が人にんが出たから。

　もっとも競技が競技、騎馬戦に変えたからといって怪我人が出なくなるはずもなく（殴なぐり合いは減ったが事故が増えた）、棒を倒すだけではなく守った鉢はち巻まきの枚数でも勝敗を決められるルールを追加し、時間制限まで設けた。それでも負傷者がなくなることはなく、とうとう五年前に封ふう印いんされた。

　もちろんそのへんの事情もこみで、今回『棒鳥騎馬戦』の復活はなされた。

　危険な競技だから、出たいのならみずからの意思でリスクを背負え、ということ。

　もっともほとんどの生徒が『熱ねつ血けつ化か』しているこの状況下かで、選べ、というのも酷こくだろうが。

　よってここに、日ひ炉ろ理り坂ざか高校全ぜん生徒八百七十五人参加の、未み曾ぞ有うの騎馬戦が行われることになる。

《──騎き手しゆとして認められるのは、リストに登録され鉢巻を巻いている生徒だけです。そして、ここが重要なのですが、相手に対して攻撃を行えるのは、騎手と騎馬がそろっているユニットだけ。騎手のいない騎馬の攻撃は不可。落馬した騎手も失格です。

　参加する者は、だれでも、何度でも、気き絶ぜつしない限り騎馬になることができますが、騎手がいない限り攻撃は行えません。

　逆に騎き手しゆのいる騎き馬ばは、校舎外がいにいるだれにでも、攻撃を行うことが許されます。

　繰り返します。戦場にいる騎馬でない者は、ただの『壁』だろうと『連絡係』だろうと、攻撃されても反撃は許されません》

　鉢巻は、紅こう白はく各組に三十三本ずつ渡された。

　三十三というのは、赤組を構成する五百四十一人・十六クラス×二＋プラス棒を守る旗き手しゆ用ようを合わせた数。人数の多い赤組のほうに上限を合わせ、旗手の分を除いても一クラスから二頭ずつ騎馬を出せるようにという配はい慮りよだが、騎馬の組み方自体には制限はない。他クラス、他の学年との合同でもいい。もちろん男女混こん合ごうも可。騎手の変へん更こうは利かないが、騎馬は自由に変えられる。また、最大三十二頭の騎馬をつくれることになるが、それだけの数をつくる必要もない。

　まず守るべきは棒を持つ旗手。自分たちの大将。

　次が騎手。攻撃の担にない手。

　それ以外の存在は騎馬あるいは騎馬の予備であり、『壁』であり、ある意味消しよう耗もう品でしかない。

《──参加はみなさんの自由ですが、怪け我がの如何いかんにかかわらず意識を失ってしまった場合は強制退たい場じようとなり復帰はできません。戦場は校舎内をのぞいた学校敷しき地ち内ない、すべて。各ポイントに審しん判ぱんとカメラを設置し常時モニターしていますので、反則には気をつけてください。反則は、ケースバイケースに対応していきますが、その場での注意は行いません。騎馬戦終しゆう了りよう後、ペナルティ、という形で減点させていただきます。過去、これにより勝敗が逆転してしまった例もあります。それを利用しあえて反則させよう、という戦せん法ぽうもあるでしょうから、みなさん、……この期ごに及んで反則するな、とはいいませんが、おのれの責任でくれぐれも注意するように。ルールを破って泣くのは結局、自分です》

　生徒会からのアナウンスを聞き流しつつ、イハナは白組を背に、校庭の向こうを見渡す。

　うちの学校は、こんなに広かっただろうか。

　はるか遠くに、かすかに壁のような影が見える。

　その中央に立つ、大きな棒も。

　敵の姿ははっきりとは見えないが（本当に、校庭とはこんなに広かっただろうか？）、ぴりぴりとした雰ふん囲い気きは伝わってくる。一いつ触しよく即そく発はつ、戦場の空気。

　敵は大軍、こちらは無ぶ勢ぜい。しかし意気だけは軒けん昂こう。

　イハナはゆっくり振り返り、自軍をながめた。

　そびえ立つ『棒ぼう鳥とり』は、自分で発注していながらこれほど長く大きかったのかと驚いてしまうほど。一いち応おう中空となっているのだが、人間の一人や二人軽く押しつぶせるだけの重量がある。その根もとには三人の男子が立ったり座ったりで抱きついて支え、さらにたくさんの男女がいつでも守りに加われるよう待たい機きしイハナの指示を待っている。

　棒の頂点には、『棒鳥』の由来たる羽を広げた鶴つるの姿。

『棒ぼう鳥とり』の周囲には、自じ軍ぐん白組のゼッケンをつけた生徒たち。校舎で見学しているものはなく、総そう勢ぜい三百三十四名がみなここにいる。

　騎き馬ば（もっともまだ騎馬の形にはなっていない）の数は、二十三頭。

　三十二頭までつくれるのだが、あえて二十三頭とした。ただでさえ戦力数すうで劣おとっているのに無理して騎馬をつくっても連れん携けいを取ることが難しくなるだけだろうと判断し、守りの壁を優先するために。

　イハナは騎き手しゆを先頭に並んでいる騎馬たちの顔を見渡すと、口を開いた。

「戦力差さは歴れき然ぜんとしています。が、こちらのリードで騎馬戦せんに持ち込めたため、まだ勝ちの目はわずかながらも残っています」

　あえて気弱な発言をするのは、危き機き感を植えつけてモチベーションを上げるため。

　状況によっては逆ぎやく効果になるかもしれないが、イハナはいけると判断した。少なくともここには、大軍を前にして逃げ腰になっているような顔はない。

「そしてここにいる者は、だれも、たとえ不利な状況だろうと逃げる者はいないでしょう。負けるつもりもないでしょう。だからこそ、わたしはあえて、いわなければなりません。

　戦うな、と。

　この棒を守りきり、そしてあなたたちが鉢はち巻まきを守りきれれば、リードしている白組の勝ちとなるのですから。いま、ここで必要なのは、戦うための勇気ではなく、勝利のための努力です。だからわたしは、誇りを持っていまここに立つあなたたちに、あえていわなければなりません。戦うな、ただ、守れ、と。

　……チャンスを前に、攻めるな、とはいいません。ですが、一か八ばちかとなったとき、守るべきはまずこの棒であり、そしてあなたたち自身なのだということを、忘れないでください。

　敵の数を駆く使しした攻撃は、きっと苛か烈れつなものになるでしょう。

　騎馬以い外がいの者たちにも、男女を問わず、ただ、攻撃を防ぐための『壁』になってもらわなければならないでしょう。

　だからこそ、あえて、──最後にもう一度、朝の言葉を繰くり返します。

　あなたたちの、すべてをわたしに捧ささげてください。

　勇気も、誇りも、決意も、努力も、……生命も、あなたたちの持つすべてを、──ただ、わたしの勝利のためだけに」

　卑ひ怯きよう者ものと呼ばれようとも、臆おく病びよう者と蔑さげすまれても、ただ守れ。

　生きて、そしてただ守れ。何よりも欲しいもののために。

　あの大軍を目前にして怖おじもせずここに立てるなら、プライドは見み栄えではなく、たったひとつの勝利のために──

　あらためて順じゆん繰ぐりに白組の面めん々めんを見回すと、イハナは最後に、コウを見た。

　コウの前に立ち、ゆっくりと、手を差し出す。

　伸ばされた手に握られたのは、わっかにされた九本の、騎き手しゆを持たない鉢はち巻まき。

「──二年五組・堂どう島じまコウ。この九本の鉢巻を、あなたに託します」

　コウはつつしんでそれを受けとって、だれからもよく見えるよう掲げたのち、自分の首へと、かけた。

　総そう勢ぜい十本の鉢巻を巻く騎手。

　それは祝福。

　敵のもっとも苛か烈れつな攻撃を受け、もっとも重い責任を担にない、勝利を目指して戦うための。

《──なお、競技時間は十五分。終了までに敵てき陣じんの『棒ぼう鳥とり』を倒すか、相手組くみより多くの鉢巻を所有している側が勝利となります。そして、この競技での勝利者こそが、次期の生徒会長、この戦いの優勝者となるでしょう。

　──それでは各かく陣じん、準備を開始してください！》

　アナウンスが終わると同時に放たれたイハナの合図に、コウを中心とする二年五組の面めん々めんは校庭右側、中央校舎側へ移動をはじめ、他の者たちも四人一組の騎馬をつくり出し、『棒鳥』の周囲にいた男女の生徒はがっきと棒にとりついた。

　各組も男子、女子に分かれ、男子は棒の周囲に展開し、女子は指定された偵てい察さつポイントへと走り、おのおのの役目を果たしにいく。

　イハナは鉢巻をたすきがけに肩にかけると──旗き手しゆだけは鉢巻を頭に巻かなくていい、旗手の鉢巻が奪われるのは『棒鳥』が倒れるときだけだから──用意されていた椅い子すに腰掛け、ゆっくりと運動靴ぐつを脱ぎ、ついで靴下も脱いで裸はだかの足をあらわにした。

「……では。失礼します」

　どうぞ、とうなずきひざまずいた生徒の肩に白い足を乗せ、そっと、『棒鳥』を囲むように組まれた『人間やぐら』に登りはじめる（ちなみに椅子はあっという間に片付けられた。いま、校庭には石ころひとつ落ちていない）。組くみ体たい操そうの要よう領りようでできたやぐらは意い外がいと高く感じたが、態度に恐れを感じさせることなく生徒たちの腕でつくられた網あみ目めを裸足で渡り、肩をつたい、イハナは棒の脇へと向かっていく。

「イハナさま。腰掛けてくださってかまいませんので」

「では、失礼します」

『棒鳥』を囲んだ人の壁やぐら、その手と肩に、頭の間に足を入れて腰掛けて──ちなみに周囲はスタッフの女生徒で固めてある──そっと『棒鳥』に手をやると、イハナは赤軍のほうを見み据すえた。

　どん、どん、と太たい鼓こを叩たたく音が聞こえ。

《──それではこれより、日ひ炉ろ理り坂ざか高校『紅こう白はく祭さい』最終種しゆ目もく、『棒鳥騎き馬ば戦せん』を開始します！》

　紅白の雌し雄ゆうを決する戦いが、はじまった。







　　　　３．







　赤組本ほん陣じんから見た左側、中央校舎の裏。

　校舎裏り面めんの壁と金かな網あみの柵さくにはさまれた細い露ろ地じの木の陰に、騎き馬ばをつくったまま座って休みつつ、ぴりぴりとした、緊きん張ちよう感かんが伝でん染せんしてくるような空気を、コウは好ましく感じていた。

　肌はだを刺すようなこの気け配はい、高こう揚よう感は、たとえ《グレイテストオリオン》の影えい響きようを受けていなくても心に燃えるものがある。

　周囲に展開して策さく敵てき情報を待っている二年五組の表情もいい感じに引き締まっていて、いかにも戦っていますという、とても久しぶりな気のする生きた戦場の雰ふん囲い気きに、コウは酔いしれる。

　発はつ情じようやらなんやらで溜ため込んでいたものがあったのか、この開放的な感覚は、実にいい。

　問題があるとすれば──

「……なんでみなさん、裸はだかなんでしょう？」

「なんかいった？　堂どう島じま」

　こそっとつぶやいたコウに、騎き馬ばの前面を務めている関せき谷やが顔をこちらに声を上げ、別に、と返事して視線を向けたコウは関谷の裸を目にして──もっとも位置的に何かおぞましいものが見えたわけではないが、それでもやっぱり裸だというのがわかるのは気持ち悪い──急いで顔を逸そらした。

　──みんな裸のこの光景。

　ちなみに関谷倫りん太た郎ろうは、結局コウの騎馬を務めることになった。

《グレイテストオリオン》の力によってモチベーションが重要になったため、関谷のやる気は下へ手たなスタッフよりも戦力になるだろうと判断されたのだ。まぁ、コウもそれには異い存ぞんがない。おそらくこの『棒ぼう鳥とり騎馬戦せん』は、従来の騎馬戦のやり方がまったく通用しない可能性があるから。だからそれはいい。いいのだが──

（いったいなんでみなさん、騎馬戦まで裸になってんの？　身しん体たい強化とどうかかわりが？）

　大おお綱つな引ひきのときのように、男子も女子も、ほぼ全員が、裸で動き回っている。

　個人競技のときのように羽が生はえたり足が馬になったり、人じん外がいの姿に変身しているものはいない。その代わり、全員で示し合わせたかのように、半はん裸らあるいは全ぜん裸らの姿──正しくは、裸になっている者も完全に裸というわけではなく、ほとんどのクラスメイトがまだ靴くつと靴下は履はいていたが。ちなみに騎き手しゆであるコウはみんなとは逆に裸足はだしなのだが──でもそれが何？　何で裸になってしまうわけ？　《グレイテストオリオン》はいったい何がやりたいんだ？　ただでさえこちらは発はつ情じよう状態で、女子を見ちゃうと興こう奮ふんするし男子を見ると地じ獄ごくに落ちるし──

（──個人競技と団体競技の違い、なのか？　徒と競きよう走そうと、綱つな引ひき、騎き馬ば戦せん──）

　……だがイハナは、おれが抱きしめたあのとき、競技に関係なく、裸はだかになっていた。

（──この現げん象しようの、意味は、なんだ？）

　自分の目で確認できる。まだ服が残っている生徒たちも、服が身体からだにだんだんと同化しつつある。まるで溶け込むかのように、肉体が体育着ごと裸に変化している。つまり彼ら彼女らは、間違いなく裸。触れたらちゃんと、服ではなく肌はだの感かん触しよくがあるのに、直じかに触れてしまえるのに、そのくせお互いにそれを奇き妙みようと思っていない。普段なら見られないものがポロリポロリと見えているのにだれも異常を感じていない、自分以い外がいは──それが興こう奮ふん以上に危き機き感をあおる。この現象の意味がつかめていないから。

　分かれるまでは普通だったが、今ごろは白組本ほん部ぶも『こんな感じ』なのだろうか。

　イハナも裸になっているのだろうか（なぜか、むかつく）。

　きっと騎馬戦が進むにつれて、校庭全体が『こうなって』いくのだろう。

　にもかかわらず、体育館で見ている保ほ護ご者も気づかないのだろう。

　おれたち裸で運動会──元気がある、という言葉で片付けるにはあまりにシュールな光景──

　……先せん輩ぱいも、目のやり場に困っているんだろうな……

　なお、コウ自身が見た自分の身体は変わっていない。ちゃんと服もつけたまま。これは本当に助かっている。何しろただでさえ発情していて、目の前にはいくらでも裸の女性がいるのだ。まぁ男性もいるのでけっこう相そう殺さいされているのだが、こんな状況で裸になってしまったら、どんなものをさらけ出してしまうか想像するだけで倒れそう。

（──《インヴィジブルエア》のときは、まだ、向こうが隠かくしてくれたんだけど、今回のは向こうが気づいていないからなぁ）

「堂どう島じまくん！　委員長から伝でん言ごん！　こちらが鉢はち巻まき十本持もっていること、うまく赤組に伝わっているみたい！　探されているみたいだよ！」

「こちらも伝言！　葉は切ぎりくんと小鳥遊たかなしさんの姿を確認！　棒の前に陣じん取どって動く様よう子すはないって！」

「おけい。予定通り」

　いきなり目の前に女性の裸が二つも現れ、コウは必死で内心の動どう揺ようを押し隠す。心の準備はできているとはいえ、本当にきつい。何しろクラスメイト、日ごろから顔を合わせている顔見知りの女性の裸なのだ。胸の形やら下か腹ふく部ぶの様子やら知ってしまうのは、特別な感情は抱いてなくてもかなり心にくるものがある。

「まだお互い手を出しあぐねているみたいだ。このまま時間が過ぎればいいんだけどな」

　──目の前にいきなり立った男子生徒が救きゆう世せい主しゆのように思えたが、なぜかコウはそいつをぶっ殺したくなった。

　次々と、コウに、あるいは委員長の前に入れ替わり立ち代わり訪れてはまた去っていくクラスメイトたち。

　騎き馬ば予よ備び軍ぐんの仕事は、決して壁になることだけではない。

　何しろ広い戦場、索さく敵てき、情報伝でん達たつ、連れん携けいを担になう連絡係の役目は大きい。とくに校舎裏うらに隠かくれているコウのような騎馬隊たいにとって、連絡係のもたらす情報は直接見られない校庭の状況を知るためになくてはならないものとなる。

　どんどん情報がやってくる。

「本ほん陣じんから連絡。赤組の騎馬総そう数すう、三十二隊で確定！　うち五体が赤組本ほん部ぶを離り脱だつし白組の陣じんに接近中！」

「敵の斥せつ候こうを赤組左さ翼よくの水飲み場に確認」

「続ぞく報ほう。水飲み場に向かった斥候の帰き隊たいを確認！　騎馬二軍が中央校こう舎しや方面に接近中──こちらが発見されたかは不明」

「いや！　発見されてないみたいって！　水飲み場に向かってて──ええと、向かっている二隊の所しよ属ぞくは一年の──」

「すまない！　堂どう島じま！　谷たに町まちが尾つけられたかもしれない！　谷町は白組本陣に行かせたけど、ここにいるのがばれたかも──」

「緊きん急きゆう！　水飲み場に向かった二隊になにやら伝でん令れい！　二隊ともこちらに方向転てん換かん！」

「緊急！　さらに一頭合流・伝令が出されたのを確認！　全ぜん三隊が水飲み場から校舎裏うら──ここに目標変へん更こう！　後こう続ぞくもあるかもって！　早く場所移い動どうをしたほうが──」

「……ええと、ごめん。緊急じゃないんだけど、谷町くんもう帰ってきてもいいかって」

　コウはうなずいた。

　同時に騎馬が立ち上がる。とくに合図はしていないのに、コウの意図を汲くんだかのように。コウはちょっとそれに驚く。

「おけい。谷町には、校舎内ないから帰ってくるよう伝えて。それはルール違反じゃないから。あとは手はず通りに。委員長？　よろしく」

　委員長がうなずいて、指示を送る。

　それに合わせてばらばらと人がはけていき、あっというまにコウたちだけが残される──すばらしい、この連携。熱ねつ血けつ化かに感謝しないといけないだろう。普段だったら練習もなく、こうきれいにはいかない。

　それにしても、居い場所、あっという間にばれたなぁ。ほとんど時間を稼かせげていない。

　コウは騎馬を動かし中央校舎と第二校舎の間、水飲み場のある側から入ってくるだろう侵しん入にゆう者から見えないよう、金かな網あみの近く、木陰の裏へと回った。

　クラスメイトが一人走ってきて、

「敵てき三隊、二手に分かれたって！　挟み撃うちにしてくる気みたい！　水飲み場側から二隊、逆ぎやく側がわの裏うら門もん方面からは一隊、だけど水飲み場側がわからのほうが速いよ！」

　ささっと去っていった。

「よし、水飲み場側を先に討うつ。準備」

「え？　でも二頭だろ？　逆側の一頭を倒してそのまま移動したほうが」

「いいの。どうせこの狭い校舎裏うらじゃ一隊ずつしか戦えないんだから。騎き馬ばは小回り利かないの、それに気づかず突っ込んでくるならありがたくいただくの！　どうせばれたら使えなくなる手だし。……ていうか関せき谷や？　おれ、頭。おまえ、足。軍隊じゃあ理り不ふ尽じんだろうが上じよう官かんにはしたがうの？　おけい？」

「おまえいつ軍ぐん人じんに……イエッ・ス・サー！　耳みみ引っ張るな痛いって！」

　知らない口くち笛ぶえの音が、響ひびき渡った。

　前方、連続で並んでいる第二校舎と中央校舎間かんの角から出てきた人ひと影かげがある。敵てき部隊の斥せつ候こうだろう。

「よし！　目標、あの斥候！　ゴ！」

　合図とともにコウの騎馬が走り出す。──方向転てん換かん、斥候のいる方角とは逆側へ。

　もっともコウの顔だけはずっと斥候を見ていたが。

　斥候がなにやら手振りで角の向こうに指示を出し、そのままこちらを追いかけてくる。

　追ってくる斥候の姿が角の向こうの敵騎馬からは見えなくなる位置まで待って、関谷の頭をたたく──再び方向転換。今度は真まっ直すぐ一直線に、騎馬を斥候目めがけて走らせた。

　驚いたことに、速い。

　三人六本の足だというのに、一人で普通に走るのと変わらないくらいの速度が出ていて──おそらく関谷と他の二人は気づいていない──びっくりするほどの速さでコウ隊は、斥候に襲おそい掛かっていき、斥候はあわてて向きを変え、逃げだした。

　その瞬しゆん間かん、角の向こうから斥候の状態を知らない騎馬が姿を現して、真っ直ぐ走ってくるコウ隊の姿に固まった。

　チャンス。

　コウが何もいわなくても、コウの騎馬たちは斥候にはわき目も振らず新たに現れた騎馬隊へとつっこんでいく。

　まだ固まったままだった騎馬隊は、コウ隊のタックルに耐えられずあっさり崩れた。

　が、コウたちはとまらない。

　驚くことに──あとで納なつ得とくするのだが──コウがなんの合あい図ずをしなくても関谷たちはコウの意のままに動き、そのまま崩れた騎馬隊の横を、第二校舎の裏うら側がわまで駆け抜けた。

　進行方向を視みる必要のないコウの視し界かいは、二頭目の騎馬隊の姿もしっかりとらえている。

　先行した騎馬隊があっさり敗れてしまったことに動どう揺ようし、また、崩れた騎馬が邪じや魔まになりコウたちの姿を追いきれていない。再びチャンス。

　コウの指示により、騎き馬ばたちは足を地面にずささとすりつつ百八十度の方向転てん換かん。

　いまだ戸と惑まどう騎馬隊たいに、再び一いつ直線に向かっていく。

　そうしながらも冷静に、コウは考えていた。

　……これはやばいかもしれない。

　騎馬の性能が思っている以上にいい。計算違ちがいによすぎる。むしろ尋じん常じようの力を超えている。これが《グレイテストオリオン》のせいなら、当然ながらその恩おん恵けいを受けているのは自分たちだけではないだろう。だとしたら、守しゆ勢せいのイハナには非常にきついことになるかもしれない。いま目の前にいる騎馬たちは戸惑っているからわかっていないが、《グレイテストオリオン》のことを知っている小鳥遊たかなしや洋よう平へいは、きっと理解している──

　混乱していたのだろう、倒れていた赤組の騎馬たちは壁になることもしようとせず逃げだし、棒立ちとなっていた二頭めの騎馬隊はなすすべなくコウ隊の特とつ攻こうを受け、崩れた。

　──と。

「堂どう島じま！　裏うら門もん側からもう一隊いくぞ！」

　クラスメイトの注意をうながす呼びかけに、コウは声のした方向を見た。

　赤組の騎馬が、ものすごい勢いでこちらに向かって走ってくる。

　ちなみにその騎馬をつくる四人もほとんど裸はだかで、ふと、コウは気づく。そういえばいま打ち倒した二隊は全ぜん裸らではなく半はん裸らって程度だったなぁ。

「よし、いくぞ！」

　関せき谷やあたりからまた何かいわれるかと思ったが、関谷は異い議ぎを唱えず、コウの意図の通りに走った。こちらに向かってくる騎馬へ。関谷にも躊ちゆう躇ちよは見られないが、それを目にした相手の騎馬にも動どう揺ようはない。ふうん、たいした度ど胸きようだとコウは感心する。前の二頭が明らかに場ば慣なれしていなかったから、立ち向かう姿を見せれば混乱するかと思ったのだが。さてどうしよう、向こうによける気がないのなら、助走をしていない分、当たり負けするのはこちら。よけようにも、たぶん逃げられず壁か金かな網あみにはさまれてしまうことになるが──

　しくじった。一般生徒だからと甘く見た。ここはやっぱり、敵が姿を見せた時点で当初の予定通りに、第二校舎の裏うら側がわか、角を曲がった水飲み場方面に逃げるべきだった。

「いま！」

　コウの合あい図ずと同時に、関谷の後方二人が、コウのあぶみとなっている手を上に持ち上げた。

　勢いで、コウは変わらず走り続ける関谷の肩に足をかけ、ジャンプ。反作用、関谷はそのまま地面に倒れ、突然のことに向かってきた敵てき騎馬も速度をゆるめるが、しかし急には止まれない。コウは見事、思おも惑わく通りに、敵の騎馬に飛び乗ってその鉢はち巻まきを奪い取り、すぐにジャンプの体勢に入った。

　まだ立てていない関谷以い外がいの二人が、あわててコウを受け止めに、走る──

　敵の騎馬が崩れるより速く跳んだコウは、間に合った二人になんとか受け止めてもらって地面に落ちずに、すんだ。

「ちょ、ちょっと待て！　いまのすげ？　いや、すごくない？　おれたち！　おい！」

　興こう奮ふんの様よう子すを見せつつ関せき谷やが駆け寄ってきて、しかしコウはそれには取り合わず、急いで四人騎き馬ばの体勢に戻る。邪じや魔まにならないよう引っ込んでいた二年五組の面めん々めんたちも──先ほど倒した二頭の鉢はち巻まきを受け取って──すげーすげーといいつつやってくる。コウは呆ぼう然ぜんとこちらを見ている赤組の──もはや騎馬ではない──生徒たちをながめながら、大きな声で指示を出し、かつ手で委員長を呼んだ。

「よし！　鉢巻三本一気にゲット！　触れ回れ！　あと状況報ほう告こく！」

「緊きん急きゆう！　敵てき斥せつ候こう多数に囲まれている！」

「緊急！　さらに一隊が接近中！　速度はゆっくり、仲間と合流しようとしているみたい！」

「斥候から連絡──敵てき陣じん近い第二校舎裏側の焼しよう却きやく炉ろポイントが開いてる！」

「同じく購こう買ばい部ぶ前面もＯＫ！」

「水飲み場側はだめ！　敵の前ぜん哨しようが集まって壁をつくってる！」

「……あの、緊急じゃないんだけど、谷たに町まちくん、さっき尾つけられちゃったけど、怒ってないかって。戻っても怒らないかって──」

　報告の声に囲まれながら、コウは近寄ってきた委員長に小声でいった。

「……イハナに使いを。陽よう動どうはやめだ。おれは、なんとか敵てき陣じんに急きゆう襲しゆうすることを考える」

「え？」

「このままじゃ、だめだ。ちょっとやってみてわかった。時間稼かせぎは逆ぎやく効果。おそらく十五分も守しゆ勢せいは続けられない。……このままじゃ、やばい」

　騎馬の速度が速過ぎる。

　騎馬の力が強すぎる。

　そしてチームワークというか、意思の伝達がよすぎる。それも自分たちだけではない。おそらく気づいていないだけで──いや違う、まだ発揮されていないだけで、これは敵てき味方関かん係けいなくすべての騎馬に起きている現げん象しようだろう。《グレイテストオリオン》の影えい響きようを受けている──自分と綾あや以外の──生徒にとって、これは普通のことなのだから。現在起きている異常を異常と思わないなら、すぐに対応できるようになるだろう。いまコウがやってみせたことはすごいけれども異常ではなく、やればできることだろう、と。

　そして実際、だれでもやれる。《グレイテストオリオン》の力を借りれば。借りられるから。

　従来の騎馬戦せんだと考えていたら、負ける。

　いや、もちろんイハナだって、白組だって、《グレイテストオリオン》の影響を受けている、という点では五ご分ぶなのだろうが──

「な！　いまの、ちょっとすごくなかった？　一気に敵てき三隊！　それも最後は、こんな、ジャンプとかして──やばくない？　おれたちって！」

「……ああ。すごいな。おれたちって。関せき谷や、こっち向くな。つまり油ゆ断だんするな」

「おう！　ようし堂どう島じま！　この調子でいくぞ！」

　おお！　と声を合わせつつ、コウは心の中でつぶやく。

　……でもおまえは、かっこいいとは思っても、異常には思わないんだろう？　関谷？

　だったらおまえにもやれるんだ、まだ気づいていないだけで──それだけのモチベーションさえ、あれば。……おれは《グレイテストオリオン》というタネを知っていたから、いち早くそれを利用できただけ。ただそれだけのこと。

　みながそれをやりだしたら、非常にやばいことになる。

　力任まかせにただただ殴なぐり合うことになれば、数の力でこちらが負ける。

　早期に終わらせなければ、勝ち目がなくなるだろう。

　コウは自分の身体からだを見た。

　さっきまでは普通だったコウの身体は、服が半分ほど、身体に溶け込み同化していた。

　──おそらく、あのコウから見れば奇き跡せきのようなジャンプ行動をとったときからか。

《グレイテストオリオン》の力を当てにしてしまったときからか。

　先ほど打ち倒した騎き馬ばも、半はん裸らの騎馬と全ぜん裸らの騎馬では動きがぜんぜん違っていた。

　まるで自分の手足のように、動く騎馬。

　大おお綱つな引ひきのときも、みんな──

　なんとなく、わかってきた。感覚で。これが何を意味するものなのか。

　コウは大きく深しん呼吸して、笑ってみる。できうる限り、不ふ敵てきに。

（……せいぜい利用してやろうじゃねぇか）

　でもまぁ、全裸にはなりたくないなぁ──
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「報告！　堂島コウ隊の位置判はん明めい！　一気に三さん基き、撃げき墜ついされたそうです！」

　連絡係からの報告に、恕じよ宇うはかたわらの洋よう平へいを見た。

　報告は聞こえたはずだが、洋平は泰たい然ぜんとして動かない。

　ちくしょう、と恕宇はこっそり思う。

　男子三日会わざれば、刮かつ目もくして見よとはいうが。

　確かにいまの洋平には、かつてパシリをしていたときには感じられなかった、妙みように大物のような雰ふん囲い気きがある。

　こうして悠ゆう然ぜんと本ほん陣じんの前にいるさまは、下へ手たすれば菜な々な那な以上に大将らしい。

　もっともそうやって乗っているのが馬ではなく騎き馬ばなのがあまりしまらないが。まぁ、それは自分も同じか──

　恕じよ宇うは洋よう平へいに話しかけた。

「どうする？」

「……何が？」

「コウが見つかったぞ？　決着をつけにいかないのか？」

　もっとも、白組／イハナの考えていることは大体読める。本ほん陣じんを守らず校舎裏うらなんかに隠かくれていたコウは、おそらく陽よう動どう。十本も鉢はち巻まきを託されているコウという美う味まそうなえさをおとりにして、こちらの戦力を分ぶん散さんさせるつもりだろう。赤組側を、白組本陣への攻撃だけに集中させないように。波は状じよう攻撃をさせないために。コウ隊を、おいしそうなえさかつ油ゆ断だんのできない遊軍としてちらつかせるつもりなのだろう。

　ならばここでコウを追うのは、むしろ向こうの思う壺つぼ。

　それでもあえてコウをどうするかたずねたのは、われながら意地が悪いとは思うが、洋平を試したかったから。

　はたして、洋平は答えた。

「……ああ。決着は、つける」

　ゆっくりと、洋平の騎馬が動き出す。

　ふん、と恕宇は息を吐いた。

「そうか。だがもう少し情報が入るのを待ったほうがいい。すでにコウは移動しているだろうから」

　洋平は首を振った。

「勘かん違ちがいするな。小鳥遊たかなし。コウさんがどこにいるかはどうでもいい。あそこにいなければそれでいい」

「……なに？」

「……おれたちの勝利は、あれを倒すこと、だろう？」

　洋平は、あごで示す。

　はるか遠くにかすかに見える、一本の棒を。

　そのまま、恕宇の返事を待たず、二年二組、自分のクラスメイトたちのもとへと歩いていく──

「……なんか、葉は切ぎりくん、……迫はく力りよくあるなぁ……」

　かたわらから上がった感かん嘆たんの響ひびきがある声に、むう、と恕宇は自分の右側を務める騎馬を見た。

　恕宇の視線を感じたか、綾あやは顔を上げ、恕宇を見て顔を真まっ赤かに目を逸そらす。

　そのかわいらしい仕し草ぐさに乙おと女めの胸をくすぐられつつ、そういえば、と思い出す。

　確かに綾あやはいっていた。いまの綾には、恕じよ宇うはもちろん、周囲の生徒ほとんど全員が裸はだかに見えているのだと。

　しかも綾自身も、ほとんど半はん裸らになってしまっていると。

　理由もよくわかっておらず、それがどうにも恥ずかしくてしかたないらしいのだが、『熱ねつ血けつ化か』の影えい響きようを受けているせいか恕宇には自分の姿はもちろん、半裸になっているという綾の身体からだも別におかしくは見えない。胸の谷間も色づく場所も、いつもと同じで普通にしか感じられない。……ひどいなぁ、先せん輩ぱいの裸をおがめるなんて、こんなチャンスめったにないのに（しかも自分はばっちり見せているらしいのに！）、目にしていながら気づくことができないなんて。まぁ、コウと綾に確かめたところ、脳が認にん識しきできていないだけで《グレイテストオリオン》による肉体変へん化かはカメラにばっちり撮さつ影えいされているらしいので、この変化も監かん視しカメラに残っているだろうから、あとで見ることもできるだろう。カメラに写るということは、あとで情報規き制せいが大変そうだが──

「きっと先輩とコウには、この騎馬戦せん、かなり間ま抜ぬけに見えているんでしょうね」

「逆じゃないかな。……あたしもだけど、妙みように焦るよ。あたしたちには異常なことが、ほかのみんなには普通なんだから。なんていうか、あたしたちだけ取り残されているような、なんか変な、ええと──」

「危き機き感がある？」

「うん！　それ！」

　ふむ、と恕宇は考える。コウもそれを感じているのか。

　果たして陽よう動どうしているコウをどうするべきか。

　洋よう平へいについていくべきかも、と思ったが、洋平は他人に頼らない。

　それは、逆にいうなら自分だけでどうにかできる算さん段だんがついていて、だから動いた、ということでもある。

　ならば。

　イハナの対たい応おう力を甘く見てはいけない。あいつを休ませてはいけない。

　洋平と同じことをするのは、イハナに楽をさせることでもある。攻めは画かく一いつ的になってはいけない。常に多た方向から多面的に行うべき。それに何より、やはりコウを放っておくのは不安──

「……危き機き感、か。……よし。誘おう。朝あさ比ひ奈な！」

　名前を呼ばれて、赤組生徒が身体でつくったやぐらの上に乗っかってぼうっと洋平の後ろ姿をながめていた菜な々な那なは、びくっと身体を震わせて、視線をこちらによこした。

「うん？　ナニ？」

「連絡係を残しておくから、洋平が何かはじめたら教えてくれ。わたしはちょっと動くぞ？　いいな？」

「うん。……堂どう島じまコウ？」

「……私は、あいつを倒してみたい。それが今回の目標であり、そのために赤組を選んだ。だから……」

「いいよ。よろしく」

　あっさりと出た許可に、恕じよ宇うはふう、と息を吐く。

　イハナとは逆に、勝利のためにこちらに何かを強制するようなことをしない菜な々な那な。

　それはある意味、これは赤組の勝利を目指す戦いではなく、参加している生徒たちひとりひとりの自分自身のための戦い、と菜々那が位置づけているということなのか。だから自主性にまかせて命令しないのか。

　イハナのために集まった白組と、戦いたい、と思う同どう志しを集めた赤組──

　──ならば私も、自分のために戦わせてもらうとしよう──うなずいて、恕宇の騎き馬ばが動き出す。

　恕宇は気づいていないが、なんの掛け声をかけてもいないのに、当然のように。

　──そういう状況に、綾あやは心しん中ちゆうため息をついた。これって絶対異い常じようなのに──まさしく危き機き感を覚えつつ。

　恕宇の騎馬は、コウが発見された場所とは関係なく、菜々那の陣じんの背後へと、消えた。
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　騎馬と同じ要よう領りようで組まれた人間やぐらに腰をすえ、イハナは『棒ぼう鳥とり』に手を添そえたまま眼がん下かの戦いを見渡していた。

　現在、本ほん陣じんは敵の騎馬十じつ隊たいに囲まれている。

　もっともこちらの騎馬はほとんど守りについているから、いまのところ危険はない。

　コウが三さん基きを倒したという速報が流れてから、攻撃が激しくなってきた。

　が、しかし、功こうを焦っているのか、連れん携けいの取れていない点の攻撃ばかり。

　赤組は、ここに来てその弱点を露ろ呈ていしている。

　一年生の菜々那が、赤組の大軍を完全には御ぎよしていないということ。

　盛り上げはしても、統とう制せいをとろうとしていないこと。

　まぁ一年ではしかたないのだろうか。スパイによると、菜々那は赤組にほとんど命令を出さず、まるで成り行きにまかせているだけのように思えるという。

　そのためか、同じ一年生はともかく、先せん輩ぱいの二年、三年は好き勝かつ手てにやっている感じが大きい。

　おかげでいまのところしのぎ切れない攻撃はなく、白組に鉢はち巻まきを失った騎き馬ばはいない。

　それどころか、さらに敵てき騎馬を二に基き、落とすことができた。

　日ひ炉ろ理り坂ざか高校の『棒ぼう鳥とり騎馬戦せん』においては、旗手も騎手とみなされる。

　すなわちイハナが座る『人間やぐら』は棒を守る『壁』であると同時に大きな『騎馬』でもあり、つまり攻撃が許される。どっしりとしていてさらに攻撃もできる人間壁と不安定な騎馬ではそもそも戦せん闘とう力に大きな差がある。いかに騎馬に機き動どう力があろうと、結局は攻めこんでいかなければならず、人間壁に捕まればまず脱出は不可能、鉢巻を奪われる。手を出しあぐねて足を止めればこちらの騎馬から攻撃を受ける。かといって走り続けていれば体力がつきて動けなくなる──もっとも今回に限っては、体力がつきる、ということはなさそうだが。とにかく騎馬と人間やぐらでは戦闘力が違いすぎるため、過去のデータを参さん照しようしても『棒鳥騎馬戦』に変わってからはほとんど『棒鳥』の倒された事じ例れいはない。

　だからこそ、点数でリードしたまま『棒鳥騎馬戦』に入ることを最さい優先したのだ。

　城しろ攻ぜめにおいては守りが有利──ただでさえ人数が違うのに、赤組に守りに入られては、まず勝つことは不可能だから。

　さいわい、点数リードでこの騎馬戦を迎えられた。おかげでこちらが守る側に立つことができた。もともとこの手の『城攻め』というものは、守る側が有利なもの。戦力差さ二対たい一（というのは大げさで、実は一・五倍くらいなのだが）ぐらいなら、守しゆ勢せいに徹てつすればそうそう負けることはない。数を生かして連れん携けいをとった波は状じよう攻撃をされるのがもっとも厄やつ介かいなのだが、そのへんはコウをはじめとする陽よう動どう部隊が利いているようだ。あるいは菜々那がそうした戦術を知らないのか。──少し拍子抜ぬけだが、それも当然だろう、よく考えれば、どれだけ髪かみが赤かろうが菜々那は普通の女子高生だし、天てん賦ぷの才があろうとも勉強しなければ戦術など知らなくて当然。命令を下し集団をまとめるようなこと、普通の女子高生にはできないほうが当たり前……ならあとは、あえてこちらを劣れつ勢せいに見せることで点のままに攻めさせて、相手を少しずつ消しよう耗もうさせていけば──

「──堂どう島じまコウから、伝でん言ごんです」

　イハナのそばによじ登ってきた女子生徒が、そっと耳打ちしてきた。

「陽動はおしまい、急きゆう襲しゆうの機をうかがうと。このままでは危き地ちに陥おちいる、そう堂島コウは考えているようです」

　楽らつ観かん視しを打ち壊すような報告に、ぎょっとする。

「いったい、何があったのです？」

「わかりません。ただ、《グレイテストオリオン》を甘く見ていた、と」

　イハナは遠く、校舎の向こう、コウのいるあたりを見つめてみた。

《グレイテストオリオン》を？　いったいどういうことだろう？

　何か異常が起きているのだとしても、自分たちにはわからない──

　──と。

　やぐらの上から校庭を見み据すえるイハナの視し界かいに、ふたつの影が映った。

　ひとつは白組の斥せつ候こうだろう生徒。こちらに何かを伝えようと、一いつ所しよ懸けん命めい走っている。

　もうひとつは、やはり白組の、騎き馬ば。コウとは逆側で陽よう動どう活動を行っていた部隊の内のひとつ。

　斥候のはるか後ろを走っていた騎馬は、あっという間に追いつき、追い抜いた。

　当然だろう、足の数が違うのだから。騎馬のほうが速いに決まっている。とはいえ貴き重ちような騎馬を連絡係に使うのはもったいない。にもかかわらず陽動をやめて走ってくるとは、いったい何があったのか。イハナは自分が座っている壁たちに頼み、身を前方に移動させすぐに報告を聞こうとしたが、騎き手しゆはイハナのほうには近づかず、大声を上げて叫んだ。

「──壁！　壁！　壁をつくれ！　あれはやばい！」

　ようやくたどりついた──騎馬の六本足にはかなわなかったがこちらもすばらしく速かった──連絡係が、イハナに向かって声を張り上げる。

「──何か！　とんでもないものが！　来ます！」

　やぐらを組んでいる生徒たちの頭に手をついて、立ち上がり、イハナは校庭の反対側を見やった。

　まったく広い校庭は、敵てき陣じんはかすんではっきり見えないが、それでも何か、土つち煙けむりのようなものがあがっているのが見える。

　──土煙？

　気がつくと、周囲に赤組の騎馬がいなくなっていた。

　イハナは再び目を凝こらし、ようやく見えてきたものに気づいて、──彼女にしては珍しく、声を上げた。

「──壁を！　厚く！　──速く！」

　どどどどど、と、地じ響ひびきのような音が聞こえてくる。

　それは到とう底てい、一基の騎馬が立てられる音ではなかった。

　しかしそれは、たった一基の騎馬が立てている音だった。

《グレイテストオリオン》の影響で、疲れることのない足で。枯れることのない力で。

　この長大な校庭の、そのほとんどを助走に使った、たった一基の、爆走──

　すさまじい速度とエネルギーで突進してきたそれは、四人ではなく五人でつくられた変則的な騎馬だった。

　前方に二人、後方に二人。前方の二人はこちらに背を向けるような体勢だが、つまりほとんど後ろ向きか横向きで走っているはずなのだが、にもかかわらず恐ろしく速い──

　──騎き手しゆは、洋よう平へい！

　考える時間などなかった。

　見えた、と思った次の瞬しゆん間かんにはもう、ドゴン、とすさまじい爆音が響ひびき、ほとんど長距離ミサイルとでもいうべき騎き馬ばが、棒を守って幾いく重えにも重なった白組生徒の壁にタックルをぶちかましていた。

　壁を張っていた白組生徒たちが、地に転がり、宙に飛ぶのがスローモーションで見える。

　すさまじい衝しよう撃げきがやぐらに走り、振り落とされまいとイハナは棒にしがみつく。

　やぐらを構成している生徒たちも手を伸ばし、イハナと棒を支える──

　信じられないほどの運動エネルギーでぶつかってきたはずの洋よう平へいの騎馬は、しかし《グレイテストオリオン》のおかげかどこにも故こ障しようした様よう子すはなく（さらにいうなら、吹き飛んだ壁の生徒たちも、気き絶ぜつはしていたが怪け我がはまったくなかった）、ゆっくりと、自分たちが埋まっていた人間壁からみずからの騎馬体たいを引き抜いた。

　周囲の壁も衝撃にしびれているのか、あるいは失神してしまったか、洋平隊たいが離れていくのをとめられない。

　いったん離れた洋平は、イハナ陣じんの混乱に乗じて襲おそい来るかと思いきや、なんと、そのままさっさと赤組本ほん陣じんに向けて退たい散さんをはじめた。

　まるでイハナたちの様子など知ったことではない、とでもいうように。

　たまたまここにやってきて、用がないから帰るだけ、とでもいうように、眼がん中ちゆうにない態度で。

　──しかしだれも、追うことはおろか、憤いきどおりを感じることすらできない。

　ただただ、白組の陣が呆ぼう然ぜんとしてながめるなか。

　ゆうゆうと、洋平の騎馬は戻っていく。

　イハナは我を取り戻し、いった。

「気絶者の救きゆう出しゆつ、急いでください」

　異常だということには気づけていないが、それでもイハナは理解していた。意識が──モチベーションがある限り、この戦いでは赤組も白組生徒も、《グレイテストオリオン》の力に守られ怪我することはないだろうと。だが意識がなくなってモチベーションを保ち続けられなくなれば、もはや《知恵の実み》の支えはなくなる。下へ手たをすれば、死人が出る。あんなのをまともにくらえば──くらい続ければ──

　──そう、

　一いつ瞬しゆんためらい、続ける。

「第二弾だんが、きます」

　間違いない。

　このタイミングで追つい撃げきしてこなかったのは解せないが、洋平は、退たい却きやくしたのではない。

　再びミサイルと化すために、戻ったのだ。

　何回でも、続ける気だ。こちらの棒が倒れるまで──

（……白組の、負けだ……）

　イハナはそっと、静かに思う。

　いまのは洋よう平へいだけだったが、次からは、威い力りよくに気づいた他の騎き馬ばたちも真ま似ねをするだろう。

　モチベーションを弾だん丸がんにして、こちらに突っ込んでくるだろう。

　ようやくイハナは、悟さとる。

　なぜコウが、急きゆう襲しゆうなんていい出したかを。

《グレイテストオリオン》というとんでもない《知恵の実み》が関わっている以上、この勝負、先に殴ったほうの勝ちだったのだ。怖いのは波は状じよう攻撃、なんて常識で考えてしまい、陽よう動どうをかけただけで安心し守りに入ってしまったときには──殴なぐられるのを待つだけになってしまったときにはもう、こちらの負けは決まっていた。

　これではもう──

　──それでもイハナは命令を下す。自分を守る『壁』たちに。

「急いで、『壁』を。あとは、……そう、『石ころ』になって、間を置くように、助走の、邪じや魔まを」

（……そうだ、まだ、完全には、負けと決まったわけではない……）

　大事なのは、モチベーション。

　それさえよみがえらせられれば、まだ戦える。

　だが。

　あれほどの一いち撃げきをくらい、さらにこれからもくらい続けて、はたしてモチベーションを保てるのか。

　それ以前に、はたして『棒ぼう鳥とり』を守りきれるのか──

（せめて、『何か』に続く『希望』がほしい。モチベーションのための希望が──）

「……」

　思わずコウの名をつぶやきかけたそのとき、連絡係の声が聞こえた。

「報告します！　これより、堂どう島じま隊が赤組本ほん陣じんに急襲をかけます！」

「──ええ？」

　どこにいたのか、白組本陣の近くから赤組に向けてすでに突進をはじめていたコウ隊の姿を見つけ、わずかな推すい測そくと、あとはほとんど直ちよつ感かんで、イハナはこれから起こることを知り、目を見開いた、

　近くの騎馬──洋平の一撃で、白組は二頭の騎馬を失っていた──に思わず声をかける。

「だめです！　伝でん令れいをお願いします！　コウに、すぐに戻るよう！」

　口に出した端はしから気づく。

　……ああ、だめだ、これでは間に合わない──
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　──それは、いわばリズムのようなものだった。

　パン・パン・パンと、きれいにタイミングよく刻まれたリズム。

　長年共ともに過ごしてきて、お互いに相手をよく知るが故ゆえの、身体からだに染しみ付いた、リズム──

　──イハナの危き惧ぐしたとおり、コウが行動を起こしたのは、洋よう平へいが白組本ほん陣じんに突とつ貫かんしたすぐあとだった。

　情報から不ふ穏おんな動きを察知して、中央校こう舎しやの裏を戻り、白組本陣近ちかくの裏うら門もん側からこっそり出てきて様よう子すをうかがっていたコウは、そのためはっきりと白組の受けたダメージを直視できた。そしてその場のだれよりも、洋平隊の、イノシシのような突進の威い力りよくと効果を理解していた。

　あれは、ダメだと。

　防ぎようがなく、さらにこちらの気力まで奪う一いち撃げきだと。

　だからこそ、洋平の突とつ撃げきでだれもが固まってしまったとき、いち早く動けたのもコウだった。

　ケンカなれしているからこそ、身体が反射的に動く。

　ケンカは先に殴なぐったほうが有利になる。その有利さを打ち消すためには、間かん髪はついれずこちらも一撃返かえすしかない。殴られたら殴り返す。また殴られたらさらに殴り返す。それができなくなれば、戦う気力もなくなる。白組に戦う力を復活させるためにも、すぐに殴り返さなければならない、殴り返すだけの力があることを示し、白組のモチベーションを取り戻さなければならない──過去から染み付いた習しゆう性せい、殴られては殴り返していた経験が、コウをほとんど反射的に、リズムを刻むかのごとくテンポよく、動かしていた。

　思し考こうを放ほう棄きしていたわけではない。

　コウはしっかりと、白組のみならず赤組の騎き馬ばたちの目まで洋平の行動に釘くぎ付づけになっていたことを確かめていた。

　だれにも、見つかっていない。

　だからこその、まだ見つかっていないからこその、チャンス。

　赤組に、同じくらいのダメージを与え、白組を復活させるための、最大の──

　赤組から大だい歓声が上がっているなかを、コウの騎馬は、音もなく、赤組に向かって走り出した。

　洋平が行ったのと同じように、速度を、重さを、すべて運動エネルギーに変え、敵の本陣にぶつけるために。殴られた分の一撃を、そっくりそのままお返しし、白組の気力を取り戻すために──

　だが、コウが走り出したときには、すでに洋よう平へいも動き出していた。

　なぜか広い校庭上では、連絡係の情報もなくコウの動きを見つけられたはずがないのに、まるでこれを予期していたかのように。そうなることを疑っていなかったかのように。洋平の騎き馬ばは明らかに本ほん陣じんに戻るためではなく、助走を開始する──

　だがそれを知る由よしもなく、コウは赤組に向かって走る。一いつ直線に。

　そのときになってようやく赤組の騎馬がコウの出現に気づいて動き出したが、もうとめられない。赤組の棒の周囲には分ぶ厚あつい人の壁が出来上がっていたが、関係ない。棒は倒せなくていいのだ。ただこの一いち撃げきを当てることさえできれば。白組の奪われた気力はよみがえる。殴なぐられたのを殴り返せば、モチベーションを取り戻し、また戦えるようになる。いまここで大事なのはそれ。殴り返すこと。モチベーションがある限り、《グレイテストオリオン》の力で逆転できる。そして、もはや自分たちの一撃を邪じや魔まできるものなど何もない──

　──失しつ念ねんしていたわけではない。

　そういう『隙すき』を演出できる存在を。

　恕じよ宇うがいるかもしれないとは、思っていた。

　ただ、これだけ運動エネルギーが乗れば、立ちふさがったところでこちらをとめられるはずがない。そう考えていたのだ。騎馬は思うように、動く。速度もじゅうぶん乗っている。──だからこそ、いかに恕宇が騎き手しゆだとはいえ、たった一いつ基きの騎馬がじゅうぶんに助走をかけた自分たちをとめられるはずないと。

　思ったとおり、菜な々な那なの陣の後ろから回り込むように、恕宇の騎馬が飛び出してきた。

　明らかに狙ねらっていたのだろう、生徒たちのつくった壁の向こうから、いきなりに。

　ここにコウの、最大のミスがあった。

　コウは、こちらを誘い込むために恕宇が隠かくれていると思っていた。

　──だからこそ、逆に油ゆ断だんして、心に備えをしていなかった。

　完全に失念していた。

　恕宇たちも裸はだかになっているだろう、ということを。

　なんの準備もできていなかった、文字通りの無む防備だったコウの心は、目の前に現れた恕宇とその騎馬を見た瞬しゆん間かん真まっ白しろになった。それはわずか一いつ瞬しゆんのことだったが、自分がどこにいて、何をしている最中だったかすっぱり忘れた。周囲の状況すべてを忘れて、ただただ頭の中を空白にして、突とつ如じよ目の前に出現した四つの裸ら体たい──とくにそのなかのふたつ、を見た。

　さらにいうなら恕宇は自身の周囲の『壁』にも、女子ばかりを集めていたりする。

　それらを一瞬で、コウは真っ白になった自分の網もう膜まくへ焼き付けた。

　……うわぁ、すげぇ。ぐらいは思ったかもしれない。

　結局のところ向こうは騎馬だったわけであり、一瞬だったこともあり、はっきりと見られたわけではなかったのだが、目の前に、よく知る恕じよ宇うと綾あやのそういうものがある、というだけで、発はつ情じようしている男には、じゅうぶん。

　呆ほうけていた時間は確かに一いつ瞬しゆんであり、コウは反射的に顔をそむけてすぐに自分を取り戻したのだが、そのときにはもうすべてが決まっていた。急いで恕宇を避けようとして、コウは気づいた。すぐ後ろから、洋よう平へいの騎き馬ばが迫ってくることを。まるでコウがそうして走ってくることを知っていたかのように、校庭の端はしから助走をつけて。先ほど白組本ほん陣じんにつっこんだときと同じ──あるいはそれ以上──のエネルギーを、今度は白組の陣にではなく、ただコウひとりにぶつけるために──

　洋平の、何も感じていないような表情が見え。

　視線が合う──
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（─────────────────────────洋平ようへぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ！）




　最後まで、コウは冷静だった。

　洋平の騎馬が目前に迫った瞬しゆん間かん、騎馬に自分を放り上げさせた。

　だがそれ以上に、洋平もまた落ち着いていた。

　白組の本陣に突とつ撃げきしかなりの戦せん果かをあげながら、すぐに取って返してコウを追った冷静さで、コウが騎き馬ばに放り投げられた瞬しゆん間かん洋よう平へいもまた、ジャンプした。騎馬ごと。空中にはもうそれ以上の逃げ場はなく、体勢も変えられず、コウは視線を合わせつつ、洋平の騎馬の直ちよく撃げきを受け、空中でもんどりを打って跳ね上がり、そのままきりもみに、落ちた。

　まず白組にダメージを与え、取って返してコウに一いち撃げき。

　それは、まるでパン・パン・パンと、リズムを打ったような一ひと幕まくだった。

　洋平の一撃を見た瞬間に反撃を開始したコウ、コウが反撃してくることを疑わず、イハナに一撃与えるや次の助走を開始した洋平、コウが襲おそってくると確信して待ち伏せ、コウに最大の隙すきをつくりだした恕じよ宇う、──共に日々を過ごしてきたからこその、お互いに相手のリズムを知りつくした、だからこその一幕──

　──洋平と恕宇の意識していない連れん携けいに、コウが上を行かれた瞬間だった。
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　コウが敗北したかはともかく、騎き馬ば隊たいは、崩れただけでは負けにならない。

　鉢はち巻まきを奪われるか、騎き手しゆが落馬し地面に落ちてはじめて騎馬は負けとなる。ルール的には気を失っても負けになるのだが、このときコウが一いつ瞬しゆんでも気を失ったのか知る者はいない。少なくとも周囲には、コウが朦もう朧ろうとはしていても意識はあるように見えた。

　運命を分けたのは、コウが宙にジャンプしたこと、そして洋平がそれを追ったこと。

　洋平がジャンプしコウに突とつ撃げきしたために、下の騎馬三人は直ちよく撃げきを受けずにすんでいた。

　また、前方ではなく上方に跳ね上げられたコウの滞たい空くう時間が比較的長かったこと──つまりそれだけ洋平の突撃に威い力りよくがあったということだが──も運がよかった。

　絶対的な危き地ちにおいて、関せき谷やら三人の判断は何かが乗り移ったような冴さえを見せる。

「──堂どう島じまを、守れ！　五組！」

　関谷は滑り込み、自分の身体からだを下した敷じきにコウが地面に落ちるのを防ぎ、残り二人がだらりと脱力しているコウを持ち上げ、無理やり騎馬へと乗せた。そして走り出した。

　──このときまで、赤組の騎馬は動かなかった。

　その理由は呆ほうけていたというのもあるが、洋平と恕宇に遠えん慮りよをしていたのもある。

　が、コウを倒した代だい償しようは、洋平と恕宇にとっても大きかった。

　どこで負傷したのか、恕宇・綾あやと合流した洋平は突とつ如じよ鼻から血を噴ふき出し、治療のために一いち時じ退場となった（ちなみにこれが、《グレイテストオリオン》に守られた『棒ぼう鳥とり騎馬戦せん』での唯ゆい一いつの負傷事例となった）。恕宇も、なぜだろう騎馬の一人にばすばす頭ず突つきをされていて、しかもそれが本気の頭突きで、彼女をなだめるために動けなかった。

　だから赤組の、他の騎き馬ばたちがコウ討とう伐ばつへと動き。

　二年五組の面めん々めんが、男子も女子も、コウを無事本ほん陣じんへ返すための壁となった。

　彼らは騎馬ではないため、文字通りただの『壁』になり、ただただ打ち倒されていく。

　それでも身を挺ていしてかばい、堂どう島じまコウの退たい路ろを守る。みークルの有名人にして、その意い外がい性はだれもが認めるコウさえ『生きて』戻れば、きっと白組の勝利につながると信じて。

　やがて壁がなくなると、今度は関せき谷やが騎馬から離れて壁となった。

　このときさいわいしたのが、まず、コウが鉢はち巻まきを十本持っていたことだった。

　関谷はコウの首から九本の鉢巻を取り、自分をおとりとしたのだ。

　何しろコウは満まん身しん創そう痍い、いつでも倒せそうであり、しかもいまや一本しか鉢巻を持っていない。

　対して関谷は九本鉢巻を持っている上に、持ってはいても登とう録ろくされていないので騎き手しゆにはなれず、攻撃されても反撃できない。

　文字通り、恰かつ好こうのえさ。

　さらに幸運だったのは、赤組は一枚岩いわではなかったこと。

　サクラのメッセージのために、玉ぎよく石せき混こん交こうとなっていたこと。

　白組はイハナのために戦っている生徒がすべてだったが、赤組は菜な々な那なのために戦っている者ばかりではなかった。確かに菜々那は年ねん齢れいの割にカリスマ性があるが、まだ一年生であり、しかも日ひ炉ろ理り坂ざか的には異い邦ほう人。赤組についた生徒の中には菜々那を応援する者だけではなく、舞まい原ばる家が気に食わない者、単純に勝つ側につきたかった者、サクラの魅力と権力にあやかりたがった者などがいて（たとえば赤組についたミステリ同どう好こう会の部長などもそうした生徒のひとり、というか最たるものだった）、もちろん彼らはどちらかといえば少数派はだったが、そうした生徒たちはこの騎馬戦せんという目立つ戦いにおいて手て柄がらを欲しがっていた。

　彼らは、だから、コウ追つい撃げき隊たいからすぐに離り脱だつして、鉢巻九本というおいしいえさを持つ関谷を追った。

　関谷ひとりの『壁』ごとき、すぐに倒せると思ったのだろう。

　だが、モチベーションの高かった関谷は非常にしぶとかった。

　追い回されてもねばりにねばり、倒されてからも鉢巻を身体からだの下に守り、蹴けられようが踏まれようが、ぼろぼろになって意識を失うまで鉢巻を手放さなかった。《グレイテストオリオン》の助けもあっただろうし、また、関谷を追った騎馬たちも手柄を分けようとしなかったため、結局余よ計けいな時間がかかった。そのためコウ追撃の手が足りなくなり、コウは駆けつけてきた白組の救きゆう援えんに守られ、無事に本ほん陣じんへと戻ることができた。

　いったんは負けムードだった白組は、皮ひ肉にくなことに、コウの凄せい絶ぜつな吹っ飛び方と二年五組の壮そう絶ぜつな『死』に、再びモチベーションを上げることになる。

　とにかく、コウは多大な犠ぎ牲せいを払いながら、無事に本陣へと帰き還かんした。

　そして。

　ほとんど呆ぼう然ぜんとしていながらも、コウは、自分が運ばれていく周囲で何が起きているのか理解していた。自分をかばい、どんどんと倒れていく仲間たち、さらに、あの関せき谷やにまで迷めい惑わくをかけて──それでも動けなかったのは、やはり洋よう平へいの一いち撃げきが死ぬほど効いていたからだが、というか洋平、絶対おれを殺す気だったろうと思うのだが、いかに《Ｉｔ》に守られていても、無防備に食らえば平然としていられるはずもない。もっともダメージは《グレイテストオリオン》のおかげで肉体的にはほとんどなく、主に精神的なものだったりするが──

　──やられた、と思う。

　洋平に、こちらの動きを完全に、読まれていた。

　それもほとんど推すい測そくではなく勘かんのレベルで。

　さらに恕じよ宇うが、『裸はだか』という切り札を効果的に用いるためにギリギリまで姿を隠かくしていたことにも、気づけなかった。綾あやが、自分たちには他の人間が裸に見えていることを恕宇に教える可能性はじゅうぶん考えられたし、恕宇がそれを利用しようとすることも確かに予想できたはずなのに。何しろあんな条件を出してくるほどなのだから。裸を見せるぐらいでためらうはずもない。異常に気づけていないのならばなおのこと。

　そのせいで、結局イハナに託された九本もの鉢はち巻まきを失い、クラスメイトの全員を、犠ぎ牲せいにしてしまい、あまつさえあの関谷に借りをつくってしまい──

「コウ！　コウ！　だいじょうぶですか？」

　唇くちびるをゆがめる。

　──イハナにまで、心配をかけてしまった。

　いいやそもそも、イハナを危険にさらして、白組を敗北の窮きゆう地ち近くに追いやってしまったのも自分の浅はかさのせいだ。悪あく魔まのミカタとして、《知恵の実み》の──《グレイテストオリオン》の恐ろしさについて注意しておくべきだったのに。ハッタリでしか戦えない自分にとって、冷静さと判断力こそが最大の武器のはずなのに。結局は自分の浅せん慮りよですべてを台だい無なしにしかけた。そのうえ──

「……コウ？　しっかりしてください！　コウ？」

　裸ら体たいに気をとられたためにこんな目に遭あい、クラスメイトを失ったのに、いまだに、「うわ、ハナちゃんまでも完全に裸！　しかも近！」とか考えている、おれはどこまで、いったいどこまで度し難い──？

　どくん、と胸の中で、大きな何かが、脈みや打くうった。

　とても凶きよう悪あくな、何かが。

　──いいだろう。と知らず、つぶやく。

　認めよう。自分の矮わい小しようさ。情なさけなさ。

　──そして洋平、おまえがここまでやれるほど強かったというのなら、……小鳥遊たかなし、おまえがおれを倒すため、そこまでやれるというのなら──

　──いいだろう。

　おれだって、もはやなりふりかまわない。

　見せてやる。吹っ切れた、悪あく魔まのミカタの本気ってやつを。

　もう我慢など、するものか。

　どくん、どくんと胸の中の高鳴りが、どんどん大きくなっていく──
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　一いち応おう赤組に所しよ属ぞくし騎き馬ばを率ひきいているミステリ同どう好こう会の部長は、焦っていた。

　結局鉢はち巻まき九本の争そう奪だつ戦に破れた上に、コウの撃げき墜ついより鉢巻の入にゆう手しゆを優先したことで赤組の仲間から微び妙みように白い目で見られるようになったことで。

　──もちろん、ミス同どう部長にも言い分がある。

　大事なのは勝つことであり、ゆえに堂どう島じまコウよりも鉢巻を優先するのが当然だろう？　だいたい菜な々な那なからはなんの指示も受けていないのだから、自由に動いて何が悪い？

　だが、結局活かつ躍やくはできず、逆に、まるで勝かつ手てに行動して大きなミスを犯したように扱われてしまっている。

　このままでは、菜々那に恩を売って、さらに舞まい原ばるサクラに名前を知ってもらおうという計画がダメになってしまう。

　もともとミス同部長は、菜々那がきらいだったため白組につくつもりだった。

　が、舞原サクラが赤組につくと聞いて方針をころりと変えた。夏休み、舞原姉妹しまいがケンカした、といううわさは聞いていたため、だからサクラは妹の敵、赤組に入ることにしたのだろうと。ならばここで活躍しイハナに『ぎゃふん』といわせられれば、きっとサクラに自分を覚えてもらえる。さらにはクソ生なま意い気きな赤あか毛げの一年生にも大きな恩を着せられる。投票時じ、形勢は赤組有ゆう利りのようだったし、あの一年生が生徒会長になるというならなおさら恩は売っておくべき──そう考えていたのだが、文ぶん系けい部の部長であって運動が得意ではなくしかもモチベーションもあまり高くなかった彼は、当然ながら、ここまでほとんど活躍できていなかった。

　だからこそこの騎馬戦せんで、大きな手て柄がらがほしい──

　ちらり、と後ろを振り返る。

　治療を終えて戻ってきた葉は切ぎり洋よう平へいに、三年生の真ま嶋じま綾あやが何か詰め寄っているのが見える（「ねぇ見えてるの？　まさか葉切くんにも見えているの？　ねぇ！」とかわけのわからないことをいっているのが聞こえた。何をやっているんだあいつらは。だいたい、あいつらが堂島コウを追っかけてればよかったものを──）。

　これ以上、あいつらにいいところを取られたくない。

　そうだ、おれだってやれる。あの葉は切ぎり洋よう平へいが、二年のガキができることなら、おれだって、やれるんだ──

「朝あさ比ひ奈な！」ミス同部長はやぐらの上を振り仰いで叫んだ。「いま白組は混乱している！　これを逃す手はない！　これからおれらが特とつ攻こうをかます！」

「……いーよー。ガンバって？」

　菜な々な那なの返事を受けて、ミス同どう部長の騎き馬ばが動き出す。

　指示していないのに騎馬が動き出すことを、ミス同部長はぜんぜん不ふ思し議ぎに思わない。騎馬でありながら普通に走るより速いことにも、やはり部長は気づかない。どこまでも疲れることなく走り続けられるのも、まったく異常に感じない──ミス同部長も確かに、《グレイテストオリオン》の恩おん恵けいを受けていた。

　風を切って、白組の陣じんに突進していく。

　あっという間に見えてくる。白組の『棒ぼう鳥とり』とやぐら、そして人間の壁。

　壁の上に、もう元気を取り戻したか不ふ敵てきに笑っているコウの姿を見つけて、ミス同部長の顔がゆがんだ。……さっきは恥はじをかかせやがって。いいだろう、おまえに向かってすげぇ一いち撃げきをぶちかましてやる。おまえを宙にぶっ飛ばして、小鳥遊たかなし恕じよ宇うも葉切洋平も結局取とれなかった鉢はち巻まきを奪い取ってやる。堂どう島じまコウを倒した栄えい誉よはおれのもの──実際の話、このときミス同部長は完全に、コウがサクラの恋人なのを忘れていた。だからモチベーションを倍加して、コウが座っている人間壁の部分に向かって突っ込んでいった。

　聞こえるはずのない、声が聞こえた、気がした。

「あんた、うちの部長をバカにしたって本当？」

（──なに？）

「……まぁ、いいや。だったらさっそく勝負といくか。あんたとおれのモチベーション、果たして上なのはどちらだ？」

　わずかに気き勢せいが揺らいだが、それでも洋平の突進に劣おとるとも優らぬ勢いで、ミス同部長は白組の壁に突っ込んでいき──

（────────うわあああああああああああああああああああああああああああ？）

　しかし悲鳴は、だれの耳にも届かない。

　──まるで綿が水を吸い込むかのように、白組生せい徒とでできた壁のなかに突進してきた赤組の騎馬を吸い込んで、コウはそっと、微笑ほほえんだ。

　自分の身体からだを、見下ろす。

　もはや服は着ていない。

　全ぜん裸ら。

　……もう、堂島コウは服を着ていない。これまでひたすら隠してきた、すべてをさらけ出している。うん。これはなかなか快適だ。下へ手たしたらくせになっちゃいそう。

　コウは、笑う。

　自分にも綾あやにも、《グレイテストオリオン》の影えい響きようはないが、それでも『使用』することはできる。

　結局のところ《知恵の実み》は、便利すぎる道具というだけなのだから。

　コウは後ろを振り返り、こちらを見ていたイハナに手を伸ばし、握手を求めた。

（……じゃ、ハナちゃん。ちょっくら戦ってくるから）

（はい。がんばって。待っています）

　握り締めた手にこめた思いに、当然のようにイハナが意思を返してくる。何も不ふ思し議ぎに感じていない表情で。それがコウにはおもしろい。

　──声に出さずとも、騎き馬ばが思った通りに動いてくれていた理由が、これ。

　触れれば、伝わる。伝わってくる。意思が。思いが。モチベーションが。

　伝えられる──

　コウは笑って手を放すと、遠く、赤組の陣じんを見み据すえた。

　と同時に動き出す。コウが座っていた生徒の『壁』が。コウの意思の命ずるままに。疑問を感じることもなく。『壁』の一部がそのまま『騎馬』と化していく。

　普通の、前にひとり左右にふたりの三人で構成された騎馬ではない。

　洋よう平へいが乗っていたような四人でつくられた騎馬でもない。

　壁になっていた生徒たち、そして周囲から集まってきた生徒たち、総勢十七人の身体が組み合わさってできた騎馬が、コウを乗せ、足並みをそろえて動き出す。

　いま、応援にかけつけてきた白組の生徒が加わって、総そう勢ぜい二十人の騎馬となった。

　騎き手しゆを失っていた騎馬が参加して、二十六人に増えた。

　みなが足になっているわけではない。なかにはかつがれ他の生徒との中ちゆう継けいになっている生徒もいる。腕を使い身体からだを使い、椅い子すのようにコウを支えている生徒もいる。さきほどぶつかってきて壁の中に埋もれた赤組のミス同どう部長とその騎馬たちも、コウの騎馬に加わって、歩ほ調ちようを合わせて進んでいる。ミス同部長だけではない、何人か、おそらく斥せつ候こうだったのだろう赤組生せい徒とまで加わっている──

　全員、裸。

　男も女も、敵も味方も、関係なく。裸の身体をからませあって『戦車』をつくり。

　全員が、コウの『想い』に共鳴し、力を合わせてくれている。

　──この恰かつ好こうは、つまりそういうことなのだ。コウは理解する。

　速く走りたいと思うから、手や足が、変化する。

　より強くなりたい、勝ちたいと願う気持ちが羽を生はやさせ、鱗うろこをまとわせ、──力を合わせてがんばりたいと思う気持ちが、身体と外界の境界の象徴たる服をなくして『裸の身体』に変化する。だから騎き馬ばの息があれほど合い、口に出さずとも意思が伝わり、まるで他人の身体からだを己おのれが肉体の一部のように思うがままに動かせたのだ。

　裸はだかへの変化は、もっと強く触れ合いたい、力を合わせたいと願う心の表れ。

　大おお綱つな引ひきのときも、みんな、自分個人の力を強化するのではなく、みんなと力を合わせることを選んだ。その思いでひとつになって、──だからこそ、ああなった。

　あのときおれだけが、力を合わせるのではなく、ただ《Ｉｔ》にのみ頼っていた。

　イハナの場合は、──きっと、おれのことを励はげましたいと、力になりたいと思ってくれて、だからあのとき──

　ならば、とコウは笑った。

　みんなが力を合わせたいと願い、そういう身体になっているなら、この裸はそういうことなら。

　あとはどちらに合わせるか。

　敵てき味方は関係ない。お互いのモチベーションを比べ合い、戦わせ、より強いほうが『支配』すればいい。みんなそれに合わせればいい。この《グレイテストオリオン》までもが参加した、『おれたち裸で運動会』は、つまるところ、そこにいきつく。どちらがより勝ちたいか。どちらのモチベーションがより優っているのか。どちらの思いが生き残るのか──

「……ああ、おれが負けたらあきらめてやる」

　コウは笑ってうなずいた。

　ゆっくりと、いまや『三十人戦せん車しや』となった騎馬の歩を進めつつ。

「だから、おれをあきらめさせたいのなら見せてみろ。おれの意思を超える思いを。おれを打ち負かすほどの力を。見せてみろ。おれにあきらめさせてみろ」

　現実を、ただ強く願うだけで変えられるなんて思うなら。

　変えてみろ。倒してみろ。おれという名の現実を。

　おれこそが、願うだけでは変えられないこの世界の現実を、悪あく魔まの力を借りてまで変えようとしている存在なのだから。それをとめようというのなら、ならば否定してみろ、このおれを。思いだけで世界を変えられるなら──

　赤組側がわから騎馬が三頭、順々に、突進してきた。

　コウの騎馬に、ぶち当たる。

　当たった瞬しゆん間かん感じるのは、こちらを倒したいという心。

　モチベーション。

　そしてこちらから伝えるのは──

　──新たに二に基きの赤組騎馬を『侵しん食しよく』し自分の『人間戦車』に組み込むと、コウはこちらに攻撃せず引き返していく最後の騎馬に目を向けた。

　機き動どう力では、さすがに向こうに分がある。

　だからコウは、つぶやく。

「……砲ほう弾だん、装そう塡てん」

　コウの右側で生徒たちがもぞもぞ蠢うごめき、身をくねらせて、発はつ射しや体勢を整える──

「照しよう準じゆん、前方を逃げていく騎き馬ば隊たい。──発射」

　淡たん々たんとしたコウの言葉が終わると同時に、右手側から『砲ほう弾だん』が、『発射』された。

　人間の手から投げられたとは思えないほどのスピードで、いまや砲弾と化したミス同どう部長が飛んでいき、逃げていく騎馬にぶち当たる。本当ならばよくて全身骨こつ折せつ悪けりゃ死亡コースだろうが、ここは裸はだかの運動会場、熱ねつ血けつしている少年たちにこの程度など屁へでもない。当然だれにも怪け我がはなく、体勢のくずれた騎馬と落馬した騎き手しゆはすぐに立ち上がり、とんできたミス同部長に肩を貸してその場を逃げ出した。そんな、まさに友情を感じる光景に、コウはほろりとするものを覚え、『騎馬』よりは遅いが『人』よりは速い『戦せん車しや』の足をそのまま進めてミス同部長も含めた五人をまとめて踏み潰つぶし、吸収し、おのれのモチベーションで『侵しん食しよく』していった。

　──おれを倒せないのなら、おれのために、力を合わせて働くがいい。

　そうだ、これこそ、おれがこれからしようとしていることの象しよう徴ちよう。

　さぁ、いくぞ、と赤組の、遠くに見える『棒ぼう鳥とり』を見る。

　どんどんかかってくるがいい。意思だけでおれを倒せるというのなら。

　ここにいるのは悪あく魔まのミカタ。

　たった一人の女性のために、悪魔のミカタになってまで、この世界をおのれの『意思』で塗り替えようと、『侵食』しようとしている存在。

　だから、さぁ、とめたいと思うのならばかかってこい。

　この身を焦こがす熱い思いを、日ひ奈なへの『想い』を、とめられると思うなら──

（……男も女も関係ない。敵も味方も関係ない）

（……侵おかしてやる。侵してやる。侵してやる。侵してやる。侵してやる。侵してやる──侵してやる！　──おれの日奈へのモチベーションで──おまえら全員──）

　世界のすべてを、侵してやろう。
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　コウの願い、それは、冬ふゆ月つき日奈の復活、なんて単純なだけのものではない。

　だからこそ、何が何でもとめなければならない。そして。

　この戦いに勝てば、コウが企くわだてていることをとめられる。はずだが……

「……はっちゃけましたね。あいつ」

「うん。はっちゃけてる」

「……」

　恕じよ宇うは騎き馬ばを務める綾あやを見、横に立つ洋よう平へいに目をやり（ちなみに洋平はこちらを見ようとしない、《グレイテストオリオン》の力を感じているにもかかわらず、コウや綾と同じくこの場の異常を認にん識しきできているらしい。さすがは取引しない男か──もっとも鼻はな血ぢが出るほど先せん輩ぱいの裸はだかを見たというなら許すわけにはいかないが）、もう一度、こちらにゆっくり近づいてくるコウの騎き馬ば──いまや『戦せん車しや』──をながめた。

　どれだけの生徒が参加しているのだろう、赤組の騎馬まで吸収して巨大化しているそれは、ちょっとした走るピラミッドを形成していた。

　ピラミッドの頂点付ふ近きんに腰掛けて、こちらを睥へい睨げいしているコウ。

　いまこうしている間にも、止めようと攻撃を仕掛ける赤組の騎馬や、コウを手伝おうと応援に駆けつけてくる白組の仲間を吸収し、どんどん大きくなっている。

　──自分ではわからないのだが、あれは異常な現げん象しようなのか？

　そうなのだろう、……どうしてあんな騎馬ができるの？　下の人つぶれちゃったりしないの？　と綾がつぶやいているのが聞こえてくる。

　──そう、自分は異常を感じない。恕宇は笑った。

　綾が感じているような異常を、自分はまったく感じられない。

　だからこそ、やろうと思えば自分もあれをやれるだろう。

　きっと同じことがやれるだろう。赤組の仲間を集めて『戦車』に組み上げられるだろう。

　だが、それをする意味はない。

　なぜなら、ここで問われているのは──

　もう一度、綾を見る。

　綾が怪け訝げんに見返してくる。

　もう完全に裸になってから長く、さすがに踏ん切りがついたらしくてことさら身体からだを隠かくすようなことはしていなかった。もっとも、さっきは本気で怒っていた。確かに自分の考えが足りなかった。普通の女の子が、いきなり好きな人に裸をさらすような真ま似ねをできるはずがない。だから綾は怒って、おかげで恕宇はしかたなく、コウの追つい撃げきをあきらめた。それがおそらく、勝負を分けたが──だがまぁしかたないだろう。綾の意思を無視して追撃し勝ってしまえば、自分は結局、コウを倒すために綾を利用したことになる。それではだめだ、彼女も納なつ得とくずみでなければ──

　……わかっている。綾が本当に、コウを好きなのだということは。

　でも、だけど、自分だって、気持ちでは決して負けていないのだ。コウには。

　恕じよ宇うは大きく深しん呼吸をすると、後方のやぐらに立ってコウの『戦せん車しや』を見ている菜な々な那なに声をかけた。

「朝あさ比ひ奈な」

　呼ばれて菜々那は、恕宇と視線を合わせる。

　しばらくの間見つめあい、やがて菜々那は笑った。

「おもしろいんじゃない？」

「……いいのか？」

「もちろん！　応援するから、がんばって！」

　恕宇はすまない、と頭を下げると、ゆっくりと、進み出す。

　歩を進めつつ、綾あやがたずねた。

「……な、何をする気？」

　恕宇は笑った。

「……コウは《グレイテストオリオン》を利用して、自分のモチベーションを押しつけ他人の騎き馬ばを『侵しん食しよく』し、思うがままに操あやつっています。味方どころか敵まで吸収し、自分の一部のように──でもそれは、とりこまれたやつのモチベーションがコウのそれより弱かった、というだけのこと」

「……いや、たぶん、それだけじゃないんじゃないかな。きっと……」

「……ええもちろん。コウの思いを白組の生徒が応援し、支え、増幅している。コウも含めた白組の生徒たちが勝利のために力を合わせようとしているからこそ、あれだけの『戦車』が破は綻たんなく動いているのでしょう。ですが結局、最終的には、《グレイテストオリオン》──

　──だれのモチベーションがもっとも強いか、ということになる」

　白組を勝たせたいという気持ちか。

　赤組を勝たせたいという意思か。

　──日ひ奈なを生き返らせたいと願うあいつか。

　──先せん輩ぱいを想い、だからこそそれをとめたいと思う私か。

　思いが優っているのはどちらか。最終的に秤はかりにかけられるのは、私たちの心の力──

　問われているのは、思いの強さ。

　恕宇は綾の瞳ひとみを見つめ、宣言した。

「私のあなたへの想いは、決してあいつに負けない、それを証明してみせたい。だから。

　これから──私はみずからあいつに取り込まれ、逆にあいつを『侵食』してみせます」

　コウのモチベーションを上回り、『侵食』し返す。

　そうすれば、あの『戦車』をとめられる。それどころか赤組の『戦車』に変えられる。

　一発で逆転できる。

　自分がコウに優っていれば。

「むちゃよ！　そんなの！　無理だって！」

「むちゃじゃない！　やってみせます！　試したいんだ！　私は！　果たして私の気持ちは、あいつに劣おとるものなのか──」

　こんな考え方、これも『熱ねつ血けつ化か』の影えい響きようなのか。

　そうであっても、かまわない。少なくとも精神力の比べ合いなら、《Ｉｔ》の力が及ばないフェアな戦いになるだろうから。

　リレーでは負けてしまったが。

　そうだ、絶対に、この気持ちだけは、あいつにだって負けていない──

「……違う。違うの恕じよ宇う。そういうのじゃ、ないの、コウくんの、あれは、──そんなんじゃ、なくて。……恕宇、絶対、勘かん違ちがいしていて」

「……お願いします。先せん輩ぱい。……いまだけは、私の好きにやらせてください」

「……でも、……お願い、恕宇、あたしの話を」

「お願いします」

　……綾あやは押し黙り、おとなしく騎き馬ばの足となった。

　恕宇は小さく、ありがとうございます、とつぶやいて、

　──コウの『戦せん車しや』目指して、騎馬を走らせはじめる──
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　綾は、身体からだが震えるのを抑えられなかった。

　だんだんと、コウの『戦車』が近づいてくる。

　組み合わさっている人数は、百人を下らないだろう。もしかして百五十はいるかもしれない。近寄ってくるそのさまは、まさしく小山のよう。

　ピラミッドのような『人間戦車』の中ちゆう腹ふくにコウがいるのが見えて、その表情まではっきりと見えるところまで近づいて、とうとう綾は、赤せき面めんして目を閉じた。もちろん騎馬の役目は果たしつつ。

　ああ。だめだ。……やっぱり恕宇は勝てないし、きっとその理由もわかっていない。

　でも、いまさらいっても遅い。

　大きく、深しん呼吸する。

　もう、あたしにできることは、恕宇に悔くいがないよう最後まで付き合うことだけ。

　──決して、恕宇のモチベーションがコウに劣っているとは思わない。

　ただ、勝負の次元が違うのだ。

　比べるものが違うのだ。

　コウが敵を『侵しん食しよく』するため使っているもの、それはモチベーションなんかじゃない。いかにも冷静そうに見えるが、もしかしてコウ自身にもわかっていないだろうそれは、冬ふゆ月つき日ひ奈なへの想いなんかでは（たぶん）ない。勝ちたいという思いでもない。白組を勝たせたいなんて立りつ派ぱな意思なんかじゃない。……いや、ある意い味み純粋なんだろうけど──

　恕じよ宇うにも、きっとイハナにも、わからないだろう。

　でも、綾あやにはわかる。

《グレイテストオリオン》の影えい響きようを受けていない、綾だからこそわかる、コウに起きている異常が。コウのしていることの、意味が。なぜなら、《グレイテストオリオン》を利用しているからだろう、コウの服が消えているから。そして、……なんというか、その、……いままで隠れていたものが、深く隠されていたものが、見えて、非常に、……ものすごく、とんでもないことになっているから。……コウ自体は童どう顔がんなのに、あんな凶きよう暴ぼうになるものなのか、なっていいのか、だいじょうぶなのかいったい──？　あれほどのただごとなさは、きっと、《グレイテストオリオン》が干かん渉しようしているせいなのだろうけど、そうでなければ困ってしまうのだけれども、とにかく、ここからでも見えてしまう隠かくされているべき部分がすさまじく恐ろしいことになっているから。信じられないほどに猛たけっているから。

　だから、わかる。

　一いつ見けん冷静に思えても、いまのコウを動かしているのは、きれいなモチベーションなどではない。

　あれはきっと、リビドー。

　あるいはそれに似たもっと本能的なもの。

　人ではなく獣Beastの性質、生命の根こん源げんのようなもの。男が女に抱くような、女が男に思うような、生きている者が生きたいと願うような、殖ふえたいと求めるような、飢うえたくない、死にたくないと叫ぶような、そしていまだ生まれていないものが生まれたいと泣くような、はるかに本質的なもの──

（──《Ｉｔ》に増幅された、発はつ情じようからの性衝動リビドー──いいや、《Ｉｔ》の思い、そのもの）

　発情状態になってから今日までにずっと溜ため込んできたものを、いま、コウはおさえることなく吐き出して、それを『侵しん食しよく』に使っている。これまでひたすら押し隠していたものを、もはやためらうことなく開放している。それこそまさしく『獣けもの』のように──

　そんなの相手にモチベーションを比べるなんて、飢えたライオンを前にして、私は頭がいいから食べてはいけないなんて説教を試みるネズミのようなもの。

　勝てるはずがないし、そもそも勝負になっていない。

　向こうにとってこちらは獲え物もの、それもとってもおいしそうな──

　──それに、と綾あやは思う。

　……もしも本気で求められたら、きっと、恕じよ宇うはコウを拒こばめないだろう。

　なぜならベルゼバブがいったように、恕宇にも『イブ』の資格があるはずだから。恕宇も知らない心のどこかで、恕宇もコウを求めている、そう思うのは考えすぎか？　それは、もしかしたら、自分やイハナのような恋というスタンスとは違うものかもしれないけれど──

　だからこそ、恕宇はあんな条件を出した（綾も聞かされていた）。

　だからこそ、あんなにコウに勝ちたがっている。

　──だからこそ、きっと、この局面では、勝てない──

　──綾は目を開けた。

　顔を上げ。

　上方に凄せい惨さんな、明らかに獲え物ものを見つけて喜んでいる狩人かりうどの表情を見つけて。

　──観かん念ねんして、目を閉じた。

　ごめんなさい。恕宇。とめられなくて。

　でも、あたし、とめようとしたよね？　したんだよ？

　……もう本当にごめんなさい。とにかくごめん。

　……せめて、ひとりではいかせない。あたしも一緒に付き合うから──

「──────うわ？　これは？　──ちょっ、えう、うわひゃあああああああああああ？」

　これまで聞いたことのない、泡あわを食べさせられているようなすっとんきょうな悲鳴が聞こえ。

　恕宇と綾、コウにとってかけがえのない二人の少女の肉体は、次の瞬しゆん間かん巨大な『人間戦せん車しや』に飲み込まれていった。
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『人間戦車』を構成する生徒たちがもにゅもにゅと動き、コウの隣となりに恕宇の裸ら体たいを吐き出した。

　──恕宇の身体からだ、だけ。

　その髪かみに手をやり、優しく撫なでて、──深い満足を覚えつつ、ゆっくりと『身体』を回転させて、コウは洋よう平へいの騎き馬ばに向き直る。

　洋平の騎馬は四人組から七人組に、少し大きくなっていた。

　それでもコウの『戦車』には遠く及ばない。

　──だがしかし、油ゆ断だんはしない。相手は洋平、恕宇と同じく、さっき見事に自分の上を行ってみせた存在なのだから。だから全力で、──殴りにいく。さっきの借りを返すために。

　そうだ。殴なぐられたら殴り返す──おれは必ず殴り返す。

　だからこそ、反はん逆ぎやく者。

　はったり、開始、

「……いくぜ。洋よう平へい。勝負だ。手て加か減げんはしない。おれはおまえを甘く見ない。おれがいまできる全力で行く」

「……」

「とはいえ、いましかできない攻撃だけどな。《グレイテストオリオン》の守りが働いていて、なおかつ、相手がおまえだからこそ、安心してできる攻撃だ。……あとで代だい償しようも大きいけれど、おまえにだったら使える」

　いくぜ、とコウは指示を出す。

「砲ほう弾だん、装そう塡てん。……照しよう準じゆん、……葉は切ぎり洋平──」

　洋平の騎き馬ばがぐぐぐとたわむ。攻撃された瞬しゆん間かん動き出せるように。

　七人組より大きくなっていないのは、機き動どう力を優先したからなのだろう。確かに機動力だけ見ればコウの『戦せん車しや』に勝ち目はないが、──しかしそんなの関係ない。

　どこかあきらめたような顔をしている洋平に、コウは感情を交えず、いった。

「発はつ射しや」

　──砲弾は。

　発射されなかった。

　真ま嶋じま綾あやの身体からだが装塡まではされていたが、しかし発射されなかった。

　それでも洋平は、綾が打ち出されるであろうことを予想して受け止めようとしていたために、動きが止まってしまっていた。

　もしかして、受け止めると同時に走るつもりだったのかもしれない。

　綾を確保してぎりぎり逃げるという可能性に賭かけていたのかもしれない。

　だが綾は発射されず、そして洋平は動けない──

　──おまえはそういうやつだよ、洋平。

　コウは心に、つぶやく。

　まったく、おまえらしい。

　だからこそ、おまえはおれに、勝てない。

　コウさん、と洋平が、笑ってつぶやいたような気がして。

（──じゃあな、洋平。決着、だ）

　しかし何を気にすることもなく、コウは『人間戦車』に意思を伝え、動けなくなった洋平の騎馬に向かって遠えん慮りよ仮か借しやくなく覆おおいかぶさっていった。
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　洋よう平へいの騎き馬ばがコウの『戦せん車しや』に飲み込まれるのを確認し、菜な々な那なはため息をついた。

　洋平は、勝てなかったか。

　予想はしていた。

　あのコウに与えた一いち撃げき、あれが運命の分ぶん水すい嶺れい──あの時追つい撃げきできていればきっと倒せただろうが、でも洋平は追撃しなかった。

　何を考えていたのかはわからない。

　確かなのは、あれが運命を分けたということ。

　いったん気持ちの整理をされてしまえば、経験、という重要な要素において洋平はコウにかなわない。

　何よりも、洋平は、洋平らしすぎる。

　たとえ勝負がかかっていようと。洋平は、洋平を貫つらぬく。

　そのことをコウは知っている──

　──あの一撃が、最初で最後のチャンスだったのだ。

　残念に思う一方で、菜々那は安心してもいた。

　……よかった。はじまるまえの胸むな騒さわぎは、ただの気のせいだったみたいだ。

　洋平は堂どう島じまコウに負けちゃったけど、でも終わってしまったわけじゃないし、怪け我がはないだろうし、洋平が無事なら何も問題はない。確かに堂島コウには勝てなかったけど──でも驚かせることはできたし。だったらまだまだこれから。……しかしあいつって、本当に意地が悪いよね。サイテーだ。まったく。

　……本当に、よかった。

　ふう、と大きくついたため息は、ほとんどが安あん堵どによるもの。

　洋平のための息を吐き出し、菜々那はあらためて、コウの『戦車』をにらみつける。

　……まったくあいつは、やなやつだ。

　でもまぁけっこうおもしろかったし。そろそろ決めにいこうか。

　やぐらの上に立ち上がり、コウの『戦車』を見み据すえつつ、大きな声で、実は今日はじめてとなる号ごう令れいをかける──

「みんな！　ボクのところに、集まって！」

　──勝つために。お願い、いまこそボクに、力を貸して！
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　気き絶ぜつさせた恕じよ宇うと洋よう平へい、綾あやをそっと赤組の陣じんから離れたところに降ろすと──ああ先せん輩ぱいを撃うたずにすんでよかった、他ならともかく洋平を倒すために撃ったりしたら絶対許ゆるしてもらえなかっただろう、本当によかった、でもやっぱりあとで平へい身しん低てい頭とうしておこうっと、なんて思いつつ、コウは『戦せん車しや』を回転させて、あらためて、棒の前に陣じん取どる菜な々な那なに向き直り。

　かくん、と外れるような勢いで、口を開けた。

　まだ生きている赤組の騎馬や壁たちが、わらわらと菜々那のやぐらに集まっている。

　集まって、力と裸はだかの身体からだを合わせ、どんどん何かを組み上げている。

　──そこまでは、予想の範はん囲い内だった。

　おそらく菜々那もコウと同じ『戦車』をつくるだろうと。

　数にものをいわせて、コウよりも大きな『人間戦車』をつくるだろうと。それは予想の範囲だったし、恐れてもいなかった。敵がどれほど大きな『戦車』をつくろうが、大事なのはモチベーション。何しろ恕宇にも勝てたのだ。おもしろい、という理由だけでこんなことをはじめた菜々那なんかに負けるつもりはなかった。

　だが──

　どんどん人が集まって、赤組のやぐらが大きくなっていく。

　もはや見上げなければ見られない、菜々那の下に裸の生徒が積み重なって、巨大なやぐらを形成し、……いや違う、組み上がっていくのは単なる人間やぐらではなく、これは──

「……な、に？」

　コウの見ている前で。

　菜々那が乗った人間やぐらが、立ち上がった。

「──あ、足？　だと？」

　人間が組み合わさってできた『胴体』に、人間が組み合わさってつくられた『足』がふたつ、ある。ひざまずいた状態でやぐらに生み出された『足』が、『胴体』を、持ち上げる。さらに──

　コウの『戦車』よりなお巨大な、二本の『足』を持つ人間やぐらの左右の壁から、次の瞬間『腕』が伸びだした。

『足』をのぼった生徒が『肩』に到達し、先をつくり、互いの裸体をからませあい、つかみ合い、支えあって、どんどん生徒がのぼっていき、どんどん『肩』が組み上がり、『肩』の先が伸びていき、人間で組まれた二本の『腕』をつくりだす──

　生徒の身体でできた『腕』が動き。

　生徒の身体で構成された『指』が開き。

『棒ぼう鳥とり』を、持ち上げた。

　それはまさしく、『巨人』。

　首のない『巨人』。

　二百、いや三百を超える裸はだかの生徒たちが肩を組み、腕を組み、足をからませ組み合わさって、『足』をつくり、『腕』をつくり、『胴どう体たい』をつくって生み出した、巨大な人ひと型がた。

　まだコウの『戦せん車しや』のほうが、いくらか現実的だろう。

　──あの『胴体』を、『足』の生徒はどうやって支えているのか？　あの『腕』を支える『肩』の生徒は内でいったいどうなっているのか？　重い『棒鳥』を持ち上げて、どうしてこんな『人型』が歩くことができるのか？　いくら《グレイテストオリオン》の力があるとはいえ、どうしてこんな桁けたの外れた存在を『イメージ』することができるのか──

「──────朝あさ・比ひ・奈な！」

　生徒でつくった『腕』に『棒鳥』を抱えて、首に当たる部分から、赤あか毛げの少女がねめつけてくる。

　コウの見ている前で、いかに中ちゆう空くうとはいえそれなりの重さがあるはずの『棒鳥』が（ていうか『棒鳥』、こんなに大きかったっけ？）、生徒たちが組み合わさってつくられた『腕』に抱えられ、軽々と持ち上がり、手が届かないほど高く振り上げられて、上空にそびえたっていき──

「！」

　背せ筋すじに寒気が走った瞬しゆん間かん、コウは『戦車』を全速で、後退させた。

　一いつ瞬しゆん前までコウがいた空間を、『棒鳥』がすさまじい速度で通り過ぎていく。

　コウはよけたがコウの前方でピラミッドの前面を形づくっていた生徒たちはそうはいかず、ケーキのクリームを指で搔かき取るように宙へとなぎ払われた。校庭へと弾はじき落とされた。これまた便利な《グレイテストオリオン》のおかげで怪け我がはないだろうが、しかし衝しよう撃げきに気き絶ぜつしていて『戦車』への復帰は無理だろう。

『巨人』が両手に『棒鳥』を抱え、ぐぐぐと後ろに引いて、再び襲おそいこようとしているのを見て取って、コウは『戦車』をさらに大きく後退させた。

　コウが退さがるのに合わせ、棒を構えつつ、ゆっくりと、『巨人』の足が進みはじめる。

　ローラーでもつけているかのようなすり足で。一歩ずつ。

　再び、『棒鳥』の攻撃が来た。

　右から左になぎ払ったかと思いきや、今度は棒で突いてくる。

　コウはなんとかぎりぎりまで後退し、棒が伸びきった瞬間『戦車』を前進、前方を構成する生徒たちを『棒鳥』に抱きつかせ、奪おうとした。

　が、次の瞬しゆん間かんぐいっと引かれ、あっさりと『棒ぼう鳥とり』は戻っていき、戻る際の回転に巻き込まれた生徒たちが気き絶ぜつし『戦せん車しや』からはがれ落ちていく。

　ちくしょう、とコウは唇くちびるを嚙かむ。

　……ここで、数の力かよ。

　コウの『戦車』がいまや二百人ほど（奪った赤組の騎き馬ば含む）で形成されているのに対し、菜な々な那なの『巨人』は少なくとも四百人は集まって、いまも応援が駆けつけている。さらに増大しようとしている。大きさも重さも向こうが上だ。力ではとても太た刀ち打うちできない。

　菜々那が笑った。

「……もしかして、堂どう島じまコウのおにいさん、こんな棒にもヨクジョーできる？」

「はぁ？」

「ヒトはムリヤリオカせても、棒はムリ、でしょ？　だったらボクには勝てないよ？　堂島コウ」

「……武器使うのは反則でしょ。ヒキョーでしょ。ボク」

「『棒鳥』は武器じゃなくって『棒鳥騎馬戦せん』のシュヤクでしょ？　だったら活躍させてあげないと！」

　言葉とともになぎ払われる『棒鳥』に、コウの『戦車』はさらに後退。

　このままではどんどんと、白組の側に押されていく──そこでようやくコウは気づいた。菜々那の『巨人』はこのまま、白組の本ほん陣じんまで特とつ攻こうするつもりなのだということに。みずからの手で白組の『棒鳥』を倒そうとしていることに。

　イハナを守る白組は、とてもじゃないが数が足りない。

　この攻撃には太刀打ちできない。

　このままでは──

　……ちくしょう、どうする？

　くやしいがあいつのいうとおり、棒相手にはどうにもできない。奪うことすらできないのでは──強ごう引いんに突破してみるか？　あの『巨人』に組み付くことさえできれば──ダメだ、おれの『戦車』じゃ速度も足りないし小回りも利かない。近づく前に『棒鳥』で致ち命めい傷しようを与えられるのがオチ。何よりあの『足』があるから、『胴どう体たい』にまで届かない。足を奪っている間に胴体が落ちて潰つぶされる──

「おまえは、ほんとに、やなやつ、だよな！　いい気分にすぐ水差しやがる！」

「それってボクのいうこと！」

「気をつけろよな！　棒が地面についたら、その時点で負けだぜ？」

「アイダにアンタをはさめるのなら、けっこうコーカイないかもね！」

　菜々那のせりふに背せ筋すじをぞっと震わせつつ、一いつ瞬しゆんコウが考えたのは、恕じよ宇うの騎馬が飛び込んできたときのように、自分の身体からだを菜々那の『巨人』に砲ほう弾だんとして撃うちこむこと。そこからモチベーションで『侵しん食しよく』できれば、自分は絶対菜な々な那なには負けない自信があるから──だがすぐに、菜々那の『巨人』が『棒ぼう鳥とり』を振り、自分をホームランしている光景が目に浮かんで──あいつは絶対手て加か減げんしない──あきらめる。あの『巨人』の速度で砲ほう弾だんをとらえて打ち返せるとは考えにくいが、砲弾のセットにも時間がかかるし（何しろ指示を出す自分が飛ぶわけだから）、《グレイテストオリオン》の力が働いている以上、下へ手たな危険は冒おかせない。

　──さてどうするか──

　棒を振り上げ迫ってくる、赤組生せい徒と四百人以上の肉体が組み上げた『巨人』。

　小回りの利かないコウの『戦せん車しや』ではただただ後退するしかなく、『戦車』の規模を小さくするのも、あるいは形を変えるのも、どうしても一いつ瞬しゆん動きが止まってしまう。そんな暇ひまはとてもない。

《Ｉｔ》の自動反はん応のうに期待して、わざとくらって『棒鳥』が地面に着くのを誘うか？

　いやだめだ。《Ｉｔ》が反応してくれたのかどうか覚えてないが、さっき洋よう平へいの攻撃を食らったときは一瞬意い識しきが飛びかけた。気き絶ぜつしたら負けとなる以上、いちかばちかの行動はできない。何より菜々那が、あいつが、自じ爆ばくなんて真ま似ねをするほど冷静さを欠いているとはとても思えない。

　ああ、やっぱり、認めざるを得ないだろう。これは非常にやばい状態だということを。

　コウは表情では笑えみを浮かべつつ思う。

　……またも、こいつか。

《インヴィジブルエア》のときといい、今度は洋平の味方をしたり、挙あげ句くの果てに今日のこれ──本当に、おまえ、おれの天てん敵てきか──？

「──本ほん陣じんから、伝でん令れいです！　堂どう島じまくん！　大将から！」

　突とつ如じよ聞こえた声に、コウはじりじり後退しつつ、そちらを見た。

　イハナのクラスの生徒だろうか、白組の騎き馬ばがコウの『戦車』に併へい走そうしつつ、口に手を当て叫んでいる。

「──決着は、大将同どう士しでつけるって！　だからさがって！」

　──なんだと？　イハナが？

　いったいどうするつもりなのか──コウは後退して棒の攻撃を避けつつなんとか振り返り、白組の本陣をながめ、またあんぐりと口を開けた。

「──は、ハナちゃん？」

　白組本部のそこには。

　菜々那が操あやつっているのと同じような首のない『巨人』が『棒鳥』を持ち、二本の足で立っていた。
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　頭のない『巨人』の首くび部分に、手を置くような姿勢で乗ったイハナは前方を、睥へい睨げいした。

　正面には、菜な々な那なの乗った人間『巨人』。

　こうして近づけばよくわかる。

　赤組の『巨人』は、イハナが菜々那と同じように白組生せい徒とでつくった『巨人』よりもひと回りほど大きい。当然だろう。もともとの戦力が違うのだから。コウの『戦せん車しや』をつくっていた生徒たちもこちらの『巨人』に『合流』してくれたが、そもそもの数が違う。

　赤組の巨人、最終形けい成せい人数、四百七十三名──赤組生徒のみで構成。

　白組の巨人、最終形成人数、二百八十一名──やはり白組生徒のみで構成。コウの戦車からも増ぞう援えんがあったが、コウが取り込んだ赤組生徒は気き絶ぜつさせて使わなかった。

　大きさですでに負けているなら、生徒を集めていかに同じような『巨人』をつくり『棒ぼう鳥とり』を武器としようとも、力の差は、歴れき然ぜん。

　それでも甘く見るような様よう子すは欠片かけらも見せず、コウを追っていたときとは打って変わった真剣な目で、菜な々な那なはイハナを見み据すえ、いった。

「……悪いけど、タトエそっちが小さくたって、テカゲンしないよ？　ボク」

「……もちろんです。ぞんぶんに来なさい。一年生」

[image: ]

　イハナは無表情に菜々那に応え、ふと、視線を逸そらして、背後に控ひかえたコウを見る。

　すでに『戦せん車しや』の状態は解き、地面に降りて鉢巻を外し、腕を組んで不ふ敵てきな笑顔を浮かべてこちらを見ているコウに、イハナはそっと、礼をいった。心の中で。

　──ありがとう。あなたのおかげで、ここまでこられました。

　きっとわたしひとりでは、こんな戦い、無理でした。

　助けてくれて、──信じてくれて。ありがとう。

「……おねえさん？」

「いいですよ。きなさい。朝あさ比ひ奈な。いつでも」

　赤組の『巨人』を形成している生徒たち。

　白組の『巨人』を組み上げている生徒たち。

　そして気き絶ぜつから覚めて応援に回った生徒たち。菜々那の『巨人』の後ろには、恕じよ宇うと綾あやの姿も見える。固かた唾ずを吞んで見守っている。赤と白の決着を。日ひ炉ろ理り坂ざかの生徒みんながこの場で見ている。確かめようとしている。はたしてどちらか勝つのか。果たしてどちらが次の日炉理坂高校生徒会長になるのか。この戦いの決着は、どういうふうにつくのか──

　──見定めるがいい。勝利者を。

　イハナは思う。

《グレイテストオリオン》の介かい入にゆう。『熱ねつ血けつ化か』。モチベーション。赤と白に分かれた全校生徒。

　でも最終を飾るのは、やはり──生徒会長になるべく立ち上がったわたしたち、ふたり。

　それでこそ。

　次の瞬しゆん間かん。

　菜々那の『巨人』が動き、両手に抱えた『棒ぼう鳥とり』を、振りかざした。

　イハナもまた『巨人』を動かし、半はん身み、脇に抱えた『棒鳥』を正面中ちゆう段だんに構えた。

　まるで菜々那が大だい上段に振り下ろそうとするそれを、いつでも止めてみせようといわんばかりの体勢。

　だが力の差を考えれば、イハナの『巨人』では赤組巨人の振り回す『棒鳥』を受け止めることは不可能だろう。そのまま押し切られるだろう。集められた、手を貸してくれた、生徒の数の力で。

　はたして、菜々那はそのまま打ち下ろしてきた。

　いま持つすべての力にまかせ、押し切る道を選んだ。

　道どう理りだろう。これだけの数を集めたこと、これだけの力を束ねられたこと、それが赤組菜々那の力だから。最後にはそれに懸かけてくるのが当然。それに頼るのが道理。

　赤組の目指した力。

　──イハナは、微笑ほほえんだ。

　今日はじめて、唇くちびるに笑えみの形をつくり、菜な々な那なの視線を捉とらえた。

　朝、心に思ったことを、もう一度、胸の中につぶやきつつ。

　──朝あさ比ひ奈な菜々那、あなたは確かに『華はな』があります。

　これだけのことをしでかす才能も、これだけの人を集めるカリスマ性も、どれもわたしにはまねできないもの。あなたには、そのあでやかな赤あか髪がみと同じく持って生まれた『華』がある──

　でもわたしにも、たとえ天てん賦ぷの『華』はなくとも、種たねより育てた『花』がある。

　この十七年という時をかけ、舞まい原ばるの次じ代だいを受け継ぐ者として、必死に育てた『花』がある。その長い年月に懸かけ、ここで負けるわけにはいかない。ここで負けるということは、その『花』の否定になってしまうから。だから──

　……これが、わたしが育て上げてきた、わたし自身の、力！

「──っ！」

『赤組』の巨人が振り下ろした『棒ぼう鳥とり』が、イハナのそれに触れたと思った瞬しゆん間かん、白組の『棒鳥』が不ふ可か解かいな動きと共に回転し、次の瞬間、菜々那の『棒鳥』の上を取る。急いで菜々那は『棒鳥』を引くが、しかしまるで吸い付いたかのようにイハナの『棒鳥』は離れずに、くるりと相手を巻き込んで、そのまま地面に打ち下ろす──

　──巻き落とし。

　それは、岩イハ流りゆうと呼ばれる護ご身しん術じゆつの一派、長刀なぎなた術の技だった。

　モチベーションも意思の力も関係ない、長い年月を懸けてただ鍛たん錬れんを重ねることで、イハナが自分の身体からだにしみこませてきた技術。白組生せい徒とで組まれた『巨人』の力を借りて放った、しかし最終的には自分自身の意思、力、研けん鑽さんの積み重ねである努力の結けつ晶しよう。

　学んできた長刀の技。

　それがいま、赤組の『棒鳥』を降くだして地面に打ち据すえている──

　歓声が、巻き起こった。

　同時に、赤組の『巨人』が崩れていく。

　ぼろぼろと。……しかしゆっくり、まるでだれかに支えられているかのように。

　ゆっくりと崩れ落ちていく『巨人』の上で、菜々那は一いつ瞬しゆん悔くやしそうな顔を見せたが、すぐに穏おだやかな表情を見せて、笑った。




「……うん。イハナおねえさんの、勝ちだ」




　そのまま菜々那は糸が切れたかのように、崩れ。

　赤組の生徒たちの上へ、倒れ。

『巨人』が、たちまち死体の重なる山となる──

　先に倍する歓声が、校庭中に轟とどろいた。




　──それは白組の勝利を告げる、雄おたけびだった。
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　戦いの終わった戦場は、死し屍し累るい々るいとしていた。

　寸すん前ぜんまで戦い、最後までイハナ、菜な々な那なの『巨人』を組んでいた生徒たちはもちろん、気き絶ぜつから覚めて応援していた生徒たちも、勝負を見み届とどけると同時に力つきた。それは審しん判ぱんや救きゆう急きゆう係を務めていた生徒会委員や先生たち、そして体育館や特とく設せつ教室で観かん戦せんしていた保ほ護ご者たちも、例外ではなかった。

　みんなが出せる力を出し切って、倒れていた。

　夕日に照らし出される、校庭に点々としている生徒たちの影。

　まるで連日徹てつ夜やをしていたような倦けん怠たい感。

　眠気が襲おそってくるのだが興こう奮ふんして眠れないような、きつい、しかし全力を出しつくしたことを示す心ここ地ちのいい疲労。

　本来ならこのあと閉会式と暫ざん定ていの生徒会長就しゆう任にん式しきが予定されていたのだが、これでは無理と判断されて後日に回されることになった。

　校庭では責任者代だい行こうが総そう括かつの挨あい拶さつをしているが、当然だれも聞いていない。

　ただ、今日は体育館と運動部用合がつ宿しゆく所じよを開放するのでどうしても帰れなさそうな生徒はそこに宿しゆく泊はくするように、との言葉は聞こえて、コウは大の字になって寝ね転ころんだまま、それもいいかも、とぼんやり考えていた。

　人の気け配はいに、顔をそちらに向ける。

　恕じよ宇うと綾あやの姿に、笑う。

　コウの視線に笑って応えると、二人とも、すぐに地べたに座りこんだ。

「……小鳥遊たかなし。先せん輩ぱい。……お疲れさん」

「ああ。……本当に、久しぶりに疲れた。……しかもそのうえ、負けだ。なんのためにがんばったのやら」

「それが当たり前だろ。がんばれば必ず勝てる、なんてこと、あるわけない」

「しかも説教されているし。それも勝った側に。ああもう、最低だ」

　ごろん、と恕宇も横になる。ふう、と大きくため息ついて。

　綾が、独り言のように、いった。

「……なんだか、夢の中にいたみたいな感じ……」

　そうだな、とコウも思う。

　校庭も『棒ぼう鳥とり』も、あれほど広くでっかく長ちよう大だいに見えていたのがうそのよう。

　恕じよ宇うも同意のため息をつく。

「そうですね、確かに。……なんというか、ちょっとぼやけてきていますが、とんでもない体育祭だったように思います。……ああ、先せん輩ぱいの裸はだかをずっと目にしていたはずなのに、はっきり思い出せないなんて──」

　……ふと、恕宇がコウを見て。

　綾あやもコウを見て。

　おそらく綾もだろうけど、実は夢のようには感じていてもはっきり思い出せているコウは、二人と視線を合わせてしまってちょっと微び妙みような空気に。

　──ていうか先輩には、おれのもはっきり見られているんだろうな、それもあんな『状態』のところを、うわぁ──

「……そ、そうか。はっきり思い出せないんだ？　小鳥遊たかなし」

「……ああ。残念ながらな。おそらく《グレイテストオリオン》の影えい響きよう下かにあった者たちは、生徒も保ほ護ご者も同様だろう。全力を出し切ったのは覚えているが、あまりにも異常な状態だったためか、現実だと認にん識しきするのを拒否しているような、……そう、まさしく夢を見ていたような気分だ」

　さすが《知恵の実み》に関わってきているだけあって、説明するような恕宇の言葉は確かめるべきことをわかっている。こちらが危き惧ぐしていることを。

　コウはほっとした。

　楽しかったが、こんな運動会がはっきり記き憶おくに残ったままだと、全校生徒の将来にどんな禍か根こんを残してしまうかわからない。

「つまり、これで『熱ねつ血けつ化か』は終わったって考えてもいいのか？」

「いや？　それはまた別だろう。《グレイテストオリオン》をどうにかしない限り根本的な解決にはならん。だがまぁ、肉体が変化したり裸になるような大きな異い常じよう状態は終わったと見ていいだろうな。そろそろそちらの対たい処しよも本気で考えなければ、……イハナ！」

　恕宇に呼ばれ、大会本部から戻ったイハナがゆっくりと、歩いてきた。

　いつもと変わらぬ無む表情だが、やはり疲れているのが雰ふん囲い気きからにじみ出ている。

「みな、つぶれていますね。……とりあえず、舞まい原ばる家に救きゆう援えんを頼んできました。……もっとも、どうやら観戦していただけでみな疲れてしまっているようで……」

　よいしょ、と普段なら出さない声を出してコウの傍そばに座ったイハナに、恕宇がたずねた。

「……ところでイハナ。情報規き制せいのほうはだいじょうぶか？」

「……は？」

「われわれははっきり認識できなかったが、《グレイテストオリオン》による変化、カメラにはばっちり写っていたのだろう？　保護者に許可出したカメラとか、だいじょうぶか？」

「……」

　イハナは無言で立ち上がり、またよろよろと歩いていった。

　いけません、やっぱり疲れていますねと、つぶやきながら。

　沈ちん黙もく。

　しばらくして。

　ついに観かん念ねんしたか、綾あやも地面であることにかまわずその場に寝ね転ころんだ。

　うたうようにつぶやく。

「……ああ、目を閉じたらそのまま寝ちゃいそう……」

「いいですよ先せん輩ぱい？　私がついていますから」

「おれもついていますって！」

「……そんなこというと、あたしほんとに寝ちゃうよ？　いいの？　甘えちゃうよ？　……ああ、やば……」

　ふわぁ、とあくびの音。

　続いて恕じよ宇うもあくびして、結局コウにも移ってしまう。

「……あとは、ハナちゃんにまかせて、寝ちゃうってのは、どうかな……」

「それ、も、……いい、かな。あいつはもう、生徒会長決けつ定ていだし、生徒の面めん倒どうを見るのが仕事なわけだし、……先輩？　もしもし？」

「…………んん」

　ふと、コウは思い出し、気にするのはいやだから早いとこすませてしまおう、とずりずり恕宇の耳もとへ、這はい寄った。

「あの、ええと、……小鳥遊たかなし？」

「…………ん？　なんだ？　呼んだか？」

「……そちらが、その、出した、条件のことだけど……」

　一拍ほど、空気が止まり。

　ため息ののち、答えが返る。

「……きさまはどれだけ絶ぜつ倫りんなんだ？　底なしか？　約束は守る。私は逃げない。……だからせめて、今日は勘かん弁べんしてくれないか？　もうこれ以上は動けない──だいたいおまえ、さっきの騎き馬ば戦せん、あれはもう」

「うわぁ！　うるさい！　違うって！　そうじゃなくって、つまりおれがいいたいのは」

「うるさい！　寝られない！　二人とも静かに！」

「「……ハイ」」

　再びおとずれる、静せい寂じやく。

　紫むらさき色の夕焼けの下。

　遠くに人の動く音が聞こえる、どこかのどかな沈ちん黙もくは、──いつまでも続くかのように思われたまどろみの時間は。

「……起きてください。コウ。……恕じよ宇う、綾あやも」

　いつもより平へい坦たんになったイハナの言葉に破られた。

「……どうかした？」

「何事だ？」

「──もう、何よ」

　顔を上げた三人に、どこか表情を青ざめさせたイハナは静かに、告げる。

「舞まい原ばる家に、……《グレイテストオリオン》の保ほ管かん室に、侵しん入にゆう者がありました」

　イハナの言葉がゆっくりと、疲労した脳にしみこんでいく──

「──監かん視しカメラの映えい像ぞうによると、侵入者は、葉は切ぎり洋よう平へいです」

　コウは、身体からだを起こしてイハナの顔を見た。

　綾も、恕宇も、じっとイハナを見つめている。

　三人の視線を受けて、イハナはそっと、首を振った。

「《グレイテストオリオン》は、保管ケースの中にありました。……が、現在検けん査さち中ゆうですが、ランドールのときのように《グレイテストオリオン》の肉体変へん化かによって生み出された偽にせ物ものである可能性が高い。何よりも、あれほど強かった、近づくことすら困難だった《グレイテストオリオン》の波は動どうが感じられません。もしもあれが偽物で、本物はすでに盗ぬすまれているというのなら、状況的に、……間違いなく、葉切がかかわっているでしょう。

　……なお、現在、葉切の所在は不明です」







　　　　◆







　──もうほぼ冬の秋の日は、あっという間に沈み落ち、夜が近づこうとしていた。
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　川の向こう岸がにわかに赤くなりました。──（中略）──そしてほんとうにそのまっ赤かなうつくしいさそりの火は音なくあかるくあかるく燃えたのです。


（宮みや沢ざわ賢けん治じ『銀ぎん河が鉄道の夜』）
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「やられた。……完全にやられたよ。……あいつに」

「どういうことだ？」

「狼おおかみ少年だよ。おまえも知っているだろ？　ずっと狼が来たと叫んで村人たちをだましていた羊ひつじ飼いの少年は、本当に狼が来たときだれにも信じてもらえず、飼っていた羊をみんな食べられてしまいましたとさ。

　洋よう平へいがやったのは、いわばそれの逆バージョン。

　まともにしか向かってこないと思わせて、最後の最後で、裏切りやがった。

　いつだって全力で向かってくるから、真ま正面からしか向かってこないから、今回もそうだと決め付けて──だまされた。……あいつは最初から、今日はまともに戦うつもりはなかったんだ。だから騎き馬ば戦せんにしか出ないで、体力を温おん存ぞんし、おれたちの目を逸そらして──」

「……『紅こう白はく祭さい』で隙すきのできていた舞まい原ばる家けに忍び込んで、《グレイテストオリオン》を盗ぬすみ出したか。だからわれわれは疲労でろくに動けないのに、あいつにはまだ元気があるというのか。確かにあいつは、今回の異常に気づけていたようだったが、……ならば、この『紅こう白はく祭さい』は、そのための壮大な目くらましだったというのか？」

「いや？　おそらく朝あさ比ひ奈なは関係ない。別に、いつでもよかったんだよ。おれたちが、洋よう平へいは真まっ向こう勝負しかしない、と信じ込み、洋平なら裏をかいたりはしないだろう、と隙すきを見せるのを、あいつはただ、待っていた。おれたちに付け込む隙すきをつくっておいて、そして、チャンスを待っていた。今回の『紅白祭』がそのチャンスになった、ってだけのことだろう。……とにかく、あいつはずっと『狼おおかみが来た』と叫びながら、いつか本当に狼が来る日を待っていたんだ。……ああ。まさしくあいつはおれの弟で子しだよ。おれ流だ。自分の最大の武器をわかっていて、しかもそれを、最大のチャンスで惜しげもなく使い捨てやがった」

「……」

「……だがな。まだ甘い。おれはまだ致ち命めいの傷を受けていない。たった一度で捨てるなら、そこまでやらないと意味がない──あいつが《グレイテストオリオン》を奪って何をする気だろうと、──あいつはそのために、『自分らしさ』を、捨てた。目め先さきの勝利のために、最大の武器を捨てちまった。自分の武器で倒すべき、本当の相手を、間違えたんだよ、あいつは。だからおれは、もう怖くない。洋平を」

「……だが……」

「……ああ。そこが問題だ。……結局のところ、あいつが《グレイテストオリオン》を奪って何をしたいのか、それがさっぱり、わからない」













　　　　１．（小鳥遊たかなし恕じよ宇う）







　コウやイハナともども、舞まい原ばる家けに移動して。

　話があるの、恕宇、と綾あやにささやかれたとき、恕宇は必死で気力をかき集め、現在使つかえる執ラ務イ部ンと実働部スタツフの編成を組みなおしていた。

『紅こう白はく祭さい』に出ていたスタッフが使い物にならないのは、当然として。

　問題は、ただ見学していただけのラインやスタッフたちまで、通常考かんがえられないくらいに疲労していたこと。舞原家に仕えるラインもスタッフも、競技に出ていたわけではないのに応援だけで疲労していた。『熱ねつ血けつ化か』の影えい響きようはここにもあり、つまり応援に燃えつきた、ということなのだろうが、何しろ舞原の姫が出場していたのだ、応援していない者など舞原家にはいなかった。競技に出場していたスタッフほどの疲労はないようだが、そのため現在の舞原家は一〇〇パーセント機能しているとはいいがたい。

　この状態で『敵』に襲おそわれるのは、非常に、危険だ。

　だからこそみんや恕宇の父親には睡すい眠みんを取らせ、現在はイハナと恕宇がその仕事の肩代わりをしているが──

（──いったい、何を考えている？　葉は切ぎり。なんのために《グレイテストオリオン》を──？）

　恕宇はため息をついた。

　思し考こうが、回らない。

　いまは少しでも、寝たい。休みたい。みんと無む玄げんが睡眠カプセルより出てくるまであと十五分。それほどひどく疲労していなかった二人なら、それだけの時間でそれなりに回復できるだろう。休めないコウとイハナには悪いが、それで自分は眠れる。後のことを考えても、休養しなければならない。交代まであと十五分、いまはそれまで持ちこたえることを考えて──

「……葉切くんは、あたしを狙ねらっているのかもしれない」

　言葉の意味がわからず、恕宇は頭の回らぬいらいらを必死にこらえ、綾あやに向き直った。

「すみません、どういう意味か、何をいいたいのか、簡かん潔けつに──」

　いまだ体育着ぎ姿すがた（ジャージは着ていた。恕宇もだが）の綾は、耳もとに携帯を当てていた。

　だれかと話しているようだが、いったいぜんたい、こんなときに──

「……落ち着いて、聞いてね。いい？　これがキーワード。《グレイテストオリオン》。《レフトアーム＝スピーキング》。あたしの中につくられた人格。あたしの望み。《レフトアーム＝スピーキング》の制約、《Ｉｔ》からあふれたエネルギー、活性化した《知恵の実み》──」

「……あの、すみませんが、いまは……」

「聞いて。……あたしの中にはいま、『冬ふゆ月つき日ひ奈な』さんが、いるの」

（……は？）

　恕じよ宇うはぼんやりと、綾あやを見た。

　綾は、じっと、携帯のディスプレイを覗のぞき込んだ。そこに映った自分の顔を。

　やがて。

　何かが、変化した。

　はっきりとは、わからない。

　おそらく目の前にずっと見ていなかったら、気がつかなかったかもしれない。

　しかし恕宇は、なんとなくだが、綾を見続けていて、だから、わかった。綾の、──はっきりとはわからない、あえていうなら雰ふん囲い気きのようなものが、いまの一いつ瞬しゆんで変わったことが。

「……せ、先せん輩ぱい？」

　綾は笑って首を振った。だれかを思い出させる仕し草ぐさで。

「正しくは、冬月日奈じゃなくって、そのコピーの人格ね。恕宇。そこは誤ご解かいしないで。一応、はじめまして。あたしがその、コピー人格」

「……いや、あの、……え？」

「そしてあたしのことを、葉は切ぎりくんも知っている。だからもしかして、……ううん、まだ確信できていないんだけど、……葉切くんは、あたしを元に戻そうと考えている可能性があるの。『日奈の意思』、そして大事な先輩を守るために、──うん、この考え方、間違っていないと思うんだけど、……ごめん。やっぱり、……なんか引っかかっていて、断言はできなくて、だから恕宇にも、知っておいてほしくて。一緒に考えてもらいたくて」

　恕宇はあわてて首を振った。

「……え、ええと、……その、私はいま、疲れていて、……その、先輩がいっていること、ちゃんと理解しているか、わからないのですが……」

「うん。しかたないよね。……でも、これだけは信じてほしい。あたしは冬月日奈のコピーで、だから葉切くんがどう考えていようと、恕宇や先輩の敵じゃない。誓ってもいい。……そうね。──あおちゃんとゆまと、みかちゃんの名前にかけて？」

（──なに？）

　いま、……先輩は、なんと、いった？

「──！　ど、どうして、……どうして……」

　笑っているような困ったような、複雑な表情でこちらを見ている少女に、恕宇の心しん臓ぞうが早はや鐘がねを打ち出す。

　……噓うそだ。

　違う。疲れているんだ。私は。

　これは、疲労からくる幻げん覚かくだ。きっと自分は、疲労に負けていつのまにか、眠ってしまっていて、だからこんなの、こんなのただの、夢で、目が覚めたら、きっと──

　身のうちにわきあがってきた感情に、どうしようもなく崩れ落ちた恕じよ宇うを、『少女』がそっと抱き締める。優しく、強く、思いをこめて。

「……ごめんね、恕宇。……本当に……」

　──だからそんなに、泣かないで──







　　　　２．（堂どう島じまコウ）







　この少女にしては珍しく、腹立ちまぎれに、イハナは強くボタンを押して通信を切った。

　それだけ疲労がきついということだろう。コウは敵ながら洋よう平へいを褒ほめずにはいられない。

　……何をしようとしているにしても、まさに最高のタイミングを洋平は、手に入れた。

「小鳥遊たかなしが、どうかした？」

「睡すい眠みんカプセルがもうひとつ準備できたので、仮か眠みんを取るよういったのですが、いまは無理だの一点張ばりです。そのくせ理由はいわないのです。……いまは休める者から休んでおくべきときなのに。わたしとあなたはまだ休めない。だからこそ、彼女には休養を取ってほしかったのですが」

　コウは首を振った。

「先せん輩ぱいと小鳥遊は、赤組だった」

「……それが？」

「もしかして、何か気づいたことがあったんじゃないか？　しばらくは一緒にいたんだろうから、洋平の素そ振ぶりとか、思い出して」

「……ならば、どうして話してくれないのです？」

「何か事情があるのかもな。……ま、小鳥遊がそういうなら、まかせよう」

　いいながら、コウはまた振り出しに戻って考える。

　洋平は、《グレイテストオリオン》を手に入れて何をしようとしているのか。

　それがなんにせよ、洋平の行動は速いだろう。舞まい原ばる家けに侵しん入にゆうし《グレイテストオリオン》を奪った以上、あいつには時間がない。洋平の両親も、朝あさ比ひ奈な菜な々な那な、木きの下した水すい彩さい、そして土と岐き梓あずさ弓ゆみとかいう少年も、すでに舞原家に確保されている。組織の助けを持たない（はずだが断言はできない）洋平が逃げ続けられるはずもないし、洋平自身、わかっているはずだ。『紅こう白はく祭さい』が終わったばかりでこちらが疲労困こん憊ぱいしているいまこそが、攻めるべき最大のチャンスだということは。

　問題は、何をする気かということ。

　考える。

　──洋よう平へいの目的は、おれの日ひ奈な復活をとめること。そのために《グレイテストオリオン》をどう使う？　考えられるのは、──やはり『脅きよう迫はく』か？　ほぼ万能にして使いようによっては日ひ炉ろ理り坂ざかすら滅ほろぼせるかもしれない《グレイテストオリオン》で舞まい原ばる家けに脅おどしをかけて、おれの目的をあきらめさせる？　──洋平は取引しないと抜かしていたが、きっとあいつのなかでは脅迫と取引は違うのだろう。……いいやそもそもあいつはあいつ『らしさ』を捨てたのだから、取引をしない、なんていう言葉もいまさらどれだけ信じられるか。

　だが、取引／脅迫してくるとして、いったいどう《グレイテストオリオン》を使う？

　取引だろうと脅迫だろうと、こちらの出す第一条件は必ず『《グレイテストオリオン》の返へん還かん』となる。だが《グレイテストオリオン》を手放せば、こちらに約束の履り行こうを強制するための力がなくなるから意味がない。しかし返還を第一に行わなければどんな条件も認められず、……結局、洋平はこちらを『信用』して《グレイテストオリオン》を返すしかない。

　そして、こちらを『信用』できるというのなら、むしろ『紅こう白はく祭さい』のほうをがんばっていたのではないだろうか。

『紅白祭』で負けたらあきらめる、というのは、口くち約束とはいえ、コウ自身がみずから口にした約束なのだから。

　にもかかわらず洋平が体力を温存していたことを考えると、最初から、この約束など洋平の眼がん中ちゆうになかったように思える。それはつまり、コウの言葉を信用していなかったということなのか。それともやはり、どんな形であれ取引がいやだったのか。自分を貫つらぬくことを優先したのか。ならばいったい何を考えているのか──

　たとえば、《グレイテストオリオン》を使っておれの身体からだを変化させる？

　日奈の復活を考えられない身体にするとか、夢を忘れる身体にするとか。荒こう唐とう無む稽けいだが、《グレイテストオリオン》の万能性を考えると、そういう変化も可能かも──

　いや、と首を振る。

　いくら《グレイテストオリオン》が使い勝がつ手てがよくても、変えられるのはあくまで『使用者自身』の身体だ。いくら洋平に強制されても、コウがそんな身体をイメージするかは（どんなものか想像もつかないが、とりあえず、できるとして）結局のところ『信用』するしかないし、その時点で《グレイテストオリオン》は洋平の手から離れることになり、強制はできなくなる。

　いったいあいつは、《グレイテストオリオン》をどういうふうに使う気なのか──

（……だいたい、あいつもわかっているはずだ。おれが絶対あきらめないことくらい）

（だったら、あいつは何を以っておれをとめるってんだ？　説得しても意味がないなら──）

　──そこで、さっきから何度も、考えていることに行き着く。

　絶対にあきらめないと、わかっているなら。

　──たとえば、実力行こう使し。

　おれを殺せば、おれの目的も、止まる。

《グレイテストオリオン》さえあれば、舞まい原ばる家けがいかに守ろうと、《Ｉｔ》がおれを守ろうと、倒せるかもしれない、殺せるかもしれない、そう考えているとしたら──

「──攻めてくるかな。あいつは」

　それは自分に対する確認の言葉だったが、イハナはうなずいた。

「その可能性は高いでしょう。『紅こう白はく祭さい』で体力を温おん存ぞんしていたことから見ても、葉は切ぎりの行動は計画的です。ならば葉切もわかっているはずです。どこにも逃げ場はないことは。逃げるほど不利になるということは。──そしていまが、攻め込む絶ぜつ好こうの機会だということも。ならば彼はおそらく、逃げるより前に進んでくるでしょう」

「具体的には？」

「やはり現実的には、舞原家を脅おどして取引を持ちかけてくるのではないでしょうか。それがうまくいかなかった場合、《グレイテストオリオン》による武力行こう使し──もちろん、最初からそれを考えている可能性も否定できません」

「でもあいつ、取引はしないって」

「いまとなっては、その言葉にどれほどの信しん憑ぴよう性せいがありますか？　もしかして最初から、この状態を予測してのけん制だったのかもしれません。あるいは妥だ協きようの余よ地ちがないことを示すパフォーマンスという可能性も。どちらにしてもいまさら、……彼の『彼らしさ』など、どこまで当てになりますか？」

「……いま、ハナちゃんとてもいいこといった」

　コウは手を伸ばし、歩き回っていたイハナをつかまえ抱きしめた。

　思わずそうしてしまってから、やばい、と思ったが、イハナが特に抵抗を示さなかったのでそのまま少女の髪かみに顔をうずめる。いい匂におい。ちなみに発はつ情じようは、騎き馬ば戦せんのおかげか小しよう康こう状態、といいたいところだったがこれだけ疲労しているにもかかわらずむしろ元気いっぱい。疲れナンタラというやつかそれとも死し期きを予感でもしているのか、コウの本能的な部分はますます猛たけり狂っている。ただ疲れのあまり身体からだがそれについていかないようで、こうしてイハナを抱きしめていても、なんというか、押し倒したい、というよりは、癒いやされたいああ癒やされている、という感じ。……もしかしてイハナにはこちらの状態を知られているかもしれないが（ちなみにイハナもコウも二人とも、体育着ぎにジャージ姿）、疲労のあまり気にならなかった。どうでもよかった。だからコウはいっそうぎゅっとイハナを抱きしめつつ、考える。

　そうだ、いまイハナがいいこといった。

　けど、……なんていったっけ……？

「……ええと、小鳥遊たかなし、まだ眠れない、といったんだよな？　……あいつも、洋よう平へいがすぐに行動を起こすと思っているのかな」

「そうでしょうね。わたしもそう考えていますし……」

　胸の間に手を入れ、わずかに身体からだを離し。

　イハナはコウの瞳ひとみを見つめて、淡たん々たんと、感情を交えず、いった。

「コウ。……葉は切ぎりは、舞まい原ばる家けに侵しん入にゆうし、《グレイテストオリオン》を奪い、逃とう走そうしました。そしていままた、舞原家に襲しゆう撃げきをかけてくるかもしれません」

「うん」

「もしも葉切が舞原家を襲撃してきたら、それは、前に葉切がわたしにしたことなどとは比べものになりません。彼は完全に、舞原家の敵とみなされます。そのときは……

《グレイテストオリオン》はあまりに危険な《知恵の実み》です。こちらにはまったく余よ裕ゆうはない。ですから、手はつくしますが、……覚かく悟ごだけはしておいてください」

「……ああ、わかっている」

「なるべく手は、つくします。……彼の人となりを考えて。……ですが──」

「だから、わかっているってば。……もちろんあいつも、わかっているはずだし。だからハナちゃんが気にすることは何もない」

　だってそうだろう？　コウは心の向こうの『敵』に、語りかける。──おまえだってわかっているんだろ？　洋よう平へい。おれの敵に回ったとき、ちゃんと覚悟はしたはずだよな？　敵になるとは、そういうことだと。それでも、おまえは敵に回ったんだよな？　だったらおれも、遠えん慮りよはしない。──なるべく手をつくそうとは思うが、それでもいざというときはこちらも『最後の手段』を使わせてもらう。

　おまえだってわかっているんだよな、洋平──？







　　　　◆







「それにしても、……葉切は何を考えているのでしょう」

　結局はそこに立ち戻る。

　洋平の目的は何か。なぜ《グレイテストオリオン》を奪ったのか。《グレイテストオリオン》で何をするつもりなのか──

　菜な々な那なたちすら、洋平が《グレイテストオリオン》を狙ねらっていたことは知らなかったらしい。

　ただ、そちらの取調べから二つのことがわかった。

　なぜ、洋平がイハナの母親すら知らなかった舞原家の秘密通つう路ろを知っていたのか。

　洋平は『ザ・ワン』の記き憶おくを入にゆう手しゆしていたらしい。『ザ・ワン』はイハナの生まれる前から舞原家の相談役をしていたために、イハナやイハナの母親すら知らないことを知っていた。

　ではなぜ、洋平は『ザ・ワン』の記憶を入手できたのか。

「まさか、葉は切ぎりが《レフトアーム＝スピーキング》を手に入れていたとは思いませんでした。土と岐き梓あずさ弓ゆみ、でしたか。まったくやっかいなことをしてくれた」

「つまり、今回の《グレイテストオリオン》強ごう奪だつは、本当に計画的だった、ってことだな」

　そうだ、とコウはうなずく。

　洋よう平へいは、決して行き当たりばったりなことをするやつじゃない。

　いつだって、自分にできることとできないことを、冷静に、見み極きわめていた。

　もっともコウにいわせれば、できない、と見切りをつけるのが洋平には早すぎるところがあったが。もう最初から、自分は口下べ手ただとか、頭が悪いとか、女性のことがわからない、とか決め付けていたし。コウから見ればそんなこともなかったのだが。だが他人の評価はともかく、洋平はそういう人間だった。

　できないことは、できない。

　だからできることをする。できるようにしておく。わずかでも可能性があると思うなら果か敢かんに挑ちよう戦せんしていくが、できないことはできないとすっぱり割り切る──そういう思し考こうをする人間が、いきあたりばったりで《グレイテストオリオン》を盗ぬすんだりするはずがない。何か、目的があるのだ。そして、確かに勝しよう算さんが──たとえどれほど低くても──あるからこそ、いまこうして動いたのだ。あらかじめ舞まい原ばる家けに侵しん入にゆうできるルートを知っていたからこそ、侵入を企くわだてたように。

　いったい何をしようとしているのか、《グレイテストオリオン》を、どう使おうと思っているのか──引っかかる。

　思わずうなったコウに、ディスプレイで舞原邸てい内ないの様よう子すを確認していたイハナが聞いた。

「何か？」

「……いや。おれが想像できないことを、あいつが考えられるとは、思わなくて、さ」

「すごい自信ですね。頼もしいです」

「いや、そうじゃなくて、つまり、……あいつはそういうこと、自分に考えるのは無理だって決めつけて、最初っから考えないタイプだったと思ったんだ」

「今日の葉切はいろいろと、知らない部分を見せてくれているようですね」

「……まぁ、確かに、そうだけど」

　でも、あいつは、できることだけで勝負して、できないことで博ばく打ちするようなやつじゃなかった。

　今日のこの『狼おおかみ少年』のやり口だって、おれが使ったやり方の、アレンジだ。子供のころ、敵を陥おとしいれるためにおれが実際にやってみせた──

　コウは、目を見開いた。

「……そうだ、おれが使ったことがある」

「何がです？」

「……あのとき、おれはどういうふうに使った？　そうだ、あのときは、……そうだ、……二度、……狼おおかみ少年は、二度だますんだ。二度目がないと、意味がない」

　二回だましたからこそ、『狼少年』は物語として成立する。

　一度目は、狼が来たと叫んで。本当は来ていないのに。それを何度も繰くり返し。

　二度目も、狼が来たと叫んで。もう何回も叫んできたこれまでの積み重ねから、信用されなくて当然なのに、それでも狼が来たと叫んだ。本物の狼が来たときに、まるでそれを知らせたくないかのように──この二度目があるからこそ、『狼少年の話』が成り立つ。二度目がなければ、どこにでもいるただのうそつきの話でしかない（まぁ物語的には、意図したうそではなく間ま抜ぬけな狼少年の自じ業ごう自じ得とくということになるのだが）。

　とにかく、狼少年は二回、だませる。

　二度目の、だまし──

「……《グレイテストオリオン》を奪った、──あいつが、なぜ、逃げないで舞まい原ばる家けを襲しゆう撃げきすると考える？」

「逃げてもどうにもなりませんし、あなたをとめるための最大のチャンスですから。《グレイテストオリオン》はいい取引の材料、かつ、いざというときの武器になりますから襲撃にはじゅうぶんでしょう」

「あいつは取引しないっていっていた」

「……さっきもいいましたが、その言葉だってどこまで信用できるかどうか」

　なぜなら洋よう平へいはすでに、こちらをだましているから。

　全力で、真ま正面からくるとうそをつき、裏切ってみせたから。

　だからこそ、取引しないといっていたにもかかわらず、もしかして取引をしにくるかもしれないと、思ってしまう。──いや、違う。洋平に取引をして欲しいからこそ、その可能性を考えてしまう。頼ってしまう。真正面から戦いたいとかいいながらこちらをだましてみせたからこそ、たとえ取引はしないといってはいても、本当は、あいつだって取引を考えているだろう、と。しない、なんていうのはだますための方ほう便べんで、だからこそ、《グレイテストオリオン》を頼りにこちらを襲おそってくるだろう、と。

　だがもしも、あいつが、こちらにそう思わせたいと思っているのなら。

　──少し強ごう引いんかもしれないが、あいつが、かつての自分のやり方をまねているというのなら──

　コウはイハナの前に割り込むと、操そう作さ卓を操あやつって、恕じよ宇うを呼び出した。

　画面に出た恕宇に、問いかける。

「小鳥遊たかなし！　おまえ、洋平が襲撃してくると思っているか？　いや、確信しているのか？」

《……ああ。おそらくあいつはここに来る》

「なぜだ？　推すい測そくか？　それともおまえ赤組で、洋平に何かいわれたのか？　示し唆さされたのか？　何かそう思わされるようなことがなかったか？　その確信の源みなもとはなんだ？」

《……もちろん、はっきり断言できるわけではない。ただ、状況を考えれば》

「大事なことだ！　頼む！　正直に答えてくれ！　ただの推すい測そくか？　それとも、推測の域いきを超える何かを聞いているのか！」

　恕じよ宇うはしばらく迷っていたが──その迷い自体が答えだったが──いった。

《……ああ。すまない。まだ話せないが、個人的な事情から、私は確信している。あいつは間違いなく、《グレイテストオリオン》を持ってここに来る》

「……おまえはあいつがここに来ることで、おれが日ひ奈なをあきらめるようなことになると思うか？」

《は？　……いや、それはわからんが。とにかくやつは、来るぞ、ここへ》

　コウは、首を振った。イハナに指示を出しながら。

「……残念ながら、外れだ小鳥遊たかなし。おまえはあいつにだまされた。きっとあいつは、ここには来ない。……取引すると思わせているというのなら、あいつは取引を、しない。おまえにそれらしきことをいったというなら、おれたちを、そう考えるよう誘ゆう導どうしたということだ。イハナ。すぐにこの土地を封ふう鎖さしてくれ。日ひ炉ろ理り坂ざか──は、ちくしょう、これだけ時間があったらじゅうぶんか。……大城跡ゆめあと、あるいは和わ歌か丘おかからだれも出られないよう──あいつを逃がさないように。封鎖しろ」

「どういうことです？　そんな人ひと手でを割さけば、舞まい原ばる家けの防ぼう衛えいが」

《待て！　コウ！　それはどういう意味だ！　事情はいえんが、あいつは間違いなく来るぞ！　だからこそ《グレイテストオリオン》を奪って、あいつは──》

　切せつ羽ぱ詰まった恕宇の声に、ますます、そうだ、とコウは確信する。

　これが、二度目のうそだ。

　襲しゆう撃げきにせよ、あるいは取引にせよ、それをすると見せかけて、ここに来ると思わせて、あいつは逃げる気だ。一度だましたからこそ、ない、といいきっていた取引をするかもしれないとにおわせて、襲撃があると思わせて、きっと恕宇にも何か思わせぶりなことをして見せたのだろう、いかにも目的があるようなことをいい、その対応にこちらを追わせることで、少しでも時間を稼かせいで、……なんの当てがあるのかわからないが、《グレイテストオリオン》をどう使う気かはわからないが、きっと──

　──あいつはやはり、取引はしない。

　ならば、こちらに向かう理由はない。

　……しかし、ならば、あいつはいったいなんのために、《グレイテストオリオン》を──

　画面から、恕宇の姿が押しのけられた。

　代わりに綾あやの顔が出てきて、

《待って！　コウ！　どうしてそう思うの？　どうしてそう断言できるの？　葉は切ぎりくんが来ないって──》

　──どくん、と心しん臓ぞうが跳ね上がる。

　綾あやの顔に不意を打たれ、日ひ奈なのことを思い出し。

　……そうだ、おれが日奈をあきらめられるはずがない。

　だれに何をいわれようとも、生きている限り──殺されない限りは。

　それは洋よう平へいだってわかっているはず。それなのに、どうしておれをとめられると思う？

　おれは絶対とまらない。とめられない。死なない限り。殺されない限り、結局、おれ自身があきらめない限り──

　──そうだ。

　こんなのは、ただの言葉遊びだが。

　おれがあきらめない限り、おれはあきらめない。

　つまり、おれだけが、おれをとめられる。

　目の前に映った顔に、頭の中でパズルのピースが次々に、組み合わさっていく。

　……洋平は、できることにしか頼らない。

《グレイテストオリオン》はほぼ万ばん能のうかもしれないが、洋平は《グレイテストオリオン》で何ができるのか、──ひとつしか知らないはず。

　なぜなら、それを見たことがあるから。

　それしか見たことがないから。

　だから《グレイテストオリオン》の使用方法を、あいつはひとつしか知らない。

　ならば《グレイテストオリオン》をあいつが盗ぬすんだ理由など、その『ひとつ』しか、考えられない。

　目の前に、顔がある。

　かつて、《グレイテストオリオン》を使って冬月日奈になろうとした顔。

　洋平が、《グレイテストオリオン》の存在を知ることになった、あのときに。

（──おれは、だれにもとめられない。……それでも、殺さずにおれをとめようと、あきらめさせようというのなら）

　おれをとめられるのは、おれしかいない。

「……あいつは《グレイテストオリオン》で、おれになる気だ」

　そのために、《グレイテストオリオン》を、手に入れた。

　ほんのわずかでも、殺さずにおれをとめられるかもしれないの可能性に、賭かけて。

　そしてそれは、きっと心のどこかで、洋平自身が願っていたかもしれないこと。

　きっとずっと憧あこがれていたのだろう、自分へのコンプレックスもあったのだろう。

　──おれに、なりたいと、思うこと。

　唐とう突とつに、コウは視線を感じた。

　周囲を見る。

　ディスプレイでは綾あやが蒼そう白はくになってこちらを見ていて、イハナは別の端たん末まつで部下に指示を送っている。──にもかかわらず音は何も聞こえてこず、まるで自分ひとりだけが時間から取り残されたような感覚だったが、コウは動どう揺ようしなかった。

　気になったのは視線。

　イハナでも綾でも恕じよ宇うでもない、もっと遠く、もっと上からのもの。

　──走査線。

　堂島コウを、調べるための。すみずみまで、知るための──

（────────────────洋よう平へい！）

「──コウ？」

　音が戻った、と思った瞬しゆん間かん、コウはどさりと、その場に崩れ落ちた。

「コウ！　どうしたのです！　コウ！」

　心配する少女の声と、

「……だいじょうぶです。これは異常ではありません。──身体からだはここにありますが、コウにーさんの心は葉は切ぎりさんに会いにいきました。きっと確かめにいったんです。だから落ち着いて、コウにーさんの心が戻り、目を覚ますのを待ちましょう」

　いつのまに来たのだろう、自分の妹をしている少女の穏おだやかな説明を聞きながら、コウは意識を失った。

　おそらくは閉じられたまぶたの下を、赤い色に変えながら。

　──身体はここに置き去りに、コウの精神こころは、跳んだ。







　　　　３．（葉切洋平）







　夜空で星は自由気きままに飛び回り、まるで嬌きよう声せいのような瞬またたきを繰くり返していたが、その光景は首をほぼ直角に曲げるくらいに見上げなければ目に入らなかった。

　だから目の前に広がるのは、複雑な畝うねを描いた静かな砂さ丘きゆうだけ。

　夜の砂漠にも似た風景は動くものなく、風もなく、音もなく、冷たく青い透とう明めいな世界を、洋平は、静かに歩く。

　踏みしめている灰色の大地は、かつて愛された者たちの、残ざん骸がいがつくりあげたもの。

　左手をたたき、ただの左手であることを確認すると。

　愛のあまりに抱き殺された女性たちの肉体を踏みしめ、越えて、洋平は進む。音もなく、振り返らず、ただただ前の風景を見み据すえ。

　遠くに見える丘のふもとに、黒い川がある。

　血の涙を流す男が生み出した川が。

　求めていたものを見つけ出し、そちらに一歩、踏み出そうとしたとき。

「待てよ、洋よう平へい」

　声をかけられ、洋平は後ろを振り返り、堂どう島じまコウの姿を認めた。

　赤く輝く強い瞳ひとみに、悪の怪かい人じんが着るようなマントをまとっている。

　しかし恰かつ好こうとは裏うら腹はらに、ふざけているようには見えない、真剣な表情。

　洋平は、思う。

　──ずっと、この人に憧あこがれていた。

　この人のようになりたいと。

　多た勢ぜいを相手に一歩も退ひかず、勝ってみせ、冬ふゆ月つき日ひ奈なという恋人も得て、いままた世界にケンカを売ろうとしている、だれよりも強い、凄すごい、この人に──

　ずっと、なりたかった。

　この人のようになれるなら、ほかの何も、惜しくないと。

　思っていた。

「……コウ、さん」

　コウは、笑った。

「……まったく、おまえもよくもやってくれたな。まさかおまえに、ここまで追い込まれるとは思わなかった。『最後の手段』を使う暇ひまもなかった。おれもさ、師し匠しようとして鼻が高いよ。認めよう。今回は完全に、おまえのほうが上をいった。見事にしてやられた。騎き馬ば戦せんのときも、そしてこれも」

「コウさん」

「……だがな、自分らしさを捨てる、だけならまだしも、自分まで捨てることはないんじゃないか？　おれになるっていうのは、そういうことだろ？」

　洋平は笑って首を振る。

「……コウさん、前にサソリの話をしてくれたこと、覚えていますか？」

「ああもちろん。最近よく思い出していた」

　川の向こうに行きたくて、カエルに川を渡してくれるよう頼んだ、泳げないサソリ。

　カエルの背中に乗せてもらって、川を渡って、でも、サソリは川の真まん中なかで、カエルを刺した。そのせいで自分まで溺おぼれてしまうとわかっていても。川の向こうに行き着けなくなるとわかっていても。……なぜならサソリは、サソリだから。

　刺さなかったら、それはサソリではないから。

「だましてしまってすみません。でも、……おれはもう、決めましたから。一匹のサソリになるって。……だから、刺しました。……ええ。おれは自分らしさを捨ててもいないし、自分を捨てるつもりもない」

「それはつまり、おれになる気はないってことか？」

「ずっと、あなたのようになりたかった。あなたのようになれるなら、魂たましいだっていらないと思っていた。だから──」

「……だから？」

「おれが倒すべき相手は、あなたじゃない。あなたになれるなら魂だっていらないと思う、おれ自身。そう考えるおれこそがおれの倒すべき敵」

　洋よう平へいは空を見上げ、やがて視線を背後、黒い川をつくっている男に向ける。

「コウさん。おれはこれから《グレイテストオリオン》で、あなたになります。──それだけが、バカなおれが思いついた、あなたに対抗し、あなたの目的をくじくことのできる唯ゆい一いつの方法だと思いますから」

「……おれが二人になったからって、おれが思い直すと思うのか？　思い違いしてないか？　おれはおまえじゃないんだぞ？　おまえがおれになったところで、結局はおれだ。おれたちは二人で一緒にがんばっちゃうかもしれないぜ？」

「でも、バカなおれが考え付いたのはこれだけですし、……客きやつ観かん的に自分を見れば、心も変わるかもしれませんよ？」

「口まで達たつ者しやになりやがった」

　洋平はあらためてコウに向き直り、いった。

「……そう、おれはこれから《グレイテストオリオン》を使い、あなたになる。魂と引き換えにしてでもかなえたい、そう思っていた願いをかなえて──

　……でも、それでもおれが、魂を引き渡さないでいられたら、おれは、あなたになりたかった自分、魂を捨ててもいいほどに憧あこがれていた自分を超えたと思える。

　あなたへの思いを乗り越えたことを、倒すべき自分を倒したことを、証明できる──

　だからおれは、試します。自分を。あなたになることで、それでも魂を渡さないでいられるかどうか。あなたになりたい自分を超えられるかどうか」

「……そういう賭かけか。……最初から、そのつもりだったのか？」

「バカ、スかね？」

　洋平は、笑った。

　コウも、笑う。あきらめたように。

「……だったらせいぜいがんばるんだな。結局それが、おまえにとって魂と引き換えるほどの願いだったら、……おまえの魂はおれのエネルギーとなり、それだけおれの日ひ奈な復活に近づくことになるんだから」

「そうはさせませんよ。おれは絶対、魂なんか渡さない。あなたへの思いを超えて、倒すべき敵を倒して、おれはおれのままでいく」

　頭を下げると、洋よう平へいは歩き出そうとして、ふと振り返り、コウにいった。

「……すいません。真ま嶋じま先せん輩ぱいと、……朝あさ比ひ奈なに、謝っておいてくれませんか？」

「悪いが、たぶん無理だな。ここでの会話を、おれはほとんど覚えていられない」

　だが、とコウは続けた。

「これだけは、なんとか覚えておくよ。……おまえはやっぱり、自分らしさを捨ててない、不ぶ器き用ようでおバカな洋平だったって」

「ありがとう、ございます」

　きびすを返し、コウに背を向けると、洋平は歩き出した。

「……そして、一番いやな敵だった」

　コウの言葉は聞こえたが、今度は振り返らなかった。

　なぜなら、まだ終わっていないから。







　　　　◆







　歩きながら考えるのは、先輩のこと。『日ひ奈な』のこと。

　そして菜な々な那なのこと。

『日奈』さんは、怖がらせてしまっただろう。だがああするしかなかった。事情を知っている『日奈』と先輩に邪じや魔まされることだけはさけたかったから。

　洋平は、彼女が冬ふゆ月つき日奈であるとは思っていない。他ならぬ彼女自身がそういっていたから。

　洋平にとって冬月日奈は、死んでいる人だから。

　だから『日奈』さんを脅おびえさせたことは、すまないと思う。

　もしも自分たちが考えているとおりのことができたら、償つぐないになるかもしれない。あるいはさらに引っかきまわしてしまうだけか。

　……菜々那には、本当に悪いと思う。

　サソリだから、なんて言い訳は刺されたカエルにとってなんの慰なぐさめにもならないだろう。

　だからただ、謝るしかない。ごめんなと。

　もしも、……もしもうまくいったら、──そのときは──

「……来たか。我が契約者」

　いつの間に近づいたのか、洋平は顔を上げ、前に立った男を見た。

　黒い肌はだに、かろうじて着ていることがわかる黒い服。ほとんどシルエットのような姿だが、顔のあたりにぽっかりと二つの眼がん窩かが空あいているのがわかる。

　そこからとめどなく黒い液体が流れ出しているのも。

　ほぼシルエットの、骸がい骨こつのような男はいった。

「運命が我らを出会わせ、運命がおまえの願いをかなえる──さぁ、願うがいい契約者。おまえの魂たましいと引き換えに、おまえの願いをかなえよう」

　洋よう平へいは、平然と答えた。

「いいや、おれは取引はしない」

　一拍の間の後、返答。

「……何をいっているのかわからないが」

「そのままだ。おれは取引はしない。が、力は貸してもらうぞオリオン。おれには、その力が必要だから。おれを乗り越え、コウさんを止められるかもしれない可能性にかけるために」

「……きさまはアホか。そんな勝かつ手てな話があるか」

「あるんだよ」

　洋平は、ことさら声を張り上げた。

「なぜならおれは、一匹のサソリだからな。自分で自分をそう決めた。そしてあんたはオリオン。サソリに追われ、いずれ捕まる存在だ。だろう？」

「サソリ！」

　男はいま気づいたかのようにまじまじと、洋平を見て、金かな切きり声を上げた。

「くるな！　くるな！　おれを呪のろったサソリよ！　おれはこんな力などいらなかった！　おれは勇者グレイテストじゃなくてよかった！　おれは普通でよかった！　おれはただ、彼女を、彼女たちをこの手に抱きしめたかっただけなのに！」

「だったらあんたは何を求める？」

「知れたこと！　おれはおれでなくなりたい！」

「それは、うそだ」

　天上で、自由に飛んでいた星がはじけた。

　きらきらと、欠片かけらが粉こなと降ってくる。それは灰色の大地をかすかに照らして消える。あちこちで。

　しかしその情景に気づいているのかいないのか、男は狂きよう乱らんの色を浮かべてわめいた。

「おれはおまえの絶望を、知っている！　おまえもおまえでなくなりたい！　そうだろう！　だから運命はおまえをここに導いた！　おれは知っている！　力の足りない悲しみを！　どうにもできない苦しみを！　自分とは違うものへの──愛し、愛されることのできるものへの憧あこがれを！　より強い存在への渇かつ望ぼうを！　だからおれは手を差し伸べる！　同じ絶望を知る者の、願いをかなえてやるために。きっとそれこそが──」

「あんた自身の願いをかなえる力になる、か？　──ならばなぜ！　あんたの願いはかなっていない！　その力を持っているのに！　どうしてあんたはあんた自身の願いをかなえていない？　違うんだろ！　本当にかなえたい、あんたの願いはいったいなんだ？」

「見るがいいこの大地を！　この灰色の大地はすべて、おれが抱きしめ殺した愛する人だ！　おれはただ、ただ彼女を、彼女たちを、抱きしめたかっただけなのに──」




「……でもその人たちは、みんな、そんなあんたを好きだといってくれたんだろう？」




　天上でまた、星がはじけた。

　はじけた欠片かけらが雪のように、ひらひら大地にふりそそぐ。

　地に落ち消えるわずかな間、灰色の大地に光が灯ともる。

　そうだ、と男は泣くようにうめく。

「彼女たちは、おれを、……こんなおれを好きだといってくれた。ただ強い力しかない、でくのぼうであるおれを、彼女たちは愛してくれた。……愛して、強く抱きしめてくれと、おれに、このおれにいってくれたんだ……」

「……だから？」

　だから？　と問われ。

　男は答えた。はっきりと。

「だからおれは、こんなおれでも、……それでもおれで、い続けたい。おれが愛した彼女たちが、好きだと、愛しているといってくれた、彼女が愛したおれのままで、あり続けたい──

　──ああ、それが、おれの本当の、願い──」

　星がはじけて、降りそそぐ。

　小さな光に照らされて、灰色の大地に色がつく。

　あちこちに光が振りまかれ、灰色が消える。抱き殺された残ざん骸がいが消える。光の雨はざあざあと降り、灰色を削けずり奪っていく。

　そうか、とつぶやいた男は、もはやシルエットの怪かい物ぶつではなかった。

　眼がん窩かには瞳ひとみが戻り、骸がい骨こつではない、人間の顔になっている。

　それは、洋よう平へいの顔によく似ていた。

　双ふた子ご、といってもいいぐらいに。

　洋平とよく似た男は、呆ぼう然ぜんと、いった。

「……おれは、……おれでいて、いいのか？　こんなおれでも、いいのか？」

「それはあんたが決めることだ」

「おまえは、……おまえでなくなりたいんだろう？」

「それはおれが決めることだ。……そしておれは、それを願うんじゃない。──あくまで、おれがおれであるために、かつての自分を乗り越えるために、そうしようと、決めた」

「そのために消えてしまうとしてもか」

「そのせいで、川で溺おぼれてしまうとしてもだ」

「「だから身体からだは失おうとも、魂たましいだけは渡せない」」

　そのために、魂を懸かけたいほどの願いがかなわなくても。

　川の向こうに、渡れなくなってしまっても──

　──世界が崩ほう壊かいしていく。

　闇やみではなく光に落ちて。

　周囲が白に包まれる中、男は笑う。

「……そういえば、彼女もおれの手を払ったな。本当は他人になりたかったのに、自分がいやだったのに、それでも自分のままでいく、と」

「かっこいいって思っただろ？　ああいうのが、かっこいいってことなんだ」

「……ああ。確かに……」

　憧あこがれた。彼女の姿に。

　ほかのだれかになりたかった自分は、きっとそのとき呪のろわれた。

　世界が崩壊していく。新たな世界をつくるために。

　男が笑い、洋よう平へいにいう。

「オリオンは、ついに追いつかれたな。サソリに」

「ああ」

「……ならばもう、オリオンは終わろう。……最後におまえに使われて、オリオンは、ここで終わろう。……だから名前をつけてほしい。おまえに。おれがおれのままであるための名を。新たに産うぶ声ごえを上げるおれの名を。なんでもいいぞ？　さっと連想したものでいい。……さぁ、いいぞ。サソリに追いつかれてしまったおれの名は、もはや《グレイテストオリオン》ではなく、新たに生まれるおれの名は──」




「──《スコルピオン・デスロック》。……自分が自分であり続けたい、そう願う者のためにこそ在ある《知恵の実み》だ」




　白光が、世界を満たし。

（──我がトモダチに、祝福を──）

　──少年は、《グレイテストオリオン》が消えてしまったことを知る。

　新たな《知恵の実》、《スコルピオン・デスロック》が生まれたことを知る。何も驚くことはない。《知恵の実》はそうして変わる。《ピンホールショット》も《インヴィジブルエア》も、《パーフェクトワールド》だって、そうして変化してきた。《グレイテストオリオン》は《スコルピオン・デスロック》となり、また新たな物語をつむぎはじめる。移り変わる。四し季きのように。生命のように。この世界では珍しくない、ただそれだけのこと。

　自分だって、それだけのこと。

　何も恐れることはない。




　──少年は笑って、目を閉じた。













　　　　４．（──）







　少年は、目を覚ました。

　見けん当とう識しきが喪そう失しつしていて、自分がなぜ、ここにいるのかわからなかった。

　──あれ？　ここは──おれの家？　いつの間に？　覚かく醒せいしてまず感じたのは、全身を襲おそう激しい疲労。うわ、ダメだ。ぜんぜん疲れが取れてない。しょうがないか、あれだけきついことがあれば。何しろ『紅こう白はく祭さい』に、騎き馬ば戦せんに、しかも洋よう平へいが舞まい原ばる家けに──

　──洋平が？

「目が覚めたか？　ならしゃきっとしろ。時間はあまりないのだろう？」

　少年は、声がした方向を見た。

　左、下方、腕の上。

　まず気づいたのは、自分が腕うで輪わをしているということ。

　身につけた記き憶おくのない白はく銀ぎんの腕輪には、どこか見み覚おぼえがあった。

　──そうだ、けっこう前だったけど、確かに見た。これはたぶん──

　──《グレイテストオリオン》？

　高鳴り出した心しん臓ぞうに、はっはっと小こ刻きざみに呼吸を繰り返し必死に自分を取り戻そうとする。いや、違う、うそだ、落ち着け。これは《グレイテストオリオン》じゃない。だってほら、よくみると、サソリみたいなレリーフがある。《グレイテストオリオン》の腕輪には、そんな飾りはなかった。だからこれは、違う。《グレイテストオリオン》じゃない。だから落ち着け。冷静になれ。おれは──おれこそ堂島コウ、だろう？

　明らかに金属製せいであろう腕輪の上に唇くちびるが浮かび上がり、開き。

　なめらかに開かい閉へいを繰くり返した。

「まだ眠っているのか？　ワタシの新しい宿やど主ぬしよ。顔でも洗ってきたらどうだ？　もう一度いうが、あまり時間はないのだろう？」

　これは──

「……《レフトアーム＝スピーキング》……」

「わかっているじゃないか。だったら動け。繰り返すが、時間はないぞ。何度でもいうが、時間がないのだ。オマエは逃とう亡ぼう者なのだから」

　少年は大きく深しん呼吸して、過か呼吸になるのを抑えた。

　──いや、違う、うそだ、そんなの、……そうだ、おれは確か、舞原家にいて、洋平の狙ねらいに気づいて、そうだ、イハナとアトリの声を聞いて、舞原家で、気き絶ぜつして──

　──目が覚めたら、ここにいた。

　つけた覚えのない腕うで輪わをつけて、《レフトアーム＝スピーキング》なんかを宿して、気き絶ぜつしたときにはいなかった場所に──

　つまりはそういうことなのか。

　──やりやがったのか、洋よう平へい、

　本当に、やりやがったのかよ、洋平！

「──おれは、……舞まい原ばる家けではなくここにいて、《レフトアーム＝スピーキング》に憑つかれていて、手に知らない腕輪をはめている、おれこそが──」

　葉切洋平が《知恵の実》を使って生み出した、堂島コウの、コピー。

　記き憶おくがある。あのとき、舞原家で感じた視線──走そう査さ線、あれが分ぶん岐き、あそこからおれはコピーされた。本物は、まだ舞原家で寝ているか起きているかしていて、おれは、ここにいるおれは、──さっきまでは葉は切ぎり洋平だったのかもしれないがもう違う、洋平の肉体変へん化かでつくられた、堂どう島じまコウではあっても本物ではない、《グレイテストオリオン》の力によって生み出された、堂島コウからコピーされた、限りなく本物に近い、偽にせ者もの──

　外で、車の走る音が聞こえた。

　それを聞くや否や、少年はベッドから飛び出した。







　　　　◆







「ふむ。さすが行動は速いな。いいぞ。非ひ力りきな者にとってはスピードこそがパワーに替わる武器となる。なんていうのはあえていわなくてもわかっているか。何しろワタシはオマエの記憶から生み出された人格だからな。つまり気き心ごころが知れて──ぶわ！　ぶ、アホか！　ワタシの口はポケットにはならん！　いいか？　だいたいワタシはこう見えて、かの賢けん王おうソロモンが用いたという七十二柱ちゆうの……がぶぁ！　ひゃめんか！　……わかった。邪じや魔まになるというなら口出しはすまい。だがしかし、口ぞえが欲しいときには遠えん慮りよするな、いつでもいうがいい。唇くちびるだけに──ばぶっ」

　精神的なものと肉体的なもの、両方の疲労を感じつつ、『コウ』は荷に造づくりを続ける。

　──やることがあるというのは、ありがたかった。

　たとえ逃げ出す準備でも。

　たとえ行く当てがなくても。

（洋平のバカも、考えたな。まさかおれの家にいたとは。逃とう走そうの準備をできるようにか──しかしあいつ、鍵かぎを持ってないのにどうやって中に入った？）

　窓にも扉とびらにも、こじ開けたような痕こん跡せきはない。

　洋よう平へいが自分の身体からだを変化させる以外に《グレイテストオリオン》を使ったとは思えないが（菜な々な那なに聞いたのか、ランドールがしたように『偽にせ物もの』をつくって舞まい原ばる家けに置いておいたりはしたようだが）、しかしいまは考えている時間はない。『コウ』は頭を振って思し考こうを払うと、悪あく魔まのミカタ・七つ道具が仕込まれているジャケットを着て、小さなリュックにつめられるだけ荷物をつめていく。……いつも使っている小こ銭ぜに入れ。めったに使わない──最後に使ったのはサクラとデートしたとき──『お出かけ用』財さい布ふ。本当にいざというときのためのヘソクリ（いまでなくていつ使う？）。貯ちよ金きん箱はあきらめる。どうせたいした額がくは入ってないし。リュックには入れられないが、つくってあった避ひ難なん袋、渡されていた緊きん急きゆう袋も手に取った。みークルの住所録ろくが入った手帳。日ひ奈なの写真。携帯は持てないので腕うで時計を探して久しぶりに身につける。

　そして右手用の指なしグローブ・《ゴールデンライトアーム》。

《ゴールデンライトアーム》も右手にそのまま、つけた。

　あまり荷物は大きくしたくない。他人の目もく撃げき証言というのは意い外がいと馬鹿にならないから。

　それに時間もかけられない。すぐにでも、ここを出なければ。

　たぶん日ひ炉ろ理り坂ざかからは出られるだろう。

　だが和わ歌か丘おか、あるいは大城跡ゆめあとに向かったとして、その先は──

（どこにいけっていうんだ？　いくあてなんて何もないのに？）

　──落ち着け、冷静になれ、とにかく動け、それからでいい、考えるのは。

　まず日炉理坂を出て、それからどこか、休めるところを見つけて、少しでも疲労を回復することを考える。とにかく疲れを取らなければ、思考だって回らない。

（──疲れが取れたところで、いい考えなんか浮かぶはずがない。そんなもの、そもそも存在しないんだから）

　少し休めば、気分もちょっとは前向きに、なる。きっと。

　カタン、と扉のほうで音がした。

『コウ』はびくりと身体を震わせて、そちらを見る。

　……だいじょうぶ、気のせいだ。きっと風だ。それともピザの広告か──

　ぴっ、という電子音おん。

　玄げん関かんの戸が、開く音。

　『コウ』は、すべて投げ出したくなるのを必死でこらえ、そっと、ドアの陰に入り、隠かくれた。

　リュックにしまったばっかりだった警けい棒ぼうを、音を立てずに取り出しつつ待つ。

　だれかがそっと、入ってくる気け配はい。

　侵しん入にゆう者は、何かを感じたか、コウのいる部屋の前でとまると。いった。

「……そこにいるのは、何者だ？　おとなしく出てこい。さもなくば、容よう赦しやせん」

　誰何すいかしてきたよく知る声に、『コウ』は警けい棒ぼうをしまうとドアの陰から姿を見せた。

「よぉ、ジィ」

「……こ、コウ？」

　驚きに丸くなった少女の瞳ひとみは、すぐに鋭い光を宿す。

「き、きさまは何者だ！　なぜコウの姿をしている？」

「……なぜだと思う？」

「ふ、ふざけるな。正直見み事ごとだ、よく化けた──だが本物のコウは舞まい原ばる家けにいるぞ？　さっきこの目で見てきたばかりだ。さぁ、きさまは何者だ？」

「なぜここへ？」

「アトリに着替えを頼まれた。何しろ体育祭があって、みな疲れていて……はっ？　ごまかすな！　たとえコウの顔、コウの声をしていようと、いやだからこそ、だまされないぞ！」

　──何よりもきついのは、ジィ・ニーの瞳だった。

　戸と惑まどいもある。不ふ審しんの色もある。どこかためらうような感じも──だが間違いようのない、純粋な、敵視。

　あのジィから、こんな目で見られる日が、くるなんて。

　イハナや、先せん輩ぱいや、小鳥遊たかなしからも、こんな目で見られるのだろうか。

　おれは、……敵なのだろうか。

　ジィの。

　舞原家の。

　……本物の、堂どう島じまコウの。

　洋よう平へいは、おれを、いや、堂島コウを、とめるために、『おれ』を──

「……とにかく、一緒に来てもらおう。舞原家へ。話があるなら、そこで聞く」

　──それもいいかもしれない。

　だいたい、よく考えれば、どうして逃げる必要がある？

　まだ何もしていない、生まれたばかりなのだから。もとはどうあれ洋平の思おも惑わくなんて関係ないし、どうせ行く当てがないのなら、いっそのこと、運うんを天てんに任せて──

『コウ』は、捕まるつもりで手を差し出し、その動きはジィを反応させて、ジィは腰に手をやった。

　そこに彼女の武器があるのは知っていた。

『コウ』は思わず緊きん張ちようし──

　──気がついた。

《Ｉｔ》の、自動反はん応のうがない。

　こちらが危険を感じるやすぐに発動していた《Ｉｔ》が、反応していない。あの力が出てこない。

　当たり前か、おれが偽にせ者ものだから──胸に手をやり、『コウ』は驚く。

　自分の身体からだの中に、確かな《Ｉｔ》を感じて。

《グレイテストオリオン》は、《Ｉｔ》までコピーしたのか。

　それとも《Ｉｔ》は、もはやおれの血けつ肉にくであるということなのか。

　だがそれは、いまはどうでもいい。いや《Ｉｔ》が二つになっているというのはけっこう大ごとな気もするけれど、しかしいま重要なのは、以前感かんじられたエネルギーの奔ほん流りゆうが、感じられないということ。

　なくなっているというわけではなく、確かにあるのは感じる。

　ただ、明らかに、かつて感じていたより弱く、少なくなっている。

（……《Ｉｔ》はおれと同化していたが、《Ｉｔ》に溜ためられたエネルギーは、おれの一部ではなかった、ということか？）

（だから《Ｉｔ》がコピーされたとき、エネルギーのほうはコピーされずに、二つに分けられたのか？）

　だとしたら──

「よし、そのまま動くなよ」

　近づいてくるジィの姿を、『コウ』は冷静な目で捉とらえる。

　黒くろ服ふく姿のジィは、武器を扱うためだろう、手て袋ぶくろをしていた。

「……さぁ、手を後ろに回せ」

『コウ』は素す直なおに手を回し、

「よし、いい子だ。……すまない。いや別に謝る筋すじ合あいではないが、……とにかく、これはマニュアルにある手て順じゆんで、──な？」

　ジィの手が右手に触れた瞬しゆん間かん、《ゴールデンライトアーム》を発動、ジィの手袋から制服、ズボンから靴くつまでを一気に『黄おん金ごん』に変えた。

　あまりの早はや業わざに、一いつ瞬しゆんで動けなくなるジィ。

　大事なのはイメージ──発はつ情じよう状態の間《ゴールデンライトアーム》を使いまくっていたために、触れることさえできれば、身体はそのまま服だけを黄金に変えることなど自由自じ在ざい。

「……き、きさま……！」

『コウ』は振り返り、──視線を合わせないように顔をそむけて、ジィの身体を確認する。下へ手たに締め付けていないか、肌はだに密着しすぎてないか、きつそうな部分があったら緩めなければ──《ゴールデンライトアーム》はその力の発はつ動どう中、黄金を自在に変形させることもできる。何しろ《廃はい棄き品ひん》とはいえもとのナンバーは〇〇八、あの《グレイテストオリオン》と同じく一ひと桁けたナンバーだっただけのことはあり、万能とはいえないまでも使い勝がつ手てはかなりいい。ある意味《グレイテストオリオン》以上に。

　……よし、肉体に異常はないし、余よ裕ゆうもじゅうぶん。

　これなら、ちょっとした機き材ざいがあれば、《ゴールデンライトアーム》の力がなくてもジィの身体からだを傷つけず黄おう金ごんでできた拘こう束そく服ふくから解放させられるだろう。あとのことはイハナたちにまかせておけば心配ない。

　……だから、頼むから、そんな目で、見ないでくれ……

「……ごめんな、ジィ。重いだろうけど、しばらくは我が慢まんしてくれ。……それと、……あのさ、ジィ、おれは、おまえの敵になるつもりはないよ。……そしてもちろん、ハナちゃ……イハナの、舞まい原ばる家けの敵にも、なるつもりはない。なりたくない」

「ならばなぜ、こんなことをする！　敵でないなら素直に舞原家にくれば」

「……それは、できないんだ。……たぶん、おれが行ったら……」

（──本物オリジナルに、殺される）

（おれの中に、《Ｉｔ》のエネルギーがあるから。日ひ奈なを生き返らせるための力を、おれが半分奪ってしまっているから──）

　堂どう島じまコウなら、やる。やれる。何しろ『おれ』なのだから。

　もちろん、まだそうと決まったわけではない。もしかしたら別の要よう因いんでエネルギーが少なくなっているのかもしれないし、何か勘かん違ちがいがあるのかもしれない。『紅こう白はく祭さい』で使ってしまった可能性もあるし、だいたいもしかしたら、何かエネルギーを移すための方法があるかもしれないし、──話し合うことができれば──

（でもきっと、おれが死ねば、このエネルギーは本物オリジナルの元に戻る気がする）

（これは、《Ｉｔ》のエネルギーだから、きっと《Ｉｔ》のあるところにいく。だから《Ｉｔ》がコピーされたとき、エネルギーが分かれてしまった。つまりおれが死に、おれの《Ｉｔ》がなくなれば、きっとエネルギーは本物オリジナルのところに戻る──）




（──おれが、死ねば、日ひ奈なを生き返らせるための、エネルギーが──溜たまる）




「……お、おい、おまえ、泣いているのか？」

「泣いてねーよ。おれが泣くかよ。ジィ。アホか」

　心配げにかけられた声に、『コウ』はあらためてジィに向き直ると、笑顔をつくり、その頭をそっと、撫なでた。

「……ごめんな、本当に。こんなこと、しちまって」




（──でもそれは、なんのために？　逃げてどうなる？）




「でも、おれは、……舞原家に戻るわけには、いかない……」




（なぜ？　おまえが戻れば、日ひ奈な復活が早まるんだぞ？　なのにいったいどこにいく？）




「……だから、すまない、ここは、見み逃のがして──」




（見逃してもらってどこに行く？　行くあてもないのに何をする？　なんのために？）




（日奈のために、おまえはここまできたんじゃないのか？）




（──おまえのために、日奈は死んだんじゃないのか？）




（──なのにおまえは、同じことをしてやれないのか？）




「……ごめん。ジィ。……本当に、ごめん……」

　だれに謝っているのか。どうして謝っているのか。

『コウ』はただ、謝った。

　眠りたかった。

　休みたい。いまはただ、ただひたすら休みたい。

　──そうだ、ちゃんと休養を取れば、頭がしっかり働くようになれば、自分が何をするべきか、わかるはずだ。自分がするべき正しいことが。何を求め、なにをすべきか、おれには、おれが『堂どう島じまコウ』ならば、正しく選択できるはずだ。

　──何よりも大切な人のため、自分が確かにするべきことを──




「……だからいまだけは、……頼むから、……お願いだから、……見逃して……」




　のろのろと動き出した少年に、ジィはそっと、声をかけた。

「……待て」

　振り向かず、しかし止まった少年に、ジィは、たずねる。

「……おまえは、……その、私は、その、つまり──おまえをなんと、……何者だと報告すればいい？」

　──少年は、ゆっくり振り返り、かすかに笑った。

　なぜだろう、ジィのほうが泣きたくなるような顔。

　ジィが愛いとしく思う少年に、あまりにもよく似た、切ない笑顔。

　少年はそんな表情を浮かべ、動けないジィに近づいてくる。

「……そうだな。それが問題だ。……おれはいったい、……問題だな。なんだっけ？

『生きるべきかTo be, or 死ぬべきか、not to be, それがthat is 問題だthe question』みたいな？　……そこまで哲てつ学がく的でもないか。……悪い」

　最後のせりふと同時に、少年は、ジィのおでこにキスをして。

　そのまま唇くちびるを奪った。

[image: ]

　呆ぼう然ぜんとしているジィを抱きしめるようにして、その耳に、ささやく。

「……ええと、まぁ、哲学的が大好きな、人生の旅人だとでも報告してくれ。……その答えを見つけたとき、会いに行くって。……だから、そうだな、いまは、──not to be──

『ノットＢ』とでも呼んどいてくれ。コードネーム・ノット・ビー、って。

　ああ、おれは、『ノットＢ』だ。……うん。Not B but A……みたいな？　Ａは答えAnswerのＡだね。その答えを探さなきゃ。うん。やばい。今日のおれって調子いいわ。元気だね！　……そうでもないか。

　……じゃあな、ジィ・ニー。……ごめん。こんなことして。今日は逃げるけど、きっと、また、会いに行くから。……まぁ、つかまってすぐに再会、にならなければ、だけど。……そうなったらかっこ悪いな──」

　黄おう金ごんの服に包まれ動けないジィを残して、ちょっと妙みようなテンション、『コードネーム・ノットＢ』と名乗った少年は、部屋から出て行った。

　キスされた衝しよう撃げきから抜け出せないまま、ジィはただただ、コウそっくりな少年──顔だけでなく、雰ふん囲い気きまでも──が去っていくのを見送っていた。







　　　　５．（ノットＢ）







「なぜいきなりキスなんだ。まったくおまえは手が、いや唇くちびるが早いな。唇のワタシもびっくりだ。あれか？　ワタシと唇具ぐ合あいで張り合う気か？　あいにくだが唇の座ざは渡せん」

「……洋よう平へいのやつ、よくもこんなの隠かくし通せていたなぁ。それとも洋平についていたときはもっと無む口くちだったのか？　……そりゃないか。唇だけに」

　ジィと別れたあと、『コウ』はすぐにタクシーをつかまえ、和わ歌か丘おかに向かった。

　行く当てがあるわけでもない。

　ただ、ジィに見つかってしまった以上、早急に日ひ炉ろ理り坂ざかを出る必要があった。

　もしも外の世界に逃とう亡ぼうするなら、和歌丘か大城跡ゆめあとから出るしかないから。

　そのどちらでもよかったのだが、勝かつ手てに口が「和歌丘へ」と頼んでいた。

　もしかしたら無意識に、恕じよ宇うの家がある大城跡をさけてしまったのかもしれない。

　タクシーに乗ったのもほとんど無意識で、乗ったあと、しまった、タクシーは追つい跡せきされやすいかも、ということに思い当たったが、もはやどうこうする気力も失せていた。

　《レフトアーム＝スピーキング》のおしゃべりをとめようとも思わない。

　ジィにキスしたのだって、何を考えたわけでもない。身体からだが勝手に動いただけだ。しばらく会えなくなることを惜しんだのか。それとも逆に決別のキスか。どちらにせよ、次会うときには完全に敵と認にん識しきされているだろう。……まぁいいや、殺されたって。あいつらになら。

　疲れた。

　──本当に、疲れた。

　どこか、安全な場所で、眠りたい。

　──身体を休めて、考えたい──

（安全な場所？　そんなところあるもんか。このタクシーからすぐに足がつき、どこだろうと寝ている間につかまって、早さつ速そくジィに会えているさ）

（ジィも、小鳥遊たかなしも、先せん輩ぱいも、イハナだって──みんなあの目で迎えてくれる）

　運転手が、前を向いたまま声をかけてきた。

「お客さん。和歌丘のどこですか？　決まりました？」

「……とりあえず、適当に……」

「……いいですけど、運うん賃ちんだいじょうぶですか？　けっこういきますよ？」

　……そうだ、所しよ持じ金きんの、確認を──

　疲れた身体からだを鞭むち打うって、『コウ』は小こ銭ぜに入いれを見る。

　どんぶり勘かん定じようで買い物する──そしてついつい使いすぎてしまう──堂どう島じまコウは、基本的に自分の所持金を把は握あくしていない。

　小銭入れ──というか普段使つかっている財さい布ふ──には、３７７６円あった。

　バイトで貯ためたヘソクリは、少なくとも八万近くはあったはずだが、さすがにここでは確認できない。

　問題は、『お出かけ用』財布。

　めったに使うことのないこれにはけっこうまとまった額がくが入っていたはず。少なくとも、安いホテルに泊とまって休めるくらいは──

（──だめだ。ホテルは全部『管理』されている）

（ていうか和わ歌か丘おか自体が、『ザ・ワン』事件のせいで徹てつ底てい的に『管理』されていたはずだ）

　だったらどこに、逃げる？　逃げればいい？

　いっそこのまま和歌丘からの強行突とつ破ぱを考えるか？　道路は使えないだろうが、山の中からいちかばちか──いや、無理だ。日ひ炉ろ理り坂ざかの山は決して甘くない。万ばん全ぜんの状態でさえ難しいのに、いまのこの体力では、下へ手たすれば遭そう難なんして死んでしまうかもしれない。

（──それでいったい何が困る？　だれが困る？）

　問題なのは、自分が堂島コウの『コピー』であること。

　つまり自分が考え付くことは、堂島コウオリジナルも考えつくのだ。だから自分は、堂島コウが思いつけないようなところを考えなければならないのだ。矛む盾じゆんしているようだが、自分が思いつけない場所を思いつかなければならない。

　……そんな場所、あるはずがない。

（──いっそ野の宿じゆく──この季節にこの恰かつ好こうじゃ危険か──でも《Ｉｔ》があるなら──）

　おれが目を覚ました時間に、あいつも目を覚ましたのだろうか。舞まい原ばる家けで。

　おれが知っているのだから、当然あいつも、洋よう平へいが『コピー』をつくったことは知っているはず。気づいているはず。こちらがジィに時間を取られたことを考えると、向こうがすでにこちらの行き先を予測して、待ち伏せしている可能性もなくはない。だから自分が思いつきそうなところ、とくに絶対安全だろうと思える場所（たとえばみークルの知り合いのところ）ほど、行くことができない。そう考えると、こうしてろくに考えもせずタクシーに乗って和歌丘を目指したのはむしろ正解だったかもしれない。いきあたりばったりで動けば予測なんて意味はないから。

　実際いきあたりばったりだろう？　いくあてなんてないのだろう？　どこへ行く？

　むしろ裏の裏をかいて、日炉理坂にいるべきだったか──

「お客さん？　だいじょうぶでしたか？」

　財さい布ふを持ったままなかなか確認しようとしない『コウ』にじれたのか、運転手が声をかけてきた。

『コウ』はうなずき、財布を開いて中を調べた。

　正月にお年玉を突っ込んで、そのあとは──春にサクラと遊園地でデートした、そうだ、あのときのまま一度も触っていないから、確か五万は入っていたはず──

「……？　……！」

　財布の中に『あるもの』を見つけ、目を見開いて。

　やがて、『コウ』は笑い出した。

　ほとんど、身体からだをのけぞらせて呵か呵か大たい笑しようする勢いで。

　不ふ審しんげに左手の唇くちびるが声をかける。

「……ん？　どうかしたか？　『ノットＢ』。金がなかったのか？　それとも思いのほかありすぎて、こいつぁ笑いがとまらない、のか？」

「……やかましい。それはコードネームだっていったろが。素すで呼んでんじゃねぇ。恥ずかしい」

「客きやつ観かん的に見て、恥ずかしいのはむしろ馬ば鹿か笑いしているオマエのほうだと思うが」

「……ちょっと、おもしろくてな。──ああ、まったく……」

　またも何かがこみあげてきて、ひとしきり笑ったのち、『コウ』は運転手に声をかける。

「すいません。和わ歌か丘おかの街に出たら、公こう衆しゆう電話のあるあたりで降ろしてください」

「……わかりました」

　きっと不ふ審しんを感じているのだろう。『コウ』の様よう子すに。独り言ともひとり芝しば居いともつかないことをいっているし、いきなり笑い出すし、行き先は不ふ可か解かいだし、しかも妙みようにお金を持っている、ジャージの上にジャケットを着た高校生。これを奇き妙みように思わないなら世の中に怪しいものなどないはずだ。だから目立って、きっとすぐ、舞まい原ばる家けに見つかる──

　どうでもいい。

　つかまったなら、そのときだ。

　どうせいくあてなどないし、──目的だって、ないんだから。

　休みたいだけだから。

（日ひ奈なのためを思うなら、おれは──）

　疲労から眠たくなるのを必死でこらえ、『コウ』はひたすら目を見開いて、公衆電話が見つかるのを待った。

　街に入る手前で、公衆電話は見つかった。







　　　　６．（同）







　タクシーから降り、見送ると、『コウ』は近くに人ひと気けがないことを確認し、タクシーも完全にいってしまったことを確かめた後、電話ボックスに入った。

　舞まい原ばる家けによる妨ぼう害がいもなく無事にたどりつけたことで、安あん堵どのあまりがっくりと椅い子すに座り込む。

　左手の甲こうに浮かび上がった唇くちびるが、たずねた。

「……だれに電話する気だ？　いったい」

「さぁ？」

『コウ』は財さい布ふの中からそっと、先ほど見つけた『あるもの』を取り出した。

　それは、名めい刺し。

　一学期、サクラとのデートで行った、遊園地。

　そこのチケット売り場で、受付のお姉ねえさんになぜかもらった名めい刺し。

　ボードゲームが好きらしく、遊園地のことをいろいろ説明してくれて、電話して？　とわざわざ名刺までくれた、親切なお姉さん──

（──そういえば、あのとき、海かい藤どうさんと秘書の人にも会ったよな？）

　あのときあの秘書の人、おれになんと、預よ言げんした？

　くすくすと、また戻ってきた笑いの発ほつ作さを抑えながら、『コウ』は名刺の名前を見る。

　──こんなのをもらったことなど、すっかり忘れていた。

　手に取るまで、思い出さなかった。

　つまり、きっと、堂島コウには予測できない──いま思いつく唯ゆい一いつの、助け。

　『コウ』は、笑った。

　馬鹿げている。

　この番号は携帯だ。公こう衆しゆう電話からの着信は確か非ひ通知になるのではなかったか？　細かい設定をしていれば公衆電話とわかるのかもしれないが、それにしても若い女性が知らない電話に簡かん単たんに出るか？

　たとえ出てくれたとして、助けてくれると思うのか？　こんな怪しい人間を？

　ばかげている──

　自分のことを三さん国ごく一の愚おろか者のように思いつつ、『コウ』はそっと、お金を入れてボタンを押した。

　……だめだ、期待なんか、するな。

　どうせダメに決まっている。

　いいや、きっとこの公こう衆しゆう電話は舞まい原ばる家けの管理システムにモニターされていて、だからかけている間に舞原家に見つかってスタッフが来てつれていかれる。どうせダメだ、間に合いっこない。助けなどない。いくところなどどこにもない。

　──眠りたい。

　もう何も考えたくない。ただ眠りたい。眠ってすべてを忘れたい──

　番号を押し終わり、転送する。

　間があって、やがて呼び出し音が、鳴りはじめた。

　出ない。

　──出ない。

　……出るはずがない──

（たとえ出てくれたって、一回受付で会っただけの、こんな怪しいおれなんかを、覚えているはずがない。……おれだって覚えていなかったのに、助けてくれるはずがない──）

　二十回ほど、呼び出し音が鳴っただろうか。

　──もはや出ないとあきらめて、それでも結局行くあてもなく、気力も使い果たして、受話器を左手に持ち替え惰だ性せいのままに呼び出し音をぼんやりと聞いていたとき。

　カチリ、という音がした気がして。

　呼び出し音が止まった。

　うそ、と思う間もなく、聞こえてくる、女性の声。

《……あの、もしもし？　もしかして、エイコさん？　エイコさんなの？　それともかいど》

　緊きん張ちようの糸が、唐とう突とつに切れ。

『コウ』は、目の前がどんどん暗くなっていくのを感じた。

　何とか抗あらがおうとするが、とめられず、意識が闇やみに消えていく──

　受話器の上に、唇くちびるが生まれ、開くのが見えた。

　無む機き物ぶつの上に生まれた唇が、生き物のように動いて勝かつ手てに言葉をつむいでいく。

「おっと。ああ。もしもしすいません。ワタシ、……名を『ヒダリノジンゴロウ』と申します。……いえ、待ってください。これは本当に本ほん名みようでしてね？　ご安心を。ワタシは世界に名高いかのキング・ソロモンの……いえ、ゲームにはあまりくわしくありません。……なるほど、それはそれは。さすがソロモン王は高こう名めいだ。ところでですね、堂どう島じまコウ、という少年をご存ぞん知じありませんか。知らない？　あれ？　おかしいですな。シニョリーナ。彼があなたの名めい刺しを──いえ、実はですね──いえ？　違います。怪しいものではありません。『約束』しましょう。何しろワタシ、こう見えて、『約束』だけは必ず守ると評判で──」

　流れるような言葉の奔ほん流りゆうを、『コウ』は最後まで聞くことが、できなかった。

　果たして自分は助かるのか、この人はおれを助けてくれるのか、──それともやっぱり結局、舞まい原ばる家につかまってしまうのか。次に目を開いたとき、自分はどこにいるのだろう──いいやもう、どうでもいい──みずからの意思で目を閉じて、ようやく、ずっと待ち望んでいた闇やみに向かって落ちていく。

　意識が完全に、途と切ぎれる間ま際ぎわ。




　──くぉ・ら・るる……




『コウ』は何かの鳴き声を、聞いたように思った。
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　葉は切ぎり洋よう平へい、がその身を変えた存在である、『コードネーム・ノットＢ』が姿を消してから、一夜が明けた。

　依い然ぜんとして、『ノットＢ』の行方ゆくえは不明。

　ジィを拘こう束そくし、マンションの前からタクシーに乗った──ジィの聴ちよう覚かくがそれを捉とらえていた──ところまでは判明していたにもかかわらず、和わ歌か丘おかに入ってからの足取りが、まったくつかめていなかった。

　和歌丘は、『ザ・ワン』に襲しゆう撃げきされてからこちら、『ザ・ワン』の細さい胞ぼうが残っていた場合にそなえて万ばん全ぜんの管理体制を敷いていたはずなのに、である。

　圧あつ倒とう的に人ひと手でが足りなかったことに加え（どうしても、舞まい原ばる家けの警けい備びから人ひと手でを割さくことはできなかった。舞原の敵は『ノットＢ』だけではない）、探している相手が堂どう島じまコウの記き憶おくと性質を持っていることも、捜そう索さくに混乱を与えていた。

　堂島コウの恐ろしいところは、彼ならどういう行動をしても不ふ思し議ぎではない、と思わせる雰ふん囲い気きにある。

　コウならば、こちらの裏をかき警備が厳げん重じゆうなはずの和歌丘に逃とう亡ぼうしてもおかしくはない。と見せかけて大城跡ゆめあとに向かっているかもしれない。あるいは、タクシーはカモフラージュで実は大城跡にいる、と見せかけて和歌丘に、と思いきや実は日ひ炉ろ理り坂ざかに潜せん伏ぷくしている、なんてことも考えられる。ただでさえ人手が足りないうえにこうした裏の裏の裏まで考えなければならないような状況に加え、コウをはじめとする『ポリッシュアップルズ』の面めん々めんは『紅こう白はく祭さい』で極度の疲労に見舞われ判断力が低下していた。

　早そう期き発見には、早期の調査が重要になる。

　そう考えて休みを取らなかったのが、結局は失敗だった。

　ただでさえ予よ断だんを許さぬコウ・コピーを相手にしての、頭が回らない状況。

　マニュアル通りに捜索するには足りない人手。

　──一いち夜や明あけ。

　みークル関係をはじめとするコウの心当たりをすべてあたり、それでも見つけられず、完全に手がかりがなくなったことを確認し、舞原家は、『ノットＢ』の捜索が長期にわたることになるのを覚かく悟ごした。

　組織的な助けもないのに、見つからず日炉理坂から出られるはずがないのだが──

　それでも、この日炉理坂において、『ノットＢ』は逃げおおせたのだ。







　　　　◆







『ノットＢ』誕生に揺れる舞まい原ばる家けに、『紅こう白はく祭さい』勝利の余よ韻いんなどどこにもなかった。

　もっとも、それはあくまで舞原家の事情であり、日ひ炉ろ理り坂ざか高校の生徒は、保ほ護ご者も、その夜は充じゆう実じつ感を持って眠ることができた。撮さつ影えいのために、面めん倒どうくさい許可を取ったにも関わらず結局カメラを取り上げられたり、不満はないでもなかったが、それでも、ほとんどの者が満足していた。

　これだけ本気を出せることなど、一生のうちにどれくらい、あるだろう。

　仲間と共に「熱ねつ血けつ！」なんて平気で叫べるような日が、いったいいくらもあるだろう。

　ただの体育祭とはいえ、自分たちはすべてを出し切った。

　出し切って、戦ったのだ。

　白組だった生徒たちは、もちろん勝利の余韻にひたった。

　自分たちの手で、がんばりで、勝利を手にできたこと。きっと一生の誇りとなる一日。

　赤組の生徒たちも、敗北はくやしかったが、それでも後こう悔かいはなかっただろう。

　……確かに、勝ちたい、という思いだけでは勝てなかった。

　どれほど強く願っても、現実は、変えられなかった。

　しかたないことはわかっている。勝者が光を浴びる場所には必ず敗者の影がある。思うだけではどうにもならないのが世界──

　でも、たとえ勝利が手に入らなくても、自分たちががんばった、恥ずかしげもなく熱血した、という感かん触しよくが確かにある。残っている。『紅白祭』の間のこと──とくに『棒ぼう鳥とり騎き馬ば戦せん』での記き憶おくは、なぜか急速に薄れて具体的には思い出せなくなっていたが、それでも、確かに覚えていた。身体からだが。感覚で。だから記憶は薄れても、いつでも思い出せるだろう。それを励はげみにがんばれるだろう。いつか、自じ慢まんげに、子供に話して聞かせて──

　熱血し、本気を出してがんばったことがあるんだと、堂々と、いえるだろう。

　もちろん、だれもが悔くいを残さず終えられたわけではない。

　結局いい結果を残せなかったミステリ同どう好こう会の部長は、『紅白祭』明けの土曜日も、その次の日曜日も鬱うつ々うつとして過ごしたし。

　──朝あさ比ひ奈な菜な々な那なにとっても、辛つらい思い出となった。

「……ナナちゃん」

　呼ばれて、ワンピースを風になびかせた赤あか毛げの少女は振り返った。

　日炉理坂でできた一番の友人にして頼れる仲間である木きの下した水すい彩さいの姿に、笑う。

「よくここがわかったね」

「……大だい元げん先生が、教えてくれたの。きっとここだろうって」

　風が吹く中。

　菜な々な那なは丘の上から、眼がん下かを見下ろした。

　遠くに、秋の山々が紅こう葉ようで赤く霞かすんでいるのが見える。

　右手の山の向こうは和わ歌か丘おか、左に目を移せば大城跡ゆめあとへと続く山。

　振り返れば日ひ炉ろ理り坂ざか高校が一いち望ぼうでき、さらに視線を伸ばすとひときわ高い山があり、その中ちゆう腹ふくに舞まい原ばる家けの大きな屋や敷しきが見える。こうしてながめるとよくわかる。日炉理坂が山に囲まれ外がい界かいから切り取られている土地なのだということが。

　菜々那は、髪かみを結ゆってはいなかった。

　実は長い天然のウェーブのかかった赤あか髪がみが風のままに流れるさまは炎ほのおのようで、水すい彩さいは見とれて思う。やっぱり菜々那は美しい、と。いつもの菜々那は子供のような元気よさ、かわいさが前面に押し出されているが、こうして髪を下ろしていると、年ねん齢れい以上に大人おとなっぽい。

　いつもと違う雰ふん囲い気きだからか、赤毛の少女は、儚はかなく見えた。

　まるで風に吹かれて消えてしまいそうな。

　ただ、薄い色のワンピースと遠くにかすみぼやけた自然の風景の中で、赤色だけがくっきり強い。

「ナナちゃん」

「よーへは、いってた。自分は、倒すべき敵がわかってるって」

「うん」

「ジンゴロウも、約束してくれた。だからボクは、信じてる。きっと──

　よーへは、いつか、ちゃんと、帰ってくる」

　ふたりとも、知っている。洋よう平へいに何が起こったか。イハナから聞かされた。

　だからこそ、舞原家には話していないことがある。

　ジンゴロウ、と名乗る相あい棒ぼうが、交わしてくれた『約束』のこと。

　もしかしてそれこそが、堂どう島じまコウをとめる切り札になるのかもしれないから。

「……だけど」

「え？」

　菜々那は強い風の中、首を振り、髪をなびかせ、背後を見た。

　舞原の屋敷と、その向こうにそびえる山々。

「主しゆ義ぎ主張とか、関係ない。ヒトトナリも関係ない。……ヤツアタリ？　なのかも？　だけど。

　ボクはあいつを、気に入らない。

　──イハナねえさんも、小鳥遊たかなしねえさんも、真ま嶋じまのおねえさんも嫌いじゃないけど、あいつだけは、気に入らない。あいつはゼンゼンおもしろくない。こんなこというと神さまに怒られちゃうかもしれないけれど、でもボク、あいつは、きらいだ」

「ナナちゃん」

「……堂どう島じまコウは、ボクの、敵だ」

　朝あさ比ひ奈な菜な々な那なははっきりと、いい切った。

　今回のは葉は切ぎり洋よう平へいの戦いで、自分はサポートに過ぎなかった。

　でも、次は──

　水すい彩さいは小さくため息をつくと。そっと進んで菜々那の横に立ち。

　同じものを、ながめた。
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『紅こう白はく祭さい』から一日経たった夜。

　自室にコウがおとずれてきたとき、イハナは机に向かって『生徒会暦れき記き』、通つう称しよう『暦記』と呼ばれるものを紐ひも解といていた。

　……ただし、持ち出し不ふ可かのオリジナルではなくコピーだが。

　ただ目を通す分には、コピーでじゅうぶん。

　もっとも、やはり素そっ気けないコピーでは、資料と共に刻まれてきているはずの『思い』は感じられなかった。伝わらなかった。かつて代々の生徒会長たちが同じようにして目を通し、あらためて書き連ねてきたという『実感』が。もちろん、資料のコピーに罪はなく、読んでいる自分の受け取り方が悪いせいかもしれないが。

　探しているのは、ここ最近行われた文化祭の資料。

　文化祭──行うかは未定だが、実行すれば、生徒会長就しゆう任にん後ごのよいイベントになる。

　体育祭を強行したためスケジュールにも余よ裕ゆうがあるし、やってやれないこともないが──

　だがやはり、あまり頭に入らない。

　どうしても、心は『ノットＢ』のことに跳ぶ。

　いったいどこに消えたのか。どうして姿を隠かくせたのか。

　これからどうするつもりなのか。

　ただの敵ではない、堂どう島じまコウのコピー。しかもコウの言葉によると《Ｉｔ》までコピーされているという、放っておくにはあまりに危険な存在。

　さらにコウがいうには、《Ｉｔ》のなかにたまっていたエネルギーの半分を奪って持っているらしく──

　──ノックの音に、反射的にどうぞと答える。

「……あれ？　勉強中？　えらいな」

　てっきりみんだと思っていたのだが──コウの姿に動どう揺ようしながら、イハナはしかし無む表情を崩さず机の上から『暦記』のコピーをしまい、座ざ布ぶ団とんを引き出し座ったコウに椅い子すごと向き直った。

「よく眠れましたか？」

「ああ。爆ばく睡すい。ていうかさっき起きたばっかり。夜だったからびっくりしたよ。よっぽど疲れていたんだな」

「明日も休みでよかったですね。よく休んで身体からだの調子を整えなければ」

　あれから、結局『ノットＢ』は見つからず、コウは舞まい原ばる家けで休んだ。

　そのままいままで寝ていたらしい。お風ふ呂ろを使ってきたのか、身体からだ中がほこほこしている。

　実はイハナもついさっき起きたばかりで、だいぶ冷めたが湯上りだったり。

　コウは、今日も泊とまっていくのだろうか。だったら明日は一緒に朝食を食べられるだろうか。……いや別に色っぽい意味ではなくて、そのままの意味でですけれど──そんな内心はおくびにも出さず、イハナは感情を乗せずたずねた。

「コウ。……『ノットＢ』という言葉に、何か思い当たるものがありますか？　なぜ彼──あなたのコピーは、『ノットＢ』などと名乗ったのか、わかりますか？」

　ジィの説明は、Ａが答えでＢは問題、とか、人生の旅がどうとか、哲てつ学がくとか、どうにもわかりにくかった。たぶんジィにもよくわかっていないのだろう。何しろ剣けん一ひと筋すじに修行してきたジィは英語があまり得意でないから。

　イハナの問いに、コウはあっさり答える。

「ああ。そりゃあれだろ？　頭かしら文字？」

「頭文字？」

「ほら、あれ、『獣のThe Number 数字Of The Beast』の」

「……Ｔｈｅ・Ｎ、Ｏ、Ｔ、Ｂ──『ＮＯＴＢ』、ですか。なるほど、つまり──」

「──そいつなりの、宣せん戦せん布ふ告こく、ってことだろ？　おれはコピーだけれどもおまえなんかに負けない、《Ｉｔ》もあるし、本物に変わって『黙示録の獣』になってやる、っていう」

　宣戦布告。つかまる気もなく、降こう伏ふくする気もないということか。

　戻って『協力』する気はないということなのか──

「……さすがはあなたのコピーというか、強気ですね。このまま逃げ続けられると思っているのでしょうか。まぁ、実際見つけられていないわけですが」

「別に、必要以上に心配することないって。……油ゆ断だんさえしなければ、しょせんはおれなんかのコピー、おれと違って舞原家の力も借りられないし、恐れることは何もない。はったりだけのやつだから。おれだけど」

　だが、口でいうほどコウは楽らつ観かん視ししていない。それは見ていてわかる。

　らしくなく、コウは自身の苛いら立だちを隠かくせていない。

「……わかっているだろうけど、おれだからって手て加か減げんするなよ？」

「ええ。もちろん。わかっています。あなたにいわれるまでもありません」

「…………そう、だよな。……ごめん」

　少しだけ暗くなった雰ふん囲い気きに、こほん、とコウはのどを鳴らした。

「……それにしても、もうエネルギーがじゅうぶんたまっていて、イハナも小鳥遊たかなしも、先せん輩ぱいまで、そのことを知っていたとはなぁ」

　アトリとベルゼバブも交え、コウにはすべてを話した。

《Ｉｔ》にすでに集まっていたエネルギーのこと。それによる発はつ情じよう状態のこと、『イブ』のこと。それを巡って争っていたことまで含め、すべて──

「……怒っていますか？　だまっていたこと」

　当然、怒っているだろう。

　話していれば、こんなことにはならなかったのだから。『ノットＢ』も生まれなかっただろうし、何よりも《Ｉｔ》から《知恵の実み》を生み出し、とっくに冬ふゆ月つき日ひ奈なを生き返らせられていただろう。にもかかわらず秘密にしていたために、コウの親友だった葉は切ぎり洋よう平へいは消え、『ノットＢ』が生まれ、しかも、これまで集めてきた《Ｉｔ》のエネルギーが半分近く奪われ日奈復ふつ活かつが遠のいた。

　まぁな、とコウもうなずく。

「まぁ、確かに、発情しているの知られていたっていうのはきついわ。おれ、かっこ悪すぎる！　──あー、とくに小鳥遊たかなしのやつ、知っていやがって、あんなこと、あー！

　でもさ、正直、ほっとしたっていうのもあるんだ」

「ほっと、した？」

「……だってやっぱり、ぜんぜん心の準備ができていなかったから。こんなに早く魂たましいを集め終わるなんて。日奈復活に手が届くなんて。『イブ』のことだって、……まぁ、知っていれば、やっぱり日奈を生き返らせていたとは思うけど、……正直、ほっとした。延期、になって。

　おれにはまだ、ぜんぜん準備が足りていない、から」

　──はっきり聞いたわけではない。

　だが、わかる。

　コウの願いは、単純に、冬月日奈を生き返らせる、というだけではないのだろう。

　そして、イハナの推すい測そく通りのことをコウが考えているのなら、たとえ《知恵の実》の力があったとしても、たとえ鋼こう鉄てつのような意思があったとしても、それだけではとても足りない。『思い』だけでは、とても足りない。本気の準備と努力が必要となる。

　もしも本気で、それをしようというのなら、それはまさしく、聖せい書しよに語られる『獣』と呼ばれる存在を目指すことになるのではないか──

「……でも、おかげで目め処どがついた。《Ｉｔ》のエネルギーを奪われたのは痛いけど、逆にいえば、『コピー』を見つけてエネルギーを取り戻せば日奈は生き返らせられるということだろ？　アレさえ捕まえれば、それだけで日奈は生き返らせられる。それがわかっているわけだから、……だから今度は、準備できる。心構えをしておける。むしろ準備期間をもらえたような感じで、……だからおれは、本当に、そんなに怒っていないって。

　……ああ、これで、ようやく、目め処どが、ついた……」

　どこか儚はかなげに笑うコウの姿に、イハナは切ないものを覚えた。

　やっぱり、と、思う。

　自分はやはり、コウが好きなのだ。

　どんなにとんでもないことを考えていようとも。日ひ炉ろ理り坂ざかに危険をもたらすかもしれないとしても。手を引かなければ、このまま関わっていけば、いつか舞まい原ばる家けに重大な危き機きを及ぼしてしまうかもしれないとしても──

　コウのことを、好きだと思う気持ちはとめられない。

　ならばもう、後あと戻もどりは、できない。

　イハナの顔に何を見たか、コウは急いで言葉を継いだ。

「いやまぁ、とにかくよかった。やっと発はつ情じようなんて終わって、これで明後日あさつてからも安心して学校行ける。本当にきつかったんだぜ？　情なさけなかった。……いろいろと、知りたくない自分のことも知っちゃったし」

　かすかに表情が翳かげったのは、『ノットＢ』のことを考えたからか。

　長年の友人を失い──表面に出してこそいないが、コウがそれで傷ついていることは間違いない──生み出されたのは自分のコピー。しかも、そのコピーの協力があれば明日にでも冬ふゆ月つき日ひ奈なは生き返るのに、にもかかわらず逃げ出して──

　コウには認められないだろう。認めるわけにはいかないだろう。理り屈くつではなく感情で。

　イハナはなんでもないように、できる限り明るく──表情はなかったが──続けた。

「大げさな。たかが発情など、生物として、男の子として普通なのではないですか？　いえ、わたしもよくは知りませんが」

「……まぁ、そういってもらえると……やっぱり、そうなのかな……」

「……だいたい、結局あなたは耐え抜いたわけですし。ベルゼバブ──本物の悪あく魔まの魔ま王おうですら、あなたの我が慢まん強さには感かん服ぷくしていました。……まったく。意思が強いのか、それともへたれなだけなのか」

「へたれって」

「違いますか？　何しろ二人もあなたに告白している女性がいるのですよ？　それも、冬月日奈のことがあってもかまわない、とまでいわせて。いわゆる据すえ膳ぜん、というやつでしょう？　しかしあなたはとんでもなく発情しているにもかかわらず、ただただずっと、我が慢まん。我慢。どちらにも手を出さず、……まぁ、ある意味男おとこらしいのでしょうね。それも。こちらはやきもきさせられましたが」

「……」

「まぁ、発情状態も終わってしまいましたし、いい思い出になりました」

　すました表情のイハナに、そのことなんだけど、と、コウが真剣な顔になり。

　いった。

「……あのさ、まず、いっておきたんだけど、おれはいま、発情していない。……いやまぁ、人並みには、あるけれど、その、《Ｉｔ》のせいで、ってことはない。つまりいまは普通の状態。それはわかっているよね？」

「ええ。知っています」

「……うん。だからさ、ようやくいえるんだけれど、──その……、よし！　──おれと付き合ってくれますか？　ハナちゃん！」

「……は？」

　自分が何をいわれたか、まったくわからなかった。

　無む表情なりに、きょとん、として、コウを見る。

　イハナの反応をどう捉とらえたか、コウはわたわたと付け足していく。

「……いや、その、あれ？　うぬぼれでなければ、『イブ』の座とか関係なしに、おれに告白してくれたんだと思ったんだけど、……違ってた？」

「……いえ、もちろん、そのとおりです。『イブ』のこととは関係なく、──ええ？」

　うなずくコウ。

「ああ。やっぱり、恥ずかしいからってさらっといくわけにはいかないか。……あのさ、ハナちゃん。まず勘かん違ちがいしないでほしいんだけど、《Ｉｔ》を生むために『イブ』になってくれっていっているんじゃない。『イブ』のことはまた別の話で、つまり、……おれはやっぱり、日ひ奈なのことが好きで、忘れられなくて、──でも、先せん輩ぱいとハナちゃんのことも好きで、だから、日奈のことも含めて応えてくれるというのなら、……違うか。──そういうんでもなくて、なんていうか、ああ、ずっと考えていたんだけど……

　はっきりいう。日奈好きだ！　だけどイハナも、好きだ！　先輩も好きだけど！　でも先輩とは付き合えない！　だって先輩、先輩は、結局傷つけてしまうんだとしても、なるべく傷つけたくないから、……先輩は、本当に、日奈に、似ているから──」

「それは──」

「──ああ、勝かつ手てだって思う。ハナちゃんはもちろん、先輩にも失礼っていうか、おれの都つ合ごうだよな。だけどもおれは、どうしてもだれかを傷つけてしまうことになるんなら、だったらイハナ、……おまえがいい。結局だれかを傷つけなければならないんなら、……そのだれかがおれと一緒に傷ついてくれるなら、そのだれかがおれの隣となりを歩いてくれるなら、──それは、イハナ、おまえがいい。──先輩よりも、……日奈よりも。おまえがいい。……だから──

　とにかく！　これが、おれの、正直な気持ち！　だっておれ、Ｓだから！」

「最後の一言はなんですか」

「とりあえず。汲くんでくれ。さもなければ、飲ませてくれ。素面しらふでこんなんいわせるな。……ごめん。ハナちゃん。これでもけっこう勇気を振り絞しぼっているんです。……だから、その、焦じらさないで、答えを──」

「……すいません、わたしはどうも、少し混乱しているようです」

　ええと、と椅い子すから立ち上がり、イハナは部屋の隅すみに行き、そこに置いてあった岩を持ち上げ、ベッドに座った。

　まるでぬいぐるみを抱くようにして大きな岩を抱え込みながら、たずねる。

「……よくわからないのですが、でも、どうして、……もう発はつ情じようは終わっているのでしょう？　ならば別に、──少なくともいまは、選ぶ必要など」

「あのな、逆だ。終わっているからだ。発情状態で告白なんかできるかよ。本当の気持ちか発情のせいかもわからないし、だいたい、まるで、その、肉体目め当あてみたいじゃねぇか。……本気で告白するんなら、発情していない、いま、じゃないと。男ってのはそういうものなの。……ええ、青あお臭くさいといってしまえばその通りですけど」

「つまり、身体からだが目当てではない、と？」

「いえ！　違います！　もちろんその！　ＯＫしてもらえるのであれば、その！　ぜひともお願いしたいというか、なんだかんだでもう昔には戻れない、といいますか、──いえ、どうしてもいやだというなら、その、しかたないでありますが、……ハナちゃん？　笑ってる？　おれけっこう真ま面じ目めなんだけど？」

「すいません。混乱しているようです」

　コウはため息をつき、それを隠かくすかのように大きく、深しん呼吸した、

　やがて、表情を引き締め口を開く。

「……日ひ奈なのことが好きなおれに、これを恋といえるかどうかはわからない。まぁ資格はなさそうで、……『イブ』のことも別だし、おれは決して誠実じゃないし……

　ていうか、打だ算さん的な部分だってある。誤ご解かいを恐れずいってしまえば。

　──このまま戦い続けるためには、おれひとりじゃ、だめなんだ。

　助けがいるとか、そういうレベルじゃないんだ。欲しいんだ、この腕に、心の底から抱きしめられる、守り守られる、確かな何かが。日奈のことは好きだけれど、抱きしめられない死人じゃ──日奈じゃ、だめなんだ。……おれは、本当のおれは、そんなに強くないから。──今回のことだってそうだし、洋よう平へいのことで、慰なぐさめとか、欲しいだけかも、だけど、とにかく、普通の人間の、弱いおれが弱いなりに、これからも戦い続けるためには、勝ち続けていくためには、そういう相手が必要で──いうだろ？　守るものがあったほうが人は強くなれる、とか。

　だからもしも、イハナが、おれと、付き合って、くれるなら──

　日奈のことが一番のおれが、それでもイハナのこと、好きだといってもいいのなら──

　……なんていうか、もしかしなくても、おれ、ひどいこといっているよな？　利り己こ的ってか、傷つけちゃっているかもな？　……ほら、こんなのやっぱり、先せん輩ぱいにはいえないだろう？」

「……」

「もちろんそれだけじゃなくて、ていうかこんなのもけっこう建て前っぽくて、いや、もう考えすぎて、分ぶん析せきしすぎて自分でもよくわからないんだけど、でもこういうときはやっぱり素直になるべきで、だから単純に考えれば、こんなこといっておいて説得力りよくないかも、だけど、ハナちゃんに、おれの隣となりにいてほしいのは、本当で、だから、日ひ奈なのことを含めて、おれのこと、好きだっていってくれるなら、片方の手に日奈を握っていることを、許してくれるなら──たとえわがままだといわれても、おれはイハナに、その、……そばにいてほしい。おれの手のもう片方を、しっかりつかんでいてほしい。

　ああ、それが、一番単たん純じゆんな、気持ちだ。

　おれは、イハナにだったら、この腕をまかせられるから。

　日奈のことをかけた『紅こう白はく祭さい』だって、その手に委ゆだねられたから。

　だって、おれは、やっぱり、イハナのこと、好きだから、──だから、ちくしょう、なんていうか、──話せば話すだけ、ダメ、というか、うまくいえないんだけど──

　……ああ、そうか。そうだっけ」

　言葉を切って一息つくと、コウは座ざ布ぶ団とんから立ち上がり、イハナの横に腰掛けた。

「コウ？」

「…………キス、したい」

　──どくん、と胸の中で何かが跳ねる。

　腰から背中に痺しびれが走り、頭の中が白くなりかけて、イハナはようやく、気づく。

　コウに、告白されていることに。

　そうだ、確かにわたしはいった。次のキスは、あなたから、と。

　つまり、いま、わたしは──ずっと待っていた、求めていた、答えを、いま──

　──気がつくと、キスされていた。

　いや、したのか。

　顔を離すとすぐにコウと目が合って、急に恥ずかしくなり、イハナはコウの胸に顔をうずめる。ぎゅっと、抱きしめると抱きしめ返されて、身体からだに感じる熱さが、幻げん想そうではない本物の感かん触しよくが、鼻び腔こうをくすぐるお風ふ呂ろ上りのにおいが、急きゆう激げきに現実味みを増してきて、そんな状況にどうすればいいかわからずただただ腕に力をこめることしかできなくて、抱きしめて──イハナはそっと、思う。

　──これが夢ではありませんように。

　……もしも夢なら、せめて、いまだけでも、覚めませんように──

「……一いち応おう確認するけど、これってＯＫってことだよね？　つまりその、おれたちこれから、付き合うってことでいい？　──聞くのも野や暮ぼかもしれないけれど、ほら、おれがいっていることも大たい概がいアレだから、できればしっかり、答えを──」

「好きにとらえればいいでしょう？　ですからだまっていてください」

　口を開けば、これ以上聞いてしまえば、何をいってしまうかわからないから。

　だから、まだ何かいおうとするコウを、強く抱きしめることでとめ。

　イハナは、コウの胸に顔を押し付け、しばらく離さなかった。

　そして二度目のキスをした。




　……明日は休みなのだな、と、ちらっと、思った。
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　　　　３．







　月が空に昇っている。

　満月というには、少しだけ、欠けた月。

　これから欠けていくのか、それとも満ちていくのか、調べればすぐにわかるのだろうがただ見ただけではわからない。

　アトリは舞まい原ばる家けの屋根の上で、ぼんやり月をながめていた。

　ぶうん、と音がして、ベルゼバブ──ハエの魔ま王おうが背後に立った。

　羽は音おとが空間をゆるがせて、気け配はいにアトリは目をつぶる。

　ベルゼバブの魔ま力りよくによって、やがて頭の中に見えてくる、様々な光景──現実にいま起きていること。

　イハナと一緒にいるコウ。しあわせそうに抱き合っている。

　恕じよ宇うと一緒にいる綾あや。今後について相談している（話までは聞こえないけれど）。

《知恵の実み》の研究室では洋よう平へいが残していった《グレイテストオリオン》の偽にせ物ものが突然変へん形けいし、サソリのレリーフが浮き上がった謎なぞを調べようとしている。もっとも、舞原家がいくら調べようと、《グレイテストオリオン》の偽物が変へん質しつした理由などわからないだろう。

　しかしアトリは知っている。マニュアルに記き載さいされているから。

　──マニュアルに、〇〇九・《スコルピオン・デスロック》の項こうが登録されているから。

《契けい約やく完了魔ま力りよく》を探知しない限り新たな《知恵の実》の存在を知ることはできないが、《スコルピオン・デスロック》は《グレイテストオリオン》が変化したものであるためマニュアルに載っている。だからアトリは知っている。《契約完了魔力》が感知されていなくても。そして知ることができる。能力が発動さえされれば。

　アトリは月をながめたまま、たずねた。

「……《スコルピオン・デスロック》は、──《廃ロ棄ス品ト》になるのでしょうか」

　ハエの魔王は、羽が生み出す振しん動どうを重ね束ねて言葉に変えて、答えた。

《さぁ、どうでしょうね。あれは代行者が生み出したものではなく、《グレイテストオリオン》が変化したものですから、実際に契約者に使われなければ《廃棄》されるかはわかりません。もっとも、能力的に、その確かく率りつは高いでしょうね》

　《スコルピオン・デスロック》が自分自身であり続けるための《知恵の実》だというのなら、そもそも魂たましいを奪う、ということも難しいのではないか？　だが、もしも《廃棄品》になってしまうなら──

「すでに、《ゴールデンライトアーム》が《廃ロ棄ス品ト》になっています。そのうえ《スコルピオン・デスロック》まで廃はい棄きされたら」

《ええ。空あきナンバーが二つできることになる。そうなると、『六百六十六』をそろえるためには新たな《知恵の実み》が二つ、必要になるということですね。……まぁ、まだ廃棄されると決まったわけではありませんが。……さてさて、これからどうなることやら……》

　肩をすくめるようなゼスチュアを見せたハエの魔ま王おうを見上げ、アトリはさらに、問いを重ねた。

「……ベルゼバブさま。私は、《スコルピオン・デスロック》の能力が発はつ動どうされて、その在あり処かがわかったとき、──コウにーさんに、教えるべきなのでしょうか？　それとも──」

　ハエの魔王は端たん的てきに答えた。愛情の感じられる羽は音おとで。

《それはあなたの自由です。愛いとしいアトリ。私がいえることはただひとつ。悪あく魔まであり、かつ悪魔ではないあなたはうそをつくのも自由。──そうでしょう？　悪魔のミカタ》

「……はい」

《ですから、教えるのも教えないのも、あなたの自由。──したい通りにおやりなさい。あなたの望んだ通りに》

「……私は、……あたしは、──あたしの、望みは──」

　ハエの魔王に撫なでられて、アトリの顔がくしゃりとゆがむ。

　破は顔がんしているような、泣くのをこらえているような。

　アトリはしばらく撫でられていたが、やおら、ハエの魔王に抱きついた。

「……でも本当に、いいんですか？　……ベルゼバブさま。……あたし、ずっと、……『イブ』争そう奪だつ戦にだって参加せずに、こんな勝かつ手てなことばっかり──」

《……ああ、そんなことを気にしていたのですか？　いったでしょう？　望むままにおやりなさいと。愛しい娘。あなたの望みは我らの望み。あなたは私たちの娘でもあるのですから。『イブ』争奪戦がなんですか。たとえコウがあなたを『イブ』に選んだとしても、……それだって、あなたがいやなら断ったっていいんです。無理することなどありません》

「いえ、それは別にぜんぜんいやじゃないんですけど、……ていうかコウにーさん、本当に『イブ』は別に選ぶ気だったらあまりにスゴいと思うんですけど、──でもそういっていただけるのはうれしいです！　ベルゼバブさま！」

《アトリ！》

　大きな月の光の下、二人はがしっと力強く、抱き合った。

　やがて──

《……それでは、アトリ。わたしはそろそろ、いかなければなりません》

　巨大なハエの言葉に、アトリは名残なごり惜しそうにうなずく。

「……はい。ベルゼバブさま」

《……コウの決断はともかく、『イブ』の選定は、これからが本番です。アトリ。あなたはもちろん、──コウをとめるためにも、ほかの少女たちもまだあきらめたりはしないでしょう。今度こそ、本当の意味での『イブ』を目指そうとするでしょう。……コウ自身も、これまでとは違う戦いを強いられることになる》

　──いったんほかの女性を受け入れてもなお、本当に、冬ふゆ月つき日ひ奈なの復活を一番の願いとして持ち続けていられるか。

　それはコウが思う以上に、難なん解かいな戦いになるだろう。

　時間というものは残ざん酷こくで、そして人は、だれかを、何かを愛するようにできているから。

　世界というものは、初恋が破れたぐらいでは終わらないから。

　はたしてコウは、──今度の代行者は、どこまでいけるのか──

《──それではアトリ。がんばってくださいね。あなた自身の願いのために》

「はい！　あたしはがんばります！　だからベルゼバブさまもお元気で！」

　再び熱き抱ほう擁ようを交わし、名残なごり惜しげに身体からだを離す。

「きっとまた会いに来てくださいね？　そうだ、お土産みやげは持ちましたか？」

《ええ。いただきました。ちなみにトイレの芳ほう香こう剤ざいは、別にハエを喜ばせるために用意されているわけではないのですけれど、でもその気持ちだけはありがたくいただきます。

　……そして。あなたも忘れないでください。

　アトリ。あなたはあなたのやりたいことをすればいい。望むがままに欲することを。

　そしてしあわせにおなりなさい。──なぜなら、我ら悪あく魔まが望むのは、いつだって──》

　ハエの魔ま王おうの身体が、次の瞬しゆん間かん粉こな々ごなになった。

　無数の小さなハエたちがぶんぶんと羽は音おとを立てて飛び回る中で、アトリは自分の胸を押さえ、目をつぶる。

　小バエたちの羽ばたきが重なり広がり言葉になって、アトリの身体を包み込む──




《──我が愛いとし子ごに、祝福を──》




　ハエの群れは拡かく散さんし、どこかへと消えていった。

　まるで魔王の言葉を咀そ嚼しやくするかのように、自分の胸を押さえてじっとしていたアトリは、感かん極きわまったかのようにほうとため息をつくと、再び座って月を仰いだ。

　空に浮かんだ、冷たく蒼あおい、夜の光。

　あの月は欠けていくのか。それとも満ちていくのか。

　明日も見れば、わかるだろうか。

　明後日あさつても、その次の日も見ていけば、きっとわかってくるのだろう。

　だがいまは、わからない。ただ、そこにあるだけ。

　これから満ちていくのか。それとも欠けていくのか──

　──大きく深しん呼吸をすると、赤い目を、輝かせ。

　アトリは背中から猛もう禽きんの翼つばさを広げ、はためかせた。

　大きく、──伸びやかに、おのれの羽をはさはさと、夜に展開させていく──




　──月光に照らしだされた黒こく翼よくは、一いつ対つい、増えていた。




　四枚の羽を大きく広げ。

　アトリはただただ屋根に座って、夜空の月をながめていた。
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あとがき／掟おきて破やぶりのアンチ・アレス







　　　　◆（前巻なかがきおまけ補ほ完かん）







「ところでハナちゃん。お弁当のことだけど」

「……なんです？」

「すごい豪ごう華かそうだったけど、全部でいくらぐらいすんの？　あれ」

「………………さぁ。わたしは関かん与よしていないので知りません」

「そう？　でも、あのなかの、おに」

「！」

「──ぃちゃんもびっくり！　みたいな豪ごう華か食材、あれなんかスゴイ高そうだったな」

「……ええそうでしょうね。知ったことではありませんけど」

「ふうん。ま、でもやっぱり一番は、あの、おに」

「！」

「──がしまに持っていっても、おに！　相手に連れん戦せん連れん勝しようできそうな、おに！　おんスープのおいしさといったら、いやいやいくら食べてもおに！　もつになんかぜんぜんならなくて、ところでハナちゃん、さっきから変なか、お！　して、お！　れのか、おに！　なんかついてる？」

「……はっきりいっておきましょう。コウ。あなたなんかダイキライです」

「そりゃ残念。おれは大好き」

「…………………………………………………………え、えと」

「おにぎりが」

「………………………………………………この、本当に、ウスバカゲロウのロクデナシ──」







「……ところで、コウにーさん、あたしのつくったお弁当もあったこと、気づいていましたか？　というかここにあたしがいることわかっていますか二人とも？　あたしってそんなに影が薄いですか？　背景にジャストフィットですか？　──ここ最近、なんかこう、存在感がないような──」







　　　　◆







　と、いうわけで、お届けしました《スコルピオン・デスロック》。

　今こん巻かんはスコルピオン編の最終巻であると同時に、《グレイテストオリオン》の補ほ完かんをする話でもあります。ええ？　いまさら？　とかいわないように。『悪あく魔まのミカタ⑤・グレイテストオリオン』から丸⑤年（⑤巻は二〇〇二年の九月発行。あらためてちょっとびっくり。そんな前？）。冬の星座の代表格かくがオリオン座なら、夏の星座の雄ゆうはサソリ座。季節が巡るその度たび夜空に繰り広げられるのは、神しん話わにおいて語られるオリオンとサソリの追いかけっこ。夜天の戦いはいつまでも決着しませんが、悪魔のミカタの世界では、ここにようやく、サソリがオリオンに追いつきました。長かった。お待たせしました。本当に──

　どうもありがとうございます。




　ギリシャ神話に語られる、オリオンは。

　地上すべての動物を狩かれると豪ごう語ごするほどの力を誇る、魅み力りよくのある青年でしたが、美人に目がなく、それが不幸を呼びました。恋人であった『月の女め神がみ』の矢で射い殺ころされた──誤って、あるいは意図的に──という話もありますが、有名なのはサソリのほうでしょう。

　オリオンの傲ごう慢まんさを許せなくなった神が差し向けた一匹のサソリの毒どく針ばりが、オリオンを天に追いやりました。

　怖いものなしの狩人かりうどだったオリオンも、サソリの小さな針はり一本にかなわなかったというわけです。

　星になってもなおもプレアデスの姉妹を追いかけて、サソリ座からは逃げ回っているというオリオン──一度こうしたイメージを知ると、星空を見たとき探してみたくなります。ベルトを締めたオリオンの姿。悲劇を憂うれい青く揺らめくプレアデスの姉妹たち。あかいめだまと曲がった尻尾しつぽを持つサソリ（ご丁てい寧ねいに針まである！）を踏みつけるようにしているへびつかい座はオリオンを生き返らせようとした医者であり、サソリ座の隣となりに位置するいて座は、サソリが暴れたときいつでも射い殺ころせるよう引かれた弓である（一説に、その弓を引くのはへびつかい座の師し匠しようである）、とか──

　それはきっと、夜の無ぶ聊りようを慰なぐさめるためだけではなく、天候や方角、時じ節せつを知るための知恵でもあったのでしょうけれど。

　考えた人はすごいなぁ、と圧倒されずにはいられません。

　何よりもこの手の歴史を生き抜いてきた遺い産さんは、物語的に役立つギミックになるわけで、物語書きとしてはこれほど頼もしいものはありません。悪あく魔まのミカタでも使わせてもらっています。本ほん筋すじにこそあまり関わりませんが、頭の片かた隅すみで意識しているというか──たとえば堂どう島じまコウはオリオンであり、プレアデスの乙おと女めたちであり、死者を生き返らせる医者であり、そして医者に踏みつけられ弓矢にねらわれる──かつ本編中ちゆうに語られる、川の向こうにわたりたがっている──サソリに重ねられます。こじつけといわれてしまえばそうですが、考えればいくらでも──コウだけではなくヒロインたちも、敵役たちも、オリオンであり、サソリであり、月の女め神がみでありプレアデスの乙女であり──

　サソリ座の中ちゆう核かくをなす恒こう星せいは、荒こう神じんの名を持つ赤い星・火星に張り合うかのように暗く赤く輝いていることから、『火星に対抗するものアンチ・アレス』、すなわちアンタレスと名づけられました。

　それはサソリの赤い心しん臓ぞうといわれ、またはあかいめだまとうたわれて。

　高鳴る《Ｉｔ》を持つコウを思わせなくもないでしょう。

　──なんていうのは無理やりすぎ？

（ちなみにヒロイン、というかコウの『イブ』候こう補ほたちのことを、作者はこっそり『プレアデス・クラスターズ』と呼んでいたりします。といっても⑤巻あとがきの題名でしか使っていませんが──）




　──と、いうわけでオリオンとサソリの物語。

《スコルピオン・デスロック》。

　楽しんでいただけますように。




　悪魔のミカタは６６６の名とともにまだ続きます。

　はたしてコウは『ベルトを解き』、『乙女たちをたばね』られるのか。

　できればこれからも、よろしくお付き合いしていただけますように──








以上、

うえお久ひさ光みつでした。
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うえお久ひさ光みつ

（前巻続）実をいえば、今巻の『元』はもともと前期⑤巻のプロットに入っていた。詰め込みすぎかなと思い、真嶋綾の物語になるように、と切り離したパート。それが今作に──けっこう大きな分岐だったが、決断してよかったとあらためて思う。スコルピオン編、了。
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イラスト／藤ふじ田た 香かおり

最近、空が急に暗くなったら要注意。いきなりスコールのような雨が降って来たと同時に真上で雷鳴り出す事も……。またそういう時に限ってセーブしてる途中だったり……（滝汗）
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